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○議事日程（第２号） 

  平成22年12月９日  午前10時開議 

 日程第１ 

  議案一括上程（議案第64号から議案第79号まで） 

 日程第２ 

  町政一般質問 

   ８番 能 村 憲 治 

   ４番 藤 井 良 信 

   １番 生 田 勇 人 

   ９番 清 水 文 雄 

   ５番 恩 道 正 博 

   ６番 北 川 悦 子 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【北川進君】 皆さん、おはようござ

います。 

 ただいまの出席議員は16名であります。よ

って、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【北川進君】 本日の会議に説明のた

め出席している者は、７日の会議に配付の説

明員一覧表のとおりであります。 

 なお、長田学都市整備部上下水道課長より、

答弁が終了した後、国土交通省所管会計実施

検査に説明のため欠席願が出ておりますので、

ご了承願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【北川進君】 日程第１、議案第64号

平成22年度内灘町一般会計補正予算（第５号）

から議案第79号内灘町サイクリングターミナ

ル（軽食堂を除く）の指定管理者の指定につ

いてまでの16議案を一括して議題といたしま

す。 

 各議案に対する提案理由の説明は、既に聴

取しております。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○質   疑 

○議長【北川進君】 これより提出議案に対

する質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【北川進君】 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案等の委員会付託 

○議長【北川進君】 お諮りいたします。た

だいま議題となっております議案第64号平成

22年度内灘町一般会計補正予算（第５号）か

ら議案第79号内灘町サイクリングターミナル

（軽食堂を除く）の指定管理者の指定につい

てまでの16議案については、お手元に配付い

たしてあります議案付託表のとおり所管の各
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常任委員会に付託したいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

 平成22年第４回定例会におきまして、町政

に対する一般質問の機会を与えられましたの

で、通告に従って一問一答で質問をさせてい

ただきます。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【北川進君】 ご異議なしと認めます。

よって、各議案は議案付託表のとおり所管の

各常任委員会に付託することに決定いたしま

した。 

 質問は簡単明瞭にさせていただきますので、

答弁のほうも明瞭によろしくお願いをいたし

ます。 

 なお、継続審査となっております請願第29

号、請願第31号については、付託委員会のほ

うで審査をお願いいたします。 

 まず冒頭に、11月28日投開票の結果、金沢

市長に山野之義氏が当選をされました。12月

10日、あすより新市長として金沢市のかじ取

りを進めていかれるわけでございます。  次に、今期定例会までに受理しました請願

第34号ＴＰＰ交渉に関する請願書、請願第35

号「石川県乳幼児医療費助成事業補助金交付

要綱の一部改正」の意見書を石川県に提出す

ることを求める請願書、請願第36号米価の大

暴落に歯止めをかけるための請願、請願第37

号全額国庫負担による最低保障年金制度の早

期実現を国に求める意見書を国に提出するこ

とを求める請願書、請願第38号後期高齢者医

療制度をただちに廃止し、国民の誰もが、安

心して受けられる医療制度にすることを国に

要望する意見書の提出を求める請願書の５つ

の請願については、お手元に配付の請願・陳

情文書表のとおり所管の各常任委員会に付託

いたしますので、審査願います。 

 内灘町は、金沢市とは既に人的交流を含め

た行政連絡会を立ち上げ、順調に進んでおる

と伺っております。さまざまな事業が実施さ

れ、成果が上がっているわけでございますが、

新市長のもとでの金沢市と内灘町との行政連

絡についてさらに新しい風が吹くものと考え

られるわけでございます。 

 今後、金沢市とどのような行政連携を考え

ておられるのか、その取り組みなど八十出町

長の所見をお伺いをいたします。 

 私の質問に、金沢市との水道事業の広域化

について伺っていますので、よろしくお願い

いたします。 

 今回は水について、上水道、下水道、そし

て地下水について順に質問をさせていただき

ます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【北川進君】 日程第２、これより町

政に対する一般質問を行います。 

 まず１問目、水道事業の広域化についてお

伺いをいたします。 

 質問時間は１人30分以内ですので、時間内

にまとめるようお願いいたします。 

 私は、平成20年の第１回定例会において、

内灘町は金沢市の都市計画に組み込まれてい

るので、水道事業を金沢市と連携し、給水の

方法を考えればどうかと提案をいたしました。

それに対して前副町長は、水道事業の広域化

を研究すると同時に水道料金の値下げや老朽

化した施設の更新を進めるために自己水を確

保したいと答えられました。 

 また、傍聴の皆様には、議員が質問してい

る際は静粛にしていただき、立ち歩いたり退

席しないようお願い申し上げます。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ８番、能村憲治議員。 

   〔８番 能村憲治君 登壇〕 

○８番【能村憲治君】 ８番、能村憲治。  その後、町は自己水を地下水に求め、十数

本の井戸を掘っております。内灘町の地下水

はいろいろな方法で試してみたけれど、すべ

 傍聴の皆さん、足元の悪い中ようこそお越

しいただきました。ありがとうございます。 
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て水道水用には使用できない結果となってお

り、現在に至っておるわけでございます。 

 このようなことから、次の２点についてお

伺いをいたします。 

 まず１点目、金沢市との災害時応援協定で

金沢市からの給水は現在13％にも満たないわ

けでございますが、広域化、水道事業の統一

化などを図れば当然給水量を増加することが

可能になります。金沢市水は県水より現在ト

ン当たり14円安いので、そうすれば水道料金

は今よりさらに値下げできるのではないかと

考えます。町の考えをお伺いをいたします。 

 ２点目、以前、副町長が水道広域化につい

て研究するという答弁をなされておられます。

以来３年近く経過しています。研究した結果

はどうだったのでしょうか。 

 また、研究中であれば、その進捗状況をお

伺いをいたします。 

○議長【北川進君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいま能村議員

のほうから、金沢市との広域行政、さらには

水道事業の広域化についてということでご質

問がありました。私のほうから概略的に答弁

を申し上げたいと思います。 

 まず、金沢市との広域行政でございますが、

議員ご案内のとおり、国と地方を取り巻く財

政環境が大変厳しいということでありまして、

多様化する住民ニーズや高度化する行政課題

に対処をし、効率的な行政運営をしていくた

めには、近隣市町との広域行政の推進が極め

て重要な要素であるということは言うまでも

ないわけでございます。 

 特に、生活圏、経済圏が一体化をしており

ます金沢市との連携を進め、広域的な見地に

立ったまちづくりを目指すことは、金沢、内

灘両市町民の教育、福祉、環境などあらゆる

面で生活向上につながるものだと確信をして

いるわけでございます。 

 そのために、平成17年の７月から金沢市と

行政連絡会を設置をしたわけでございます。

設置後、これは提案理由の説明でも申しまし

たが、今日まで消防の通信指令業務の共同運

用、さらには災害時の相互応援と水道管の連

結、砂丘畑の利活用、小学校の英語教育の連

携、住民・職員交流を実施し大きな成果を上

げてきたわけでございます。また、今後も平

成26年度に考えられております北陸新幹線の

金沢開業、こういった金沢開業に備えまして、

観光、交通等の分野でもますます連携協力が

必要になってくるわけでございます。 

 山野新金沢市長が就任されましたら、速や

かに協議をいたしたいと考えているところで

ございます。 

 たまさか、ある会場で山野新市長とお会い

しました。この協議についてお話ししました

ところ、快くお受けいただきましたので、時

期を見て協議に入っていきたいと考えている

ところでございます。 

 それから、水道事業の広域化でございます

が、効率的な水需要の均衡化を図ることと、

財政基盤や技術基盤の共有化の観点からも、

地域の実情に応じた事業統合や共同経営の多

様な形態による広域化を検討し、進めなけれ

ばならないと今も考えているところでござい

ます。 

 当町では、広域化によりまして水道事業の

健全化が図られることから、金沢市とともに

研究、検討を進めておる最中でございます。 

 広域化には、事業統合や事業委託など幾つ

かの方法があるわけでございますが、あらゆ

る角度から十分な検討を重ねてまいりたいと

思っていますので、いましばらくの間、時間

をおかしをいただきたいと思います。 

 私からは以上でございます。 

○議長【北川進君】 橋本稔都市整備部長。 

   〔都市整備部長 橋本稔君 登壇〕 

○都市整備部長【橋本稔君】 私のほうから、

能村議員の後段のほうの質問にお答えしたい

と思います。 
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 まず、広域化した場合の水道料金等の値下

げにつきましては、水道事業の統廃合、譲渡

の形態によりまして料金体系そのものが変わ

ってくるものと考えております。水道料金に

ついても、広域化になるときの大きな課題の

一つでもありますので、金沢市と県水の運用

を含め検討していきたいと考えております。 

 ２点目の研究の結果でありますが、金沢市

と内灘町それぞれの水道事業の現状評価と課

題を把握し、広域化の方法を検討いたしてお

りますが、各事業者には固有の事情や状況が

あるため、具体的な将来像や効果についてさ

らに調査研究を今現在進めているところであ

りますので、ご理解お願いいたします。 

 以上です。 

○議長【北川進君】 ８番、能村憲治議員、

答弁が終わりました。 

 それでは、８番、能村憲治議員。 

○８番【能村憲治君】 それでは次に、上水

道石綿セメント管についてお伺いをいたしま

す。 

 内灘町は昭和39年、上水道事業の認可を受

け、40年に工事に着手し、昭和42年に竣工い

たしております。その後、人口の増加や宅地

造成により、３回余りの拡張工事が行われ、

内灘町には156.7キロメートルの水道管が埋

設されております。そのうち、石綿セメント

管は32.6キロメートルとなっております。 

 そして、現在、石綿セメント管更新事業が

平成８年から平成27年までの20年計画で工事

が進んでいるところでございます。 

 そこで、次の４点についてお伺いをいたし

ます。 

 １点目、鶴ケ丘４丁目の一部、また鶴ケ丘

５丁目、千鳥台、緑台と工事が進んできまし

たが、鶴ケ丘４丁目の一部においていまだ更

新工事が終わっていないところがあります。

町会単位で進めているのであれば、既に完了

していなければならないところと思います。

住民の方からなぜなのかとの声も聞こえます。

この点についてお伺いをいたします。 

 ２点目、石綿セメント管の更新事業は老朽

化対策なのか、それとも石綿が人体に有害で

あるからなのか、どちらでしょうか。お伺い

をいたします。 

 ３点目に、この事業の進捗状況でございま

すが、予定では工事完成まであと５年となっ

ております。今の段階で63％ばかりしか完成

しておりません。計画どおり平成27年で完了

するには困難と思われますが、いかがでしょ

うか。 

 先ほども述べましたが、もし人体に影響が

あるならば、工事を早急に進めるべきと考え

ますが、町の考えをお伺いをいたします。 

 ４点目は、ことし７月１日より水道料金の

値下げがございました。値下げ分の２割を水

道施設の改善に使うということで、住民への

値下げは実質８割になっています。値下げ分

２割で年間約1,000万円になりますが、水道施

設改善のために使うと言われていますが、ど

の部分に使われるのでしょうか、お伺いをい

たします。 

 当然、石綿セメント管の更新事業にも充て

られると思いますが、そうなると計画では平

成27年までかかるのがどれだけ短縮されるか

ということについてもお伺いをいたしますの

で、ご答弁よろしくお願いいたします。 

○議長【北川進君】 橋本稔都市整備部長。 

   〔都市整備部長 橋本稔君 登壇〕 

○都市整備部長【橋本稔君】 能村議員のご

質問にお答えします。 

 まず１点目、鶴ケ丘４丁目の一部の地域の

石綿セメント管更新につきましてお答えいた

します。 

 まず、石綿セメント管の事業に着手する順

序につきましては、基本的に団地造成の着手

年度の早い地区、つまり古い水道管から着手

することを原則といたしております。 

 ご質問の鶴ケ丘４丁目の一部につきまして

は、現在、緑台地区で実施しています工事が
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来年度で完了予定でありますので、平成24年

度から実施したいと考えております。 

 ２点目の石綿セメント管の健康への影響と

更新目的についてお答えいたします。 

 石綿セメント管を通過する水道水の健康へ

の影響について、厚生労働省及び世界保健機

構は、健康への影響はないとの考え方を示し

ております。 

 現在施行している更新事業の目的は、既存

の石綿セメント管が経年劣化により強度が低

下していることと、耐震性に劣るため計画的

に更新工事を行っておるものでございます。 

 次に、石綿セメント管事業の進捗状況でご

ざいますが、平成22年度末見込みで20.5キロ

メートルの布設がえを行い、進捗率は約63％

となります。残ります石綿管の延長は12.1キ

ロメートルとなります。現在、財政状況によ

り年間約１キロメートルの施行ペースで進め

ており、このペースではこれから約12年を要

する計画となっております。 

 しかし、これから国の補助金の動向と財政

状況などを見据え、平成27年度の完了に向け

事業の進捗に努めていきたいと考えておりま

す。 

 ４点目の県水料金の値下げ分のうち２年分、

年間約1,000万円の使途につきましては、水道

事業において重要な課題となっております先

ほどの老朽化した水道管、配水池等の施設の

改修や耐震化事業の進捗などの財源に充て、

災害時も含めた水道水の安心で安全かつ安定

的な供給を一日でも早く図ることといたしま

した。 

 このことにより、石綿セメント管更新事業

がどれだけ短縮されるかとのご質問でござい

ますが、1,000万円相当を更新事業に充当する

と、先ほど申し上げました12年間かかる予定

が約４年間短縮されるものと考えております。 

 いずれにいたしましても、今後とも国庫補

助金、起債の有効活用を図り、継続的に財源

を確保し、石綿管の更新事業を優先的に進め

て早期に解消を図りたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 ８番、能村憲治議員。 

○８番【能村憲治君】 次に、水道の次に公

共下水道についてお伺いをいたします。 

 下水道は、健康で衛生的かつ快適な生活環

境の確保と公共用水域の水質の保全を図る上

で不可欠なものでございます。また、その役

割は汚水の排除による周辺環境の改善、雨水

の排除による浸水防除、下水処理水の再利用、

そして公共用水域の水質保全などがございま

す。 

 内灘町の公共下水道事業は、昭和54年に事

業認可を受け、現在まで約238億円の投資を行

い整備をされてきております。平成21年度で

はその普及率は99.5％、処理区域内人口２万

6,633人に対して水洗化人口２万5,458人、水

洗化率95.6％となっており、県内でもトップ

クラスだと伺っております。 

 ところで、私は平成19年第３回定例会にお

きまして、公共下水道への未接続について質

問をいたしました。そのとき都市整備部長か

ら、「下水道に関する法律の中で、公共下水

道が整備され、供用が開始された場合、各家

庭が遅滞なくその下水を公共下水道に接続し

流入させなければならないことになっている。

しかし、罰則規定はない」という答弁でござ

いました。広報活動などで水洗化率100％を目

指し、促進を図るということでございました。 

 以来、平成21年度まで３年の間に136件が接

続され、現在、いまだ380件の未接続があると

聞いております。 

 さて、これらの未接続はどのような点が障

害になって接続が不可能になっているのでし

ょうか。と同時に、町はそれらの障害につい

てどのように対処してこられたのでしょうか。

そしてまた、それらについて今後どのように

取り組んでいくのかをお伺いをいたします。 

 また、費用面につきまして、当町ではトイ
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レの改造として水洗便所など改造資金利子補

給制度を設けていますが、輪島市では普及促

進に向けて促進事業として助成を行う制度を

設けるようでございます。当町にそのような

考えがあるのかどうかもお伺いをいたします。 

 ところで、「広報うちなだ」11月号にて、

下水道未接続家庭などを対象に訪問調査を行

いますと掲載されておりましたが、今の段階

でこのような調査を行うことに何か特別な理

由でもあるのでしょうか。 

 冒頭でも述べましたように、環境衛生上に

も大きく影響することでもあり、下水道事業

についての町の取り組み方についてお伺いを

いたします。 

○議長【北川進君】 長田学上下水道課長。 

   〔上下水道課長 長田学君 登壇〕 

○上下水道課長【長田学君】 能村議員ご質

問の公共下水道についてお答えします。 

 まず、公共下水道の水洗化についてでござ

いますが、町ではこれまで未接続家屋等を訪

問し、下水道への接続のお願い、また空き家

などの現地確認を行ってきました。その訪問

の際に接続していない理由をお聞きしますと、

経済的な理由やリフォームを検討中、または

今の生活には支障がないなどが主な理由であ

りました。これからも下水道の必要性につい

て理解を得られるよう、より一層の普及啓発

を図っていきたいと思っております。 

 また、水洗便所等改造資金の助成制度につ

いては、現在、水洗化率が95.6％となってお

り、既に接続しています方との公平性を考慮

し、新たな助成制度は考えておりませんが、

未接続者への訪問指導等を強化し、水洗化の

促進に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、「広報うちなだ」11月号に掲載しま

した今回の活動はこれまでも行っております

が、供用開始後３年を経過している区域であ

り、未接続世帯の多い北部地区を中心に、各

町会とも連携を図りながら粘り強く実施する

ものでありますので、よろしくお願いをいた

します。 

○議長【北川進君】 能村憲治議員。 

○８番【能村憲治君】 次に、最終処分場、

内灘町浄化センターについてお伺いをいたし

ます。 

 内灘町の公共下水道事業は、約63億円をか

けて平成元年に完成し、供用開始されました。

当初は１系列２池で処理能力が一日5,800立

方メートル、処理方式はオキシデーションデ

ィッチと言われる当時ではすぐれた機能でご

ざいました。しかしその後、処理能力が足り

ず増設され、現在は２系統４つの池で処理能

力が一日１万1,600立方メートルで稼働をし

ております。 

 町は、浄化センター施設の全体計画として

将来の人口増加を見込み、今ある建物に隣接

して現在と同程度の能力を有する設備を増設

する予定があると伺っております。しかし、

開始以来22年が経過した浄化センターの老朽

化に対しての対策はどのように考えているの

でしょうか。 

 また、これまで当町に直接的には被害をこ

うむることはなかったですが、地震等による

機能停止を防ぐための取り組みはどのように

考えているのでしょうか。 

 これらについて次の３点をお伺いいたしま

す。 

 まず１つ目、ポンプ場、分配槽、沈殿池、

塩素接触タンクやそれに付随する施設の耐震

調査は行われているのでしょうか、お伺いを

いたします。 

 ２点目、管理棟内の設備機器類についてで

ございますが、その多くが中央監視室でコン

ピュータ制御されておりますが、これらの機

器の多くが耐用年数を超えて使用されている

と伺っております。このような状態で今後支

障はないのでしょうか。 

 ３点目は、下水道基盤を維持運営するには

常に適切な改修や更新、そして増設も視野に

入れなければならないと言われています。こ
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のことについて町の考えをお伺いし、以上浄

化センターの今後の計画についてお伺いをい

たします。 

○議長【北川進君】 長田学上下水道課長。 

   〔上下水道課長 長田学君 登壇〕 

○上下水道課長【長田学君】 議員ご質問の

浄化センターの耐震化と老朽化についてお答

えします。 

 まず１点目の下水道処理施設の耐震調査に

ついてですが、浄化センターの管理棟と塩素

接触タンク及び内灘ポンプ場と大根布ポンプ

場の各施設の耐震診断調査を実施しておりま

す。調査の結果では、おのおのの施設におい

て何らかの耐震補強が必要であるとの結果が

出ております。 

 今後は、既存処理設備の更新事業と調整を

図り、国の補助事業を活用して耐震化を進め

てまいりたいと思っております。 

 次に、２点目の各処理設備の老朽化対策に

ついてお答えします。 

 内灘町の公共下水道は平成元年に供用を開

始し、現在ある処理施設のほとんどが20年以

上を経過しているため、腐食や磨耗による老

朽化が進行しています。今後、老朽化した施

設については国の補助を活用し、計画的に改

築更新を図り、事業に支障を来さないように

対応してまいります。 

 次に、３点目の浄化センターの増設につい

てでございますが、今後の人口動態等を勘案

し、処理設備の耐震化や改築更新及び長寿命

化等も含め見直しを検討したいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長【北川進君】 ８番、能村憲治議員。 

○８番【能村憲治君】 浄化センターのほう

をまたよろしくお願いをいたします。 

 次に、地下水の利用についてお伺いをいた

します。 

 ことし７月より、石川県から給水している

水道水の料金単価が１立方メートル当たり20

円の値下げとなりました。当町は県水の給水

割合が82.4％と高いので、値下げ幅は県内一

と言われております。今回値下げされた分の

２割を水道管や施設の改修に充てることにな

り、１件当たり平均368円の値下げとなってお

ります。 

 さて、町は以前から自己水確保に向けて進

んでおりましたが、さきに述べましたように

安くて、しかもおいしい県水の利用によって、

地下水を飲料水にかえる必要がなくなったと

考えられます。 

 そこで、次の２点についてお伺いをいたし

ます。 

 まず１点目は、地下400メートルの深井戸２

カ所を初め水道水用の井戸として掘った十数

本の井戸がございます。平成19年に掘った向

陽台の50メートル井戸も水質悪化のため休止

となり、これまでに掘った井戸すべて使用さ

れていないのが現状でございます。中には１

本三、四千万円もかかっているものもござい

ます。町はこのような状態になったことにつ

いてどのように考えているのでしょうか。 

 ２点目に、これら多額の費用をかけて掘っ

た井戸を今後どのように活用しようとしてい

るかについてお伺いいたします。 

 また、消雪用に使用を考えているのかどう

かもあわせてお伺いをいたします。 

○議長【北川進君】 橋本稔都市整備部長。 

   〔都市整備部長 橋本稔君 登壇〕 

○都市整備部長【橋本稔君】 地下水の利用

についてお答えいたします。 

 まず１点目でありますが、議員のご質問の

中にもありましたように、内灘町では水道事

業創設時より地下水を取水、ろ過を行い、水

道水を供給してきました。昭和57年７月より

県水受水に伴い経年劣化あるいは水質の悪い

井戸を順次廃止、休止を行ってきました。 

 しかし、自己水取水量の減少により、責任

水量を超えての県水受水量がそのころから

年々増大しており、水道事業の健全化を図る

ため、自己水が必要不可欠と考え、新たな水

 －15－



源として平成11年に深度400メートルの井戸

を鶴ケ丘及び向陽台浄水場に新設いたしまし

た。そして、運用してきましたが、水質が悪

く、既存のろ過設備での浄水処理では十分な

処理ができず、水道水中の残留塩素の減少や

赤水といった水質障害が発生し、当該400メー

トル井戸の地下水取水を停止もしくは支給水

量を絞ったりして現在に至っております。 

 また、向陽台につきましても今年度より取

水を停止いたしております。 

 また、これらにつきましては、現在、自己

水源のあり方、災害時における水道水の確保

と並行して、水道事業の先ほど質問にもあり

ました広域化についても含めて検討をいたし

ているところであります。 

 既存井戸をどのようにするかを含め自己水

源のあり方などを取りまとめた案をお示しし、

方向を決めていきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 次、２点目の井戸水の利活用についてであ

りますが、井戸などの施設の中には企業債の

借り入れにより取得した財産があり、この資

産を水道事業以外の用途に使用または処分す

る場合には財務局との協議が必要となります。

その場合、繰上償還が発生する場合もござい

ます。このようなことから、休止井戸の多目

的使用に当たっては、移譲の取り扱いや企業

債償還の財源の確保等の問題がありますので、

当面は現在の形の水道事業の財産として管理

していきたいと考えております。 

 また、企業債や補助金を充てずに整備した

井戸で多目的に使用が可能な井戸もございま

す。 

 いずれにいたしましても、今後の利用に当

たりましては十分に協議検討していきたいと

考えております。 

 また、消雪装置への転用でございますが、

現在、消雪装置設置につきましては多くの地

区からの地区内の主要道路について整備要望

がありますが、冬期積雪時において通勤通学

等生活に支障を来さないよう道路交通を確保

するため、幹線道路への設置を優先し、地区

内道路については機械除雪での対応といたし

ておりますのでよろしくお願いいたします。 

○議長【北川進君】 ８番、能村憲治議員。 

○８番【能村憲治君】 今ほどの答弁でござ

いますが、国の債権を使っていると。要する

に国から借金をしておるというようなことで

ある以上、目的以外の使用はできないと、こ

ういうふうに受けとめたわけでございますが、

現在、実際に水道水として使用していない。

そうなってからかなり時間がたっている。 

 先ほど答弁の中にも、国との話し合いをし

たいというようなことでございました。使っ

ていないのに借金を返済していると。普通、

借りたお金は返さなならんというのは常道で

ございますが、もう借りて10年たって、実際

にその井戸を飲料水用として使えない。こう

いう現実を早急にやっぱり国のほうと相談を

して対処し善処していただくような方法をと

っていただくことが執行部の責任でなかろう

かとこのように思うわけでございます。 

 いずれにしても、全く使っていない井戸水

に対しての借金返済ということは、内灘町の

負の資産にならないように、ひとつそのあた

りを考えて国との交渉に早急に当たってほし

いなと思いますが、この点についていかがで

しょうか。 

○議長【北川進君】 橋本稔都市整備部長。 

   〔都市整備部長 橋本稔君 登壇〕 

○都市整備部長【橋本稔君】 今ほどの既存

の井戸について再度お答えいたします。 

 今言われましように、先ほど答弁にありま

したように既存井戸をどのようにするかを含

めて、今現在、自己水源のあり方等を検討い

たしております。その検討結果によりまして、

その既存井戸の方向性も決めて、その方向性

に伴って国、県、町当局と協議をして、その

井戸の扱いを決めていきたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 
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○議長【北川進君】 ８番、能村憲治議員。 

○８番【能村憲治君】 先ほどの答弁に再質

問させていただきます。 

 以前、私はアカシア地区の融雪について質

問したことがございます。３メーター50から

４メートルという狭い道路が多い。しかも高

齢者も多く、除雪が大変苦痛であると。その

ため消雪を考えてはどうかという提案をさせ

ていただきました。そのときの答弁には、幹

線道路を優先するから団地内の道路は機械除

雪で対応したいということでございました。

今ほどの答弁にも機械除雪をしていきたいと

いう答弁でございます。 

 しかし、ことしの除雪計画も出ておるわけ

でございますが、その除雪計画の機械自身が

五、六年前とほとんど変わっていない。さら

にはもっと古い機械がたくさんおる。という

のは、これは型式番号を見れば大体わかるこ

とでございます。 

 このような状態でこの機械除雪ということ

を将来考えていくということになれば、なか

なか機械が集まらないということも考えられ

る。なぜならば、私は複数の業者にお聞きし

ているところによると、今の経済情勢でなか

なか建設機械の増設や新設は、ましてや更新

は不可能であると。逆に持ちこたえれんから

処分をしたいというような声も多く聞いてお

るわけでございます。 

 こんなことをかんがみていくと、機械除雪

ばかりに頼っていたんじゃ、そのうち委託す

る業者に機械自身が少なくなってくるという

ことが早晩予想されるわけでございます。し

たがって、幸か不幸か内灘町には水道水用に

掘った井戸を使っていない井戸水がございま

す。この井戸水をでき得る限り消雪用に回す

というようなことも考えていただきたい。 

 これだけ高齢化が進んでおります。アカシ

ア団地なんかはもう32％を超えておるという

ようなことを伺っております。アカシア団地

を初めとして鶴ケ丘その他の団地も相当に高

齢化が進んでくるわけでございます。除雪す

るのが大変苦痛であると、こういうことを申

し上げて、このあたり再度答弁をお願いした

いなとこういうふうに思います。 

○議長【北川進君】 橋本稔都市整備部長。 

   〔都市整備部長 橋本稔君 登壇〕 

○都市整備部長【橋本稔君】 今ほどの議員

ご提案の休止井戸を消雪井戸に活用すること

につきましては、消雪水の確保手段といたし

まして非常に有効な手段と考えますが、現在、

地区内の消雪装置の設置につきましては、議

員述べられましたとおり機械の確保、高齢者

世帯の増加等社会情勢の変化初め検討すべき

事項がたくさんございます。これらの検討事

項や行財政改革をにらんだ上での除雪のあり

方などを含め、これからの検討課題として取

り組んでまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長【北川進君】 ８番、能村憲治議員。 

○８番【能村憲治君】 以上で私の質問を終

わらせていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長【北川進君】 ４番、藤井良信議員。 

   〔４番 藤井良信君 登壇〕 

○４番【藤井良信君】 本日、早朝からの傍

聴の皆様方、まことにご苦労さまでございま

す。 

 議席４番、公明党、藤井良信。 

 平成22年第４回内灘町議会定例会におきま

して、通告に従い町政一般質問を行います。 

 私のほうからは、一問一答方式の質問とし

ます。 

 質問に入る前に、このたび町の全国初の取

り組みとして金沢医科大学と連携して開始さ

れました内灘町ライフ・ケア・オン・デマン

ド事業、自分の健康は自分で管理するとのこ

とからのＰＨＲシステムによる内灘方式でご

ざいます。 

 先月、東京都品川区議会の会派視察団がこ

の事業の勉強のために来町され、町の先進的
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な取り組みに大変興味を示され、今12月の品

川区議会の一般質問では、内灘町ライフ・ケ

ア・オン・デマンドうちLicoを取り上げ紹介

すると言われておりました。 

 一方でこの事業、聞きなれない片仮名文字

のタイトルからか、町民の利用のための熟知

はまだまだこれからのようでございます。聞

くところによりますと、全国どこからでも利

用可能なシステムであり、また全国のどこの

自治体でもこの内灘方式の活用が可能である

とのことです。 

 今、県内の公明党議員団へもこのシステム

の熟知を図っているところですが、全国へ向

けてもこの内灘方式の活用、周知を図ってま

いりたいと思っているところでございます。 

 それでは最初に、私のほうからは小中一貫

教育の取り組みの推進について質問をしたい

と思います。 

 まず、学校教育における児童生徒の現状と

課題からお伺いしますが、既にご承知のよう

に2007年、世界35カ国で行われた国際数学・

理科教育動向調査では、日本の中学生の学習

意欲の低下が強く示されておりました。殊に

中学２年生での「理科の勉強が楽しいか」と

の問いでは、「強くそう思う」と答えた日本

の生徒は18％、一方、35カ国での同じ質問、

同じ回答をした生徒の平均は46％と、ここで

大きな格差が示されております。 

 同様に、日本の中学２年生での宿題をする

時間は一日平均約１時間で、35カ国中35位、

またテレビを見る時間は一日約2.7時間で35

カ国中１位、加えて読解力は15位にランクさ

れております。 

 ちなみに、昨日の新聞報道でもございまし

た2009年ＯＥＣＤの65カ国の調査からは、日

本の高校１年生は読解力では前回の15位から

８位にランクされたとのことでございます。

調査方法に公平性を欠くとの意見もございま

したが、それはそれとして、ここは真摯に受

けとめ、そしてこれらの調査結果からは中学

校での学習は小学校段階からの意識的な準備

が必要であると考えられます。 

 特に、早い段階からの知的刺激など学習意

欲の向上策においては小中学校が連携しての

取り組みがほとんど行われていないと指摘し

ています。そしてまた、児童生徒の立場にな

っての共通認識がされていないとのことから、

町教育委員会ではこの点についてはどのよう

にお感じでしょうか、まずお答えください。 

○議長【北川進君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 今ほどの藤井議員

の質問にお答えしたいと思っております。 

 私のほうからは小中一貫教育の全般のこと

でお話をさせていただきたいと思います。 

 町立の小中学校を設置いたしまして、義務

教育９年間の教育において町民の負託にこた

える責任者として、私は小中学校間の一貫性

を図ることなくして真の学力向上はない。ま

た、子供たちの人間力やあるいは社会力が磨

かれることはないと考えているわけでござい

ます。 

 こうした観点から、町内の小中学校におき

ましては、数年前から小中連携の取り組みを

行っているところでございます。これは、藤

井議員のおっしゃる理念と同じものであると

思うわけでございますが、小学校から中学校

への壁を取り払うためにはいろんな手だてが

あると思っております。それは、例えば15歳

までの育ちを連続して支援していこうという

ことであります。 

 また、幼児から児童へ、さらには幼稚園、

保育所から小学校に入学するときにも相当の

壁があるとも言われております。スムーズな

義務教育の入り口であります小学校への就学

を支援するために、平成21年度から幼保小の

連携にも積極的に取り組んでいるところでご

ざいます。 

 このように、未就学から就学時期、さらに

は小学校から中学校という節目の時期の円滑
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なる移行は大変重要なことだと認識をしてい

るわけでございます。 

 〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 藤井議員の小中一

貫の教育に関する一連の質問の２点目につい

てお答えいたします。 

 私からは以上でございます。 

○議長【北川進君】 ４番、藤井良信議員。 

○４番【藤井良信君】 ただいま町長から小

中一貫の重要性についてお話、答弁をいただ

きました。 

 小学校の子供たち、つまり小学生から中学

生になった途端に不登校になる、あるいはい

じめが増加する。こういった現象を一般に「中

１ギャップ」とそのように呼んでおりますけ

れども、それらの原因の多くは小学校までの

学級担任制から中学校の教科担任制への変化

などから来る学校文化の違い、またそれらに

よる学習や生活リズムの変化等から来るもの

だと考えられております。 

 引き続きまして、次に同じく学校教育にお

ける社会人としての基礎づくり等の観点から

お伺いいたします。 

 平成19年度の文科省の調査では、高中小に

おける校内の暴力発生件数は約５万3,000件。

これは、高中小すべての学校種での調査開始

以来、過去最高件数となっております。そし

て、学年別の問題行動の現状では、その比率

としては小学校６年生では高中小全体の約

3.8％ですが、中学１年生では18.3％、同じく

中学２年生では24％、中学３年生では25％と

なっており、中学１年生からの生活指導上の

問題が急激にふえております。 

 また、小学校までに築いた人間関係が失わ

れる。あるいは規模の小さな小学校でリーダ

ー的な立場にあった子供が先輩、後輩の上下

関係の中で自分の居場所をなくする。さらに

また、学習内容のレベルが上がる。そういっ

たもろもろの原因が考えられるわけでござい

ます。 

 また、学年別のいじめ発生状況を見まして

も、小学校６年生では全国で年間1,800件です

が、中学１年生になりますと約6,000件と増加

し、加えて不登校の生徒数におきましても、

小学校６年生では年間約8,000件ですが、中学

１年生になると約２万5,000件以上との急激

な増加が報告されています。 

 ともあれ、中学生の時期というのは思春期

の入り口で、精神的に非常に不安定な時期で

あると言われておりますし、また高校進学な

どの進路の問題も抱えております。こうした

精神的な不安定感と学習環境の変化が相まっ

てさまざまな問題を誘発していると、そのよ

うに考えております。 

 これらの調査結果からは、小学校から中学

校への急激な環境変化に対応できずに不登校

になるとも考えられますが、学校での基本的

な生活ルールに関する繰り返しの指導欠如や

モラルに対する系統的な指導の希薄さが要因

であると指摘されます。 

 本町の学校現場では、そうした課題を解決

するために小中学校で各種の手だてを講じて

いるところでございます。 

 以上です。 

○議長【北川進君】 ４番、藤井良信議員。 

○４番【藤井良信君】 教育長から詳しく答

弁をいただきました。  小学校から中学校への橋渡しができていな

い。中学校へ行ってからのことを意識してい

ない小学校での生徒指導のあり方がここでも

心配されるところでございますが、この点か

らは町はどのようにお感じでしょうか、お答

えください。 

 こういった小中学校の連携がとれていない

ことから引き起こされる弊害については、新

潟県教育委員会ではこのことを、今ほど教育

長からもお話がございました「中１ギャップ」

と名づけ、全国の小中学校でもこの中１ギャ

ップに向けた対応のための教育制度改革が始○議長【北川進君】 西尾雄次教育長。 
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められております。 

 これまでは楽しい学校生活に終始する小学

校、受検勉強優先の中学校とも言われており

ましたが、小学校、中学校の文化の違いとし

て放置されてきた指導観、発達観の相違がこ

こでは指摘されるところです。 

 加えて、児童生徒の連続性が意識されてい

ない現行制度の要因として考えられることは、

小中学校ともに自己完結型の教育活動であり、

お互いが児童生徒の学力の定着に責任を持た

ない、端的には責任転嫁できる構造にありま

すが、このような現行制度について町はどの

ようにお考えでしょうか、お答えください。 

○議長【北川進君】 西尾雄次教育長。 

 〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 その中１ギャップ

が起こる因果関係について、他自治体の学校

現場の状況は詳しくは存じ上げませんけれど

も、今ほど質問にありましたように、責任転

嫁とかそういったことなんですけれども、本

町の小中学校の教師に関しては、児童生徒の

学力定着に責任を持たないとか、あるいは学

力や制度指導で責任転嫁すると、そういった

ことは全くございません。むしろ、小学校の

教師らは大きな規模の中学校に進学するわけ

ですから、その子供たちには自律的にしっか

りと中学校生活を送ることができる、そうい

った児童の育成に心血を注いでおりますし、

また中学校の教師たちも、新しい学習環境や

生活環境の中でも小学校から進んできた生徒

たちが小学生から一段階成長した、中学生と

しての自覚を持って中学生活を送れるよう、

そういうことに日夜心を砕いております。 

 中１ギャップを解消するには、議員ご指摘

のような各種の障壁を改善することがもちろ

ん当然大切なことでありますけれども、同時

にまた子供たちにもそれを乗り越える力をは

ぐくむということもまた肝要であろうと考え

ております。 

 ともあれ、小学校６年間、中学校３年間の

いわゆる６・３制は現に学校教育法に定めら

れたものでありまして、またその制度的なメ

リットもデメリットもあわせ持っていると、

そのように考えております。 

 以上です。 

○議長【北川進君】 ４番、藤井良信議員。 

○４番【藤井良信君】 教育長からのご答弁、

少し安心もしたところでございますが、基本

的な要因ということを聞いたわけでございま

す。 

 ここで義務教育の９年間のとらえ方として、

９年間を通して児童生徒に社会で生きていく

ための最低限の力を身につけさせなければな

らないとのことから、現行の６・３制度を自

明の理としてきたことによる学校教育の硬直

化を懸念するということでございます。 

 児童生徒や地域の実態に応じて９年間を多

様なまとまりで構成できることが必要である

と考えられます。学習のまとまりの区切りに

絶対という実証結果はございません。必ずし

も６・３制でなければならないということで

はなく、実態に応じた教育活動を展開するこ

とが重要であると思います。 

 そこで、この点からの町の基本的な考え方

をお聞きしたいと思います。どうでしょうか、

お答えください。 

○議長【北川進君】 西尾雄次教育長。 

 〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 現行の義務教育６・

３制ですけれども、これは昭和22年の制度創

設から既に六十数年を経ておりまして、制度

発足当時と現在とでは子供とか、あるいは社

会状況、そういったものが大きく変化をいた

しております。 

 こうした時代状況に合致した義務教育制度

をつくり出すためには、小中一貫教育も含め

て国民的な議論で日本の教育を抜本的に考え

る時期に来ているように私は思います。 

 例えば、東京都練馬区であるとか、品川区

あるいは三鷹市、全国もっとたくさんありま
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すけれども、そういった自治体のように義務

教育９年間を小中一貫教育としてとらえて全

市、全区で展開したり、あるいはこれから展

開する方針というものを打ち出している自治

体もございます。 

 しかし、これらに関しましては、教育学者

などの教育関係者の中に根強い慎重論もござ

います。そのメリット、デメリット、そうい

ったものがさまざまに論じられているところ

でございます。 

 本町におきましては、地域の実情に応じた

教育制度を取り入れるという、その基本的な

考え方、常に子供たちの立場に立った先進的

な町でありたいという、そんな考え方をしっ

かりと持ってこれからも教育行政を展開せね

ばならないと考えております。 

 ただ、現段階の現行の６・３制のもとで中

高一貫教育のメリットを最大限に生かせるよ

うな、そういった小中連携を……。小中一貫

教育です。失礼しました。小中一貫と言うべ

きところを中高一貫と言い間違えました。 

 ただ、現段階では現行の６・３制のもとで

小中一貫教育のメリットを最大限に生かせる

ような、そういった小中連携の強化をこれか

らも模索して展開していきたいと、そのよう

に考えております。 

 以上です。 

○議長【北川進君】 ４番、藤井良信議員。 

○４番【藤井良信君】 教育長からは実情に

応じた町の取り組みということでございます。

最大限に努力をしたいということでございま

した。 

 引き続きまして、小中一貫教育の必要性と

利点ということでございますが、今、ここで

申し上げるまでもなく、教育委員会や町の学

校教育でも今ほど教育長のほうからもお話が

ございましたように、議論や検討も重ねられ

ていることと思いますので、ここで私のほう

からは今ほどからの子供たちの発達の継続性

ということや、学力の定着、児童生徒の視点

での小中一貫教育の推進について、現在、町

で行われている具体的な取り組みや今後の改

善点、計画方針などありましたらここでご紹

介ください。 

○議長【北川進君】 西尾雄次教育長。 

 〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 先ほどからの答弁

のとおり、本町では小中一貫教育の取り組み

は行われてはおりませんが、小中の連携によ

って中１ギャップの解消のための各種の取り

組みを行っているところでございます。 

 その中で、大きな成果を上げているものの

一つとして、ピアカウンセリングという取り

組みがございます。このピアカウンセリング

というのは、本町の全小学校の６年生から総

数376件の中学校進学に当たっての心配とか

悩みを書いたカードが中学校に届けられます。

それに対して、中学校の生徒議会と保健委員

会のメンバー88人が、そのカード１枚１枚に

回答を書いて、そして各小学校に返すという

ものでございます。 

 これは自分も同じ悩みを持って中学に進ん

だ生徒が、自分たちの経験を踏まえて回答す

るものであることから、小学生の中学進学に

当たっての不安解消に極めて大きな力を発揮

をしているものでございます。 

 このほかに、小学生の中学校訪問による部

活動見学、あるいは文化祭見学、体育祭見学、

そういったものも行われておりますし、学習

面では小学校段階から英語活動がございます。

また、生徒指導面では小中学校の生徒指導教

諭による情報交換が精力的に行われておりま

す。 

 なお、今後の課題ということに関しまして

は、算数、国語、理科、社会、そういった教

科別の学力の向上、基礎学力の定着、そうい

ったものについて小中学校間で教師が直接に

話し合える場を、そういったものを構築でき

ないか検討してまいりたいと、そのように考

えております。 
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 以上です。 

○議長【北川進君】 ４番、藤井良信議員。 

○４番【藤井良信君】 学力保障というから、

先生方の交流の話し合いということは大変結

構だと思います。 

 それでは、小中学校の一貫したカリキュラ

ムという、カリキュラムに基づいての指導推

進というようなことまではまだ考えておられ

ないでしょうか。お答えください。 

○議長【北川進君】 西尾雄次教育長。 

 〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 特区というような

制度を持って、学校教育法施行規則に定める

学習指導要領の特例が認められるわけなんで

すけれども、そこまで踏み込んでということ

になりますと、先ほど申し上げましたように、

いろんな教育学者たちがそのメリットもある

ことは確かだけれども、デメリットも非常に

大きいんだという、そういった部分に踏み込

むことになりますので、そこのところはもう

少し慎重に推移を見守り、また研究もしなけ

ればならないと、そのように考えております。 

○議長【北川進君】 ４番、藤井良信議員。 

○４番【藤井良信君】 小中の交流というお

話がございました。中学校の教員が小学校ま

で出向いていって出前授業というようなこと

もちょっとやっているケースもあるらしいん

ですが、こういったことはまだまだ先という

ことで思っていていいんでしょうかね。ちょ

っと一言感想をお願いします。 

○議長【北川進君】 西尾雄次教育長。 

 〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 中学の先生が小学

校へ出向いての授業ということは、全国的に

幾つかの事例があるんですけれども、例えば

小学校５年生くらいまでだと、例えば理科と

か専門性を持った中学の先生が行って、非常

に好奇心を引き起こすような、そういった授

業を展開するという取り組みもなされている

ところもございます。そういったことも含め

て出前授業的なことで専門性を生かした、小

学校段階での子供たちの知的刺激を図るよう

な、そういったことも小中連携の中で、先ほ

ど言いましたように小中の教科ごとの話し合

いといいますか、課題の問題でそういった組

織といいますか、仕組みをつくり上げて、カ

リキュラムの変更というものまでではなく、

何らかの形でそういったこともできないか。

そういうことも含めて検討してまいりたいと、

そんなふうに考えています。 

 以上です。 

○議長【北川進君】 ４番、藤井良信議員。 

○４番【藤井良信君】 ありがとうございま

した。 

 先日、「希望の春」と書かれた習字と上村

明子さんの写真が報道されておりました。桐

生市の小学校６年生の痛ましい自死でござい

ます。最後のすがるすべである唯一の女性担

任にさえ「１人で頑張ってね」と言われ、９

月28日から１人で給食をとっていたとのこと

です。そして、希望あふれる将来の夢と命を

みずから断ち切ってしまったわけでございま

す。 

 教育基本法第２条方針では、「個人の価値

を尊び、自他の敬愛と協力を重んずる」との

ことなどがうたわれておりますが、何かしら

寂しく感じるところでございます。 

 町では、このような学級崩壊など起こさな

いよう十分過ぎるくらいの対策が尽くされま

すことをここではお願いをしたいと思います。 

 次に、Ｗｅｂ図書館の導入、推進について

お伺いします。 

 近年、国民の活字離れが指摘される中、電

子図書の普及が注目されています。そういっ

た中、東京都千代田区の区立図書館では、い

ち早く電子図書の存在に着目し、平成19年11

月よりインターネットを使って電子図書を貸

し出すＷｅｂ図書館をスタートさせています。

自宅にいながら図書の借り入れができ、利便

性も高く、図書の盗難、破損、それから未返
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却の損害もゼロに抑えられるとのことです。 

 しかし、その電子機能や利用登録の仕方、

仕組みについてはいま一つ理解がされていな

いようです。 

 町ではどのようなものであるとお考えでし

ょうか。ここでご説明ください。 

○議長【北川進君】 中村由利子生涯学習課

長。 

   〔生涯学習課長 中村由利子君 登壇〕 

○生涯学習課長【中村由利子君】 藤井議員

ご質問のＷｅｂ図書館の導入推進についてに

お答えさせていただきます。 

 まず、第１点目のＷｅｂ図書館の機能、利

用の仕組みとはどのようなものであるかとい

うご質問でございます。 

 議員おっしゃいました千代田図書館におい

て平成19年度より全国で公立図書館では唯一

開催されているものでございます。その仕組

みは、インターネット経由で書籍データを自

宅などのパソコンにダウンロードをして読め

るというものでございます。 

 千代田図書館での運用につきましては、千

代田区内に在住、在勤、在学の方で図書館利

用登録済みの方が自宅のパソコンから24時間

365日いつでも好きなときに時間に利用がで

きるということになっております。 

 パソコン上で貸し出しリストから借りたい

タイトルを選びまして貸し出しボタンを押し、

ダウンロードをする。その後、読み終わった

図書は返却ボタンを押して返却が完了される

というシステムになっていると伺っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 ４番、藤井良信議員。 

○４番【藤井良信君】 このＷｅｂ図書館で

の導入時の初期設定費用とかシステム関連費

用、コンテンツ料などどのくらいの費用がか

かると計算されますか。わかるようでしたら

お願いします。 

○議長【北川進君】 中村由利子生涯学習課

長。 

   〔生涯学習課長 中村由利子君 登壇〕 

○生涯学習課長【中村由利子君】 ２点目の

ご質問、費用についてでございますけれども、

これも千代田図書館での例でございますが、

初年度のシステム導入と図書購入費用につい

ては1,000万円、その後、翌年度より250万円

が図書購入費用、いわゆるコンテンツ料とな

っております。コンテンツ料につきましては、

１冊当たり約二、三千円、そしてコンテンツ

の選定はシステムの購入会社から送られてく

る著作権処理済みの所蔵リストから選定され

ておりまして、千代田Ｗｅｂ図書館での現在

のコンテンツ数は約4,600タイトルとなって

おります。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 ４番、藤井良信議員。 

○４番【藤井良信君】 本年は国民読書年で

す。朝の10分間読書運動やブックスタート事

業、図書館遠足など読書に対する国民意識を

高めるために政官民一体となって学校図書館

を初めさまざまな場所で取り組みの推進が行

われておりますが、このＷｅｂ図書館の導入

については町ではどのように考えております

か。 

○議長【北川進君】 中村由利子生涯学習課

長。 

   〔生涯学習課長 中村由利子君 登壇〕 

○生涯学習課長【中村由利子君】 最後の町

のＷｅｂ図書館についての考えでございます

が、図書館にとりましては書籍の保管スペー

スの縮小、また図書の破損、不明もなくなる

というメリットが挙げられます。また、利用

者にとりましては自宅にいながらいつでも本

の貸し出し、返却ができる。またそのほか、

視覚障害者の方や高齢者に配慮された音声に

よる読み上げ機能もあるというふうなことも

伺っております。そういうことから、外出が

困難な方々にとっては利点は大きいと考えら

れております。 
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 千代田図書館、千代田Ｗｅｂ図書館の現在

の利用状況でございますけれども、月五、六

百件となっておりまして、これは決して多い

とは言えない数字でございます。これの原因

といたしましてこちらで考えましたことは、

著作権をクリアいたしましたコンテンツその

ものがまだまだわずかである。そして、その

ため魅力のあるものが少ないからではないか

とも考えられております。 

 このようなことを考え合わせますと、時代

の趨勢
すうせい

といたしましては電子図書の普及はま

すます進むと存じますけれども、図書館への

導入につきましては、電子図書の環境整備状

況、またその他の公立図書館の動向も参考に

しまして、今後の調査研究課題とさせていた

だきたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長【北川進君】 ４番、藤井良信議員。 

○４番【藤井良信君】 きのうの新聞にもそ

のような大きな記事が出ておりました。 

 このデジタルネットワーク社会における出

版物の利活用の推進ということにおきまして

は、文科省、総務省、経済産業省で合同でこ

としの３月から研究のための懇談会を開いて

おるようでございます。今後、速やかに一定

の取りまとめを行う予定というふうに聞いて

おります。今月中でも３回の会合を持ってい

るということでございますので、またそうい

った動向を見ながらも町のほうでも検討をよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 次に、里山里海と自然体験学習についてお

伺いします。 

 県では、これまで人が適度に手を入れるこ

とで豊かな自然と多様な生物の生息空間を生

み出すことの里山里海を保全し活用するため

のさまざまな取り組みを行っております。し

かし、この取り組みのさらに重要なこととし

て、里山と里海をつなぐところの川や河北潟

の自然環境保全の取り組みなくして新たな始

まりとはならないわけであります。 

 また、トキ復活の期待には、自然体系の保

全としてえさとなる多くの生き物が住む適地

などが必要となってまいります。 

 町ではこれまで、学校教育におきましては

河北潟水質浄化のための取り組みやビオトー

プ計画、生態系維持、野鳥飛来回復などの研

究学習が行われておりますが、先月行われま

した町の文化祭でも子供たちの自由な発想か

らの手づくり新聞など、教育の大きな成果に

は感じ入っているところでございます。 

 また、このたびの新学習指導要領では、子

供たちの生きる力をはぐくむことの理念にお

いてはそのまま引き継がれており、社会全体

の教育力の再生を目指すとのことからは、学

校での基礎、基本を確実に身につけ、いかに

社会が変化しようとみずからで課題を見つけ、

主体的に判断し行動できることの力をはぐく

むことが大事であると言われております。 

 先日もコンフォモール前にて、子供たち大

勢により、大声を張り上げて元気よくユニセ

フの募金活動が行われておりました。 

 そして、時代とともに最新のＩＣＴ機器を

使っての最先端の事業形態におけるフューチ

ャースクール事業での町の取り組み、実績は

今ここで高く評価するところですが、それと

並行して最も大切なこととして、人間味豊か

な自然との直接の触れ合いを通しての自然体

験学習があります。 

 ここで、この自然体験学習の実践におきま

しては、町ではどのような取り組みを行って

いるでしょうか。具体的にご紹介ください。 

 また、これからも合宿などが経験できる自

然体験学習のさらなる充実の推進は大切であ

ると思います。取り組みに向けての意欲など

お聞きしたいところですが、新年度ではどの

ようなお考えでしょうか。お答えください。 

○議長【北川進君】 長丸一平教育次長。 

   〔教育次長 長丸一平君 登壇〕 

○教育次長【長丸一平君】 自然と直接触れ

合うこの体験学習につきましては、藤井議員
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おっしゃるとおり、多感な小中学生にとって

大変重要で、欠くことのできない学習の一つ

であると町教育委員会としてもとらえており

ます。 

 町教育委員会では、平成７年度から自然に

親しみ集団宿泊体験を通じて積極的、主体的

に行動する能力の育成を目的として、すべて

の小中学校にその費用を補助しております。 

 学校での具体的な取り組みといたしまして

は、小学校では５年生が１泊、６年生が２泊

の自然体験学習を実施しております。学校、

家離れ、自然豊かな海、山へ出かけ、同学年

の仲間とたっぷり自然と触れ合い、有意義な

時間を過ごしております。宿泊地としまして

は、能登少年自然の家、白山ろく少年自然の

家、小松市立少年自然の家などでございます。

これらの施設では、豊かな自然と触れ合うこ

とができる多様なプロジェクトが用意されて

おります。専門のインストラクターの指導を

受けることもできます。 

 中学校では、宿泊を伴う自然体験学習は行

っておりませんが、１年生の遠足でこなん水

辺公園、森林公園へ行き、自然体験学習を行

っております。 

 町といたしましても、次年度以降も引き続

きこの自然体験活動に支援を行ってまいりた

いと考えております。 

○議長【北川進君】 ４番、藤井良信議員。 

○４番【藤井良信君】 ありがとうございま

す。 

 次に、ことしの10月11日から29日まで世界

193カ国が参加して開催されましたＣＯＰ10、

国際生物多様性会議のクロージングイベント

が地元金沢で今月の18日から２日間の予定で

行われます。危機に立たされている生物多様

性を未来に向けて守ること、そして生物多様

性という貴重な資源を貴重な資源に配慮する

ことなどが話し合われているとのことです。 

 人間だけでなく、あらゆる生物がつながり

合い支え合うことを意味していると言われる

この生物多様性とは何か。また、これを失っ

てしまうとどうなるのかなど、一人一人が生

物多様性の一員としてあらゆる命とつながり、

支え合うことの大切さを話し合う場として、

この生物多様性を学校教育における小中学校

の共通課題としてカリキュラムの中へきちっ

と導入し、指導が行われますことをここでは

強く望むところでございます。 

 国際生物多様性が単に知識として終わって

しまうことのないよう、学校や子供たちの間

で話し合われることがそのまま実践であり、

子供たちの知恵の発露であると感じるところ

ですが、この点からは新年度へ向けてどのよ

うにお考えでしょうか。お伺いします。 

○議長【北川進君】 長丸一平教育次長。 

   〔教育次長 長丸一平君 登壇〕 

○教育次長【長丸一平君】 2010年は国連が

定めた国際生物多様性年であり、その国際会

議が日本で開催されたことは大変意義深いも

のであります。 

 私たち大人にとりましても、現在の生態系

がバランスを保ちながら未来へ伝えていくよ

う努力しなければなりませんし、またそのこ

とをしっかりと子供たちに伝えていかなけれ

ばならないと考えております。 

 幸いにも本町の６つの小中学校では、去る

11月28日に町長からエコスクールの認証を受

けており、これを受けて早ければ今年度末に

はユネスコスクールの加盟手続をとり、来年

度からはユネスコスクールに加盟できるもの

と考えております。 

 藤井議員ご指摘の生物多様性の教育につき

ましては、このユネスコスクールの取り組み

の中で展開される環境教育の一つを担うもの

であると考えております。 

 例えば、先日町民環境フォーラムで披露の

あった大根布小学校５年生の河北潟プロジェ

クトのごときの取り組みは、立派な生物多様

性学習と言えるものであります。 

 今後は、大根布小学校のこうした先駆的な
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取り組みを全町の小中学校でどのように展開

できるか、学校現場と話し合いながら積極的

に進めてまいりたいと考えております。 

○議長【北川進君】 ４番、藤井良信議員。 

○４番【藤井良信君】 ありがとうございま

す。 

 最後に一言申し述べさせていただきます。

答弁は結構でございます。 

 前回の９月議会でも私のほうからは教育に

関する質問をいたしました。前回の質問答弁

では、教育長からは教師の権威は必要ですけ

れども、権威主義は必要がないものだとのお

答えでございました。私は、学術の世界にお

ける権威においては別のところで論議される

こととして、もとより教師の権威というもの

は必要のないものであると思うところでござ

います。むしろそのようなものは最初からあ

ってはならないものと思うわけでございます。 

 もし義務教育の世界に権威があるとすれば、

児童生徒の視点からはどうなのかという愛情

目線といいますか、思いやりの心の深さこそ

教育の権威であると思います。そして、児童

生徒の心に自然と生まれはぐくまれる信頼と

尊敬の心は大切にされなければなりません。

そういったことから、教師の資格を取って教

師になったからといって、そこで権威が獲得

できたと教師が錯覚することのないよう、町

からは学校長など関係者へしっかりと指導す

ることを心よりお願いしまして、私の一般質

問を終わります。 

 ご清聴ありがとうございます。 

○議長【北川進君】 １番、生田勇人議員。 

   〔１番 生田勇人君 登壇〕 

○１番【生田勇人君】 議席番号１番、生田

勇人です。 

 平成22年第４回定例会におきまして一般質

問の機会を得ましたので、通告内容に従い、

今回は全問一括方式にて質問をしたいと思い

ます。 

 まず１問目は、フューチャースクール推進

事業の今後の取り扱いについて質問をします。 

 フューチャースクール推進事業は、学校現

場でＩＣＴ、いわゆる情報通信技術を使い、

生徒児童がお互いに学び合い、教え合う協働

教育を推進するため、ＩＣＴ危機を用いたネ

ットワーク環境を構築し、学校現場における

課題を抽出、分析するための実証研究として

2010年より３カ年計画として総務省主導でス

タートしたものであります。 

 本年６月18日に政府閣議決定された新成長

戦略に基づいての事業で、全国の公立小学校

２万1,500校の中から10校をモデル校として、

主な目玉としては全児童と教職員に対してタ

ブレットパソコンを配備し、またＩＣＴ支援

員を配備して調査研究するといったものであ

ります。 

 その全国の10校の中に大根布小学校が本年

８月６日に見事選定されました。これまでの

当町小中学校での昨年の国の補正予算を活用

した電子黒板の配備と、それを積極的に用い

た授業への取り組みが認められ、選定された

ものと大変誇らしく思っております。 

 既に現在、実証研究を行っている大根布小

学校では、児童が興味を持って熱心に授業に

取り組んでいると授業参観でその様子をごら

んになった保護者の間でも大変好評だと伺っ

ております。 

 原口元総務大臣が在任時発表しましたいわ

ゆる原口ビジョンでも、2020年までにこのフ

ューチャースクールの全国展開を完了する趣

旨が盛り込まれておりましたので、教育現場

の先生方もそういう時代の先駆けとして責任

と誇りを持って取り組んでいるものと推察い

たします。 

 しかしながら、この民主党政権下、閣議決

定までなされて事業化されたフューチャース

クール推進事業が、その民主党により行われ

ている行政刷新会議の事業仕分けにおいて、

11月15日、突然廃止と判定されました。閣議

決定から５カ月、大根布小学校が実証校に選
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定されてからわずか３カ月余りの廃止決定に

は憤りを感じずにはいられません。原口元総

務大臣の言葉をかりて言うなら、まさに怒り

が憎しみへといったところでしょうか。 

 国の最高機関で閣議決定までして進めてい

る事業を半年たたず事業仕分けで廃止判定す

る。民主党政府はまさに自分たちの決定した

こと、言ったことに責任を持たない。こんな

ことでは地方の自治体は何を信じて政策を立

てて取り組んでいけばよいのか、他事業に対

しても先行き不安になり、幾らよいものでも

積極的に取り組めないのじゃないか、こう推

察いたします。 

 ましてや、未来の日本を担う子供たちの教

育においては、特に長期的なビジョンで取り

組まなければならず、言葉に責任を持たない

ただの行き当たりばったりの政権には支持率

が１％になってもやめないと言っておいでる

方もいるようですが、そういう大切なことを

理解しておいでるのか、甚だ疑問に感じるわ

けであります。 

 現政権のこういったぶれはさておき、大根

布小学校では現在、フューチャースクール全

国展開に向けた調査研究を生徒児童、先生方

が一生懸命取り組んでおられます。事業仕分

けワーキンググループでは、廃止による現場

の影響が最小限になるよう努力はするべきと

か、この事業予算は総務省より文科省へ移管

すべきとのコメントは出ているものの、今回

申し述べましたとおり、何を信じていいかわ

からない状況ではございますので、現段階に

おいてこの事業に対しての町の方向性を持っ

て、教育現場への混乱をなくし、町の宝であ

る子供たちが安心して教育を受けることので

きる体制を構築していただきたい、こう思う

ものであります。 

 幸いＩＣＴ機器はそろっているわけであり

ますし、当初３カ年とされていたＩＣＴ支援

員の配置を来年度以降政府が文科省に事業移

行して予算づけを行わなかった場合において

も、町独自でＩＣＴ支援員の配置を継続し、

子供たちが楽しく理解し、協働教育を学んで

いけるような授業を続けていくべきであり、

教える側、教えられる側、見守る側の皆さん

が不安を抱くことのないよう、早期に方針を

打ち出すことが大切だと考えますが、町の見

解をお聞きいたしまして次の質問に移らさせ

ていただきます。 

 ２問目は、消防ポンプ車格納庫について質

問をします。 

 現在、宮坂地区にあります内灘町消防団第

４分団のポンプ車格納庫は、昭和60年に建築

され25年が経過しており、当町分団格納庫の

中では一番年数が経過しておる建物です。昭

和56年以降の建築物ですので、新耐震基準に

は適合してはいるものの、建物面積が非常に

狭く、台風など緊急を要します昼夜を問わな

い災害待機時におきましても分団員が狭い待

機室で肩身を寄せ合い待機している現状です。

敷地も狭く、格納庫がいっぱいいっぱいに建

っている状態なので、増築もままなりません。 

 そのような状態の中、分団では自分たちで

何とか改善することはできないかと常に苦心

している状況であります。 

 また、火災出動後、訓練終了後のホース巻

き作業などでは、敷地が狭いため、県道松任

宇ノ気線の道路わきを利用し作業をするよう

な状態で、通行車両も多く、夕方などは特に

危険を伴う作業となっており、私自身も分団

員として所属しておりますので、この作業に

は何度となくヒヤリとさせられております。 

 分団員の駐車場においても、この県道松任

宇ノ気線を挟んだ場所に位置しておりますが、

わずか８台分しかスペースがなく、火災時や

日常の点検作業時は町道宮坂１号線上に車を

寄せて駐車しております。近隣住民の方々に

は、地域の安全・安心を守る消防団を大変理

解していだたいており、決して迷惑だとは申

されませんが、この場所は県道松任宇ノ気線

との３差路付近で、分団員は常日ごろから大
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変申しわけなく思いながら駐車をさせていた

だいております。 

 第４分団は旧来、宮坂地区の防災を中心と

して担当してまいりましたが、現在は白帆台

地区も担当区域に抱え、人口の増加を見込み

まして平成７年度にそれまでの人員15名より

17名へ２名増員されました。今後も人口の増

加とともに分団員のさらなる増員といったこ

ともあるかもしれません。地域防災のかなめ

として火災時など災害時には常に危険と隣り

合わせでありますけれども、町民の生命、財

産を守るという崇高な意思を持って昼夜問わ

ず活動している消防団員の皆さんには、せめ

て安心・安全に作業を行うことができる場所

で、災害に備えた日々の活動に取り組んでい

ただきたい、こう思うものであります。 

 候補地選定など以前よりあります町会から

の要望内容も視野に入れながら、こういった

諸問題の改善のために地域防災の拠点である

ポンプ車格納庫を現在の場所から移転新築す

るよう取り組んでいく考えはないか、お聞き

いたします。 

 私の質問は以上の２点です。町長初め執行

部におかれましては、明解かつ前向きな答弁

をよろしくお願いいたします。 

○議長【北川進君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 生田議員の一般質

問から、私からはフューチャースクールの推

進事業についてお答えをしたいと思います。 

 教育は国家百年の計、または教育にぜいた

くはない、こんなふうに言われるわけでござ

いますが、まさに日本の将来は子供たちの教

育にかかっていると、こんなふうに言っても

過言ではないと思うわけでございます。 

 それゆえに、長期的な視野に立って子供た

ちに確かな学力を定着させ、豊かな人間性を

はぐくむ学校教育を行うことは、公教育に責

任を負う者として町長の厳粛な使命であると

自負をしているところでございます。 

 そうした中で、今般、本町の大根布小学校

が総務省のフューチャースクールとして、全

国２万1,500校の中からわずか10校の中に選

ばれたことは、日本における最先端のＩＣＴ

活用教育実証校となったわけであり、大きな

誇りと喜びを持っていたところでございまし

た。 

 しかるに、ご案内のとおり、今ほども議員

からお話がございました。行政刷新会議の事

業仕分けで突然廃止ということで判定をされ、

大きなショック、衝撃を受けているところで

ございます。先ほど申しましたように教育は

百年の計、そんなことを思って進めるべきで

あり、ましてやみずからの内閣が決定をし、

始めたことをわずか３カ月後に廃止と断ずる

などは、議員おっしゃるように何をかいわん

やである。まさに絶句するばかりであるわけ

でございます。 

 この行政刷新会議の事業仕分けを受けて国

の方向性はまだ見えてはおりませんが、町と

いたしましてはこれまでどおり学校現場のＩ

ＣＴ化が進んでいくものと予測をして、先生、

子供たちのＩＣＴ活用スキルがこのまま継続

していけるような、これも議員おっしゃいま

したがＩＣＴ支援員の確保も含めた支援をど

のような形でできるかどうか検討してまいり

たいと思っているわけでございます。 

 私からは以上でございます。 

○議長【北川進君】 津幡博消防長。 

   〔消防長 津幡博君 登壇〕 

○消防長【津幡博君】 私からは生田議員の

消防団のポンプ車格納庫についてお答えをい

たします。 

 消防団は、日ごろから火災の予防や消火活

動あるいは防災訓練の支援などを町民の安

全・安心を守るために、地域の防災のリーダ

ーとして重要な役割を担っていただいており

ます。消防団が地域社会の要請にこたえるた

めには、施設並びに装備の充実を図る。機能

の強化を図ることが大変重要でございます。
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中でも格納庫の役割は、地域防災の拠点とし

て災害などが発生するおそれがある場合、ま

たは発生した場合に団員の待機場所として活

用される等大変重要なものであるというふう

に認識をしております。 

 以上で私の質問を終わらせていただきます

けれども、答弁は結構です。 

 ありがとうございました。 

 既存の第４分団の格納庫は、生田議員ご指

摘のとおり、17名の団員が待機する場所とし

ては大変狭いというふうに感じております。

また、火災や訓練の後のホースを展張する空

地も確保されていないということで、以前か

ら改善の要望があることも承知いたしており

ます。 

 しかしながら、消防団の格納庫の建築につ

きましては、現在のところ国及び県の財政的

な支援はありません。したがって、一般財源

で対応しなければならないという状況でござ

います。建築及び移転につきましては、財政

状況や町内の公共施設の維持管理計画を勘案

しながら、移転場所も含めまして検討してま

いりたいと考えておりますので、よろしくお

願いします。 

 私からは以上でございます。 

○議長【北川進君】 生田勇人議員、答弁が

終わりました。 

 どうぞ。１番、生田勇人議員。 

   〔１番 生田勇人君 登壇〕 

○１番【生田勇人君】 済みません。ちょっ

と私、訂正なんですけれども、ＩＣＴを何カ

所かＩＴＣと読んでしまいましたので、その

辺訂正をよろしくお願いいたします。 

 今のフューチャースクール推進事業のこと

に関しましても、私も小学生の子供を持つ一

保護者として、町のそういった意思には安心

したところでございます。 

 ポンプ車格納庫のほうに関しましても、こ

れからの計画の中で候補地選定等を検討して

いくということで、またこういったものはな

かなかすぐにはできないでしょうけれども、

そういう計画を持って今後取り組んでいって

いただきたいなと思うものであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【北川進君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後１時といたしたいと思います。 

           午前11時51分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時00分再開 

    ○再   開 

○議長【北川進君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 ９番、清水文雄議員。 

   〔９番 清水文雄君 登壇〕 

○９番【清水文雄君】 議会会派、社民クラ

ブの清水でございます。一問一答方式で質問

いたしますので、町長初め各部課長の皆さん

の明解な町としての答弁をお願いをいたしま

す。 

 まず、入札改革に向けて、公契約条例をす

る考えはないかという質問をさせていただき

ます。 

 ご存じのとおり公契約とは、公共事業や公

共サービスについて、発注する町とその仕事

を請け負う事業者との間で結ばれる契約でご

ざいます。この契約の中に、例えばこれも一

つなんですけれども、生活できる賃金など、

働く人の労働条件をまず１つ目は確保する項

目を定めるというのが公契約条例でございま

す。 

 この条例のもとになっているのは、市民の

税金を使う公的事業で利益を得ている事業者

は、その企業で働く人たちに人間らしい労働

条件を保証すべきである。また、発注者であ

る町はそうさせるための発注者責任というの

が発生をしてあるという考え方に基づくもの

であります。 
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 広く言えば、後からも質問させていただき

ますけれども、官から民へということで今の

指定管理者の指定で民間委託なんかされるん

ですけれども、そういうものも含めた契約を

この公契約条例できちっと縛るといいますか、

はっきりさせていくという内容の条例であり

ます。 

 県内の入札状況の現状というのは、きのう

から新聞で、中央新聞の地方版のほうで何か

特集記事が組まれていますけれども、言って

みれば厳しい各自治体の財政状況を背景にし

て、公共サービスの効率化、そしてコストダ

ウンの要請が高まっているだけに、町から民

間業者への公共事業や委託事業等における低

価格、低単価の契約発注が増加をしていると

いう状況でございます。 

 契約発注価格の大幅な引き下げによって、

受注先企業の経営悪化や、その中に働く人た

ちの賃金、労働条件の著しい低下を招くとい

う問題も実際に生じているわけでございます。 

 事業を受託している企業や事業体において

も、とにかく契約を優先しなければならない。

仕事を取らなければならない。それを優先す

る余りに一方的な価格の引き下げというもの

を強いられるという状況に置かれています。 

 そんな状況の中で、これは内灘じゃないん

ですけれども、県内のあるところで働いてい

る人が労災に遭ったと。しかし、それが労災

として申請したら点数が下がって公共事業の

受注ができないということで申請をしていな

いというような、これは違法なんですけれど

も。そんな状況もあるということでございま

す。 

 そこで、こんな問題を解消するために、公

契約のもとで働く労働者の賃金や労働条件の

最低規制を行っていくということが必要にな

っているということでございます。 

 それは、最低賃金法とは異なりまして、受

託企業は法の強制力はないんですけれども、

みずからが結んだ契約を守る立場で労働条件

を確保して、自治体はその発注者としての現

場労働者の状況、どういうふうに働いている

んか、そんなこともチェックできるシステム

というのが必要になってきております。 

 公契約条例をつくるということは、重層下

請の圧縮あるいは透明化につながりますし、

働く人の賃金の底上げ、そして地域の循環型

の消費構造というものがつくられてくる。そ

ういう意味では、大きな経済波及効果をもた

らすと、そんなことも言われておりますし、

それは受託事業者にとっても適正な利潤が確

保されるという意味で、健全な経営を保証す

るものともいうふうに言われているわけでご

ざいます。 

 今日、その契約条例、千葉県の野田市がこ

れを制定して、今、全国に広がりつつありま

す。町には、一つには環境や福祉、男女平等

参画、厚生労働基準などの実現を図る責務が

あるわけでございますけれども、このような

政策を実現する上で公契約を、入札を希望す

る企業にもこれらの取り組みを求めるという

ことが必要であるわけでございます。 

 それらの実現を図る上で総合評価入札制度

を活用していくということができるわけでご

ざいますけれども、何しろ総合評価入札とい

うのは方式の問題でありまして、どのような

その中に価値を入れていくかということは、

そのことによって入札の意味というのが違っ

てくるわけでございます。そういう意味では、

従来の価格入札を社会的な価値の実現を図る

ための政策入札に転換をしていく。そのため

に町がどのようなまちづくりあるいは社会的

な価値を追求するのかも含めた内容を条例で

宣言していくということが重要なんだという

ふうに思います。 

 したがって、環境面、これはＩＳＯ14001

の取得、あるいは福祉、これは障害者の法定

雇用率を達成しているかどうか。また、男女

共同参画、これは男女平等参画の取り組み状

況がどうなのか。あるいは、厚生労働基準、
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先ほど申しました不当労働行為あるいはそう

いう企業については排除をしていく。あるい

は、労働基準法、労組法などの遵守義務、さ

らに私が考えるにはそういう評価の中に、そ

の事業者が内灘町の在住者というのをどれだ

け使っているのか。使用者で、ある意味では

その比率というのがどうなのかということも

できるでありましょうし、落札決定のルール

を定めて、町がその社会的価値の実現、まち

づくりの実現を追求することを宣言をして、

自治体の責任だけではなくて事業者の責務も

明記して契約における入札手段を通じて社会

的価値の実現を追求しいく、そんな条例を制

定をしていく考えがないのか、まずお伺いを

いたします。 

 そして、社会的価値を加味した入札をいた

しまして、町では平成19年12月に内灘町建設

工事総合評価落札方式施行運用基準を定めま

して、総合評価方式による入札をこれまで３

回実施いたしました。この入札は、これまで

の価格だけの競争ではなくて、価格以外の要

素として企業の施行実績、環境マネジメント

への取り組みの状況、配置予定技術者の能力、

地理的条件、そして除雪契約締結実績等を総

合的に評価して落札者を決定する入札方法で

あります。 

 国の指導によりまして、県内各市町もこの

総合評価方式による入札を取り入れておりま

すけれども、金沢市あるいは小松市、七尾市

など業者登録数が多数ある市では入札件数が

多くなっておりまして、その他の市町では年

間一、二件というのが実施している状況でご

ざいます。 

○議長【北川進君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 本町の平成21年

度の平均落札率は79.3％、平成22年度は現時

点でありますけれども83.64％であります。本

年度の入札結果を見ますと、工事の種類によ

り著しい開きがありまして、一番高い工種の

平均が93.5％であるのに対しまして、一番低

い工種では平均落札率が最低の70％となって

おります。 

 この方式は、施工実績あるいは技術力等で

評価する要素が非常に大きくありまして、そ

れによって落札者が決定するというシステム

でありますので、落札者が偏ることや、それ

に伴う低価格入札がふえることが懸念されま

して、少数参加の地元企業だけで行う入札に

は余り適さないように思います。 

 労働者の保護、雇用の安定は非常に大切な

ことでありますので、低入札価格での落札は

従業員の処遇の悪化につながるおそれもあり

ます。来年度に向けまして、低入札基準価格

等の見直しについて検討をしていきたいと思

いますので、よろしくお願い申します。 

 今後、総合評価方式の入札運用基準として

どのような評価基準が本町にとってふさわし

いのか、議員ご提案の社会貢献度の要素、そ

して地域貢献度の要素等について、次の機会

に試行的に実施するなど、さらに研究を進め

てまいりたいと思います。よろしくお願いし

ます。  次に、労働者の賃金や労働条件を明確にす

るための公契約条例の制定についてでありま

すけれども、労働基準法や最低賃金法等法令

で定められていることも多くあります。国に

おいての法令の整備がまずなされるべきだと

考えております。 

○議長【北川進君】 ９番、清水文雄議員。 

○９番【清水文雄君】 今ほど総務部長から

ご答弁いただきました。私もすぐこの条例を

つくれというんじゃなくて、部長言われるよ

うに国の動向、ただ国のほうの整備というの

は、やっぱり下からの積み上げが大事だとい

うふうに思いますし、そういう意味では内灘

町としても研究をしていく。そして、国だけ

 町として、現在のところ公契約条例の制定

までは考えておりませんけれども、今後とも

国の動向を注視していきたいと存じます。 
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じゃなくてほかの自治体の動きというものも

見ていって、私は別にすぐつくれとか、そん

なことを言っているんじゃなくて、今の現状

をやっぱり変えていくために公契約条例とい

うものをきちっと、それを制定するんだよと

いうことを見据えてやっていくべきだという

ふうに言っているわけでございます。 

 もちろん、それは地元の業者の育成も考え

ながら、社会的あるいは地域的なことも考慮

してつくり上げていかれるんだろうというふ

うに思いますけれども、最終的にはやっぱり

きちっと公契約条例というものを制定をして、

私が言った条例の趣旨に基づいて制定をして

やっていくべきだということを申し上げてい

るんで、それについての見解を求めたいと思

います。 

○議長【北川進君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 議員のほうでも

ありましたけれども、千葉県野田市を初め、

現在、制定初めその動きをしている市町があ

るというふうに我々はその情報を知っていま

すけれども、先ほど言いましたように国の動

向、そして全国的な市町の動向、そういうこ

とを見ながら、内灘町にとって社会貢献度あ

るいは地域貢献度としてどういう要素がふさ

わしいのか、これから研究をして、試行的に

やっていきたいと、そういうふうに思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長【北川進君】 ９番、清水文雄議員。 

○９番【清水文雄君】 ぜひともよろしくお

願いをいたします。 

 引き続いて、次の質問に移らせていただき

ます。 

 指定管理者及び保育所民営化に伴う職員の

雇用問題について、町の基本姿勢をお伺いを

したいというふうに思います。 

 ご存じのとおり、現在進められている町内

の保育所民営化によって、来年、2011年４月

に３カ所の民営保育所施設というのが開所い

たします。これによって、本町の保育行政が

さらに充実されることを求めていくわけでご

ざいますし、期待もいたしております。 

 一方、こうした保育所の民営化に伴い、2011

年度には緑台保育所と大根布保育所の２カ所

の町営保育所の閉鎖がなされるわけでござい

まして、ここで発生してくるのが保育所職員

の身分保障及び雇用問題であります。 

 さらに、この定例会に提出されている議案

第78号にあります町体育施設屋内温水プール

の指定管理者の指定で、屋内温水プールがこ

れまでの町管理公社から民間会社である株式

会社エイムに管理委託されるというものでご

ざいますけれども、これについても私自身、

民間活力の導入によって事業の充実と向上が

図られるということを期待をいたしていると

ころでございますけれども。 

 しかし、こうした指定管理者の指定によっ

てもやはり発生するのは管理公社職員の身分

保障と雇用問題であります。これはこの間の

計画で保育所の民営化に当たっては町職員の

身分及び雇用を完全保障する。このことを確

認をして進められてきているわけでございま

すけれども、したがって今回の２カ所の保育

所が一度に閉鎖をされ民営化される中におい

て、このことがどのように実行をされていく

のか、お伺いをいたします。 

 また、指定管理者の指定によって完全に民

間委託される温水プールも同様でございまし

て、職員の身分保障と雇用の確保というのが

課題にあるわけでございます。職員の不安を

取り除くためにも、職員を退職に追い込まず

雇用を確保し、現在の身分保障というものを

大原則にして進められるべきであるというふ

うに思うわけでございます。 

 これらの点について、町の基本姿勢をお尋

ねをいたします。 

○議長【北川進君】 蓑外史男副町長。 

   〔副町長 蓑外史男君 登壇〕 

○副町長【蓑外史男君】 ただいまの清水議
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員のご質問にお答えいたします。  一方、温水プールの指定管理に伴う職員の

取り扱いにつきましては、指定管理候補とな

りました事業者から温水プールで引き続き働

きたいと希望する職員は、嘱託、パートを問

わず雇用したいとの返事をいただいておりま

す。公共施設等管理公社内部でも正職員、嘱

託職員及び温水プールのパート職員にその旨

伝えるように指示し、伝えております。 

 本町では、まず保育所のほうのお話をしま

すが、かねてから計画のありました保育所の

民営化について、来年４月に議員のおっしゃ

ったとおり、町立の保育所２カ所が新たに民

間保育園としてスタートし、これはさらなる

保育サービスの充実が期待されるということ

になります。この２カ所の保育園建設に当た

っては、地域の皆様のご理解とご協力に改め

て感謝申し上げます。 

 その結果、公共施設等管理公社に残りたい

と希望する職員が指定管理を受託する施設の

管理に要する人員を超える場合、改めて全員

とよく話し合って、町が示す委託料の範囲で

運営をするという方法をどういうふうに進め

るかということも検討して、適切な対応をし

ていきたいというふうに考えております。 

 町立保育所が２カ所減ることにより、通常、

そこで働く職員も減員となります。町といた

しましては、町立保育所もこのような機会を

とらえ、より一層保育サービスを充実させる

よう職員の配置を考えております。 

 しかしながら、町の行財政改革実施計画に

よる定員の適正化や行政組織の簡素化と事務

事業の効率化に努めなければならないことも

あり、また保育所の民営化は以前から計画さ

れておりましたので、このところ正規の職員

の採用を抑制し、臨時的な職員で対応してき

た経緯があります。また、臨時職員につきま

しては雇用期間を１年間として採用してまい

りました。こうしたことから、必ずしも嘱託

職員、パート職員の全員を雇用継続させると

いうことにはならないということをまずご理

解をいただきたいと思います。 

 公共施設等管理公社の今後も、かなり指定

管理の部分が減ってきているという現状もあ

りますので、改めて検討しなければならない、

そういう時期に来ているというふうに考えて

おり、早期に庁内組織及び管理公社内部で検

討を開始したいと思います。 

 昨今、就職や雇用問題は大変厳しい情勢で

あることは十分認識いたしております。今般

の指定管理者及び保育所民営化に伴う職員の

雇用問題につきましては、これからの地方自

治体組織のあり方、また本町の行財政改革の

推進状況等を踏まえながら、町としてできる

だけの支援をしてまいりたいと存じます。  このような状況の中で、町といたしまして

は資格を有する嘱託職員やパート職員には引

き続き町立保育所で勤務を勧めるとともに、

民営化した保育園が保育士や調理員を求めて

いることから、嘱託職員やパート職員の方に

積極的に民間保育園に応募することをお勧め

し、町としてできる限りの支援をすることに

いたしました。現在、既に新たな保育園の正

規職員として採用された方や、パートとして

採用された方がおられますが、これからも民

間の保育園や町での別の業務についての雇用

も含めて雇用情報を提供して支援を続けてい

きたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 ９番、清水文雄議員。 

○９番【清水文雄君】 副町長のほうから答

弁をいただきました。現行の職員の雇用問題

について最大限努力をしていくということで

ございますけれども、例えば、正職員以外の

嘱託、パート職員の皆さんの雇用というもの

を、今、指定管理者の事業者というのは希望

者は優先的に全員入れるということでござい

ますけれども、民間保育所についてもやっぱ

り町のほうからそういう申し入れも含めて、

優先して採用してくださいということをやっ
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て雇用を確保していくべきだというふうに思

うんですけれども、その点についてどうお考

えなのか、お聞きをいたします。 

○議長【北川進君】 蓑外史男副町長。 

   〔副町長 蓑外史男君 登壇〕 

○副町長【蓑外史男君】 ただいまの清水議

員のおっしゃるとおりでありまして、これは

町から強く要望をいたしてまいりますし、そ

れであっても本人の希望というものもあると

思います。その辺も含めて適切な対応をして

まいりたいと存じます。 

○議長【北川進君】 ９番、清水文雄議員。 

○９番【清水文雄君】 ぜひとも問題が、こ

ういう時世でございますので、副町長もおっ

しゃるとおり、雇用に関する労働問題という

のが今大きな課題になっています。そういう

意味で、私の質問も労働、雇用に関する、働

く人たちの質問というのが今回多いんですけ

れども、それだけやっぱり問題が発生してお

りますので、よろしくお願いをいたします。 

 時間もございませんので、引き続いて管理

職手当について質問をさせていただきます。 

 町の管理職、いわゆる肩書ですね。職名は、

現在、本庁部局で部長、担当部長、課長、参

事、担当課長、そして副参事、課長補佐、保

育所所長、議会で事務局長、消防部局で消防

長、消防次長、課長、担当課長というふうに

なっているわけでございます。 

 管理職数は65人ということで、毎月の手当

の支給総額はどのようになっているのか。同

時に、その規定というのはいつ定められて発

効しているのか、まずお伺いをいたします。 

○議長【北川進君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 清水議員のただい

まの管理職手当についてのご質問であります。 

 今年度、担当部長制度、そして担当課長３

名の増員をいたしまして、町の最重要課題を

目線に置きながら、より機能性の高い体制づ

くりとするために専任の職員を配置して、町

政の緊急課題を早急に進めていくよう体制強

化を図ったものであります。 

 例えば、都市整備部担当部長兼企業立地推

進室長というのがあるんですが、これは企業

誘致に係る各種業務を総合的に推進するため

ということでありますし、専任の担当部長、

職員にこれを賄ってもらおうということであ

りました。 

 あるいは、総務部担当部長兼税務課長とい

うことでありまして、総務部では今、税務課

長を総務部担当部長として兼務させ、現下の

厳しい納税環境などを踏まえて収納業務の推

進、そして連携強化を図ると、こんな目的で

進めていくということで体制強化を図ったも

のでありまして。 

 なお、議員ご質問の管理職における管理職

手当の支給額でありますが、管理職全体で65

名でございます。それぞれの職務級での金額

には違いはありますが、月の支給額は全体で

276万100円になるわけでございます。 

 また、規定はいつ決められいつ発効してい

るのかでありますが、平成21年４月に担当課

長制度を取り入れ、また今年度、平成22年度

４月には新たに担当部長制度をしいておりま

すので、それぞれ21年、22年の３月に規定の

一部改正を行っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 ９番、清水文雄議員。 

○９番【清水文雄君】 担当課長については

平成21年４月から、担当部長については22年

４月からということで答弁をいただきました。 

 そういう意味では、担当課長を３人にふや

すという報告というのが議会にもなされたわ

けでございますけれども、しかしその手当の

中身ですね、それが一体どうなっているのか。

手当の中身ですね。担当部長、担当課長の手

当の中身がどういうふうになっているか、お

聞きをいたします。 

○議長【北川進君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 
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○町長【八十出泰成君】 支給額ですね。 

○９番【清水文雄君】 そうです。 

○議長【北川進君】 はい、どうぞ。 

○町長【八十出泰成君】 部長職７名で月額

６万8,000円、担当部長職２名、これが月額６

万2,000円、それから課長職16名で月額５万

4,000円、担当課長職３名で月額４万5,000円

と、こういうことであります。 

○議長【北川進君】 ９番、清水文雄議員。 

○９番【清水文雄君】 今、手当の中身もお

聞きをいたしました。その手当の規定も含め

て22年の４月から発効したというふうに聞い

ているわけでございますけれども、その規定

の変更といいますか、その規定の中身という

のが議会に報告がされておりません。私も規

定を見せてもらって初めてわかったわけでご

ざいますけれども、担当部長２人、担当課長

２人というふうにふやしたのは報告があった

んですが、そういう手当の変更について議会

に報告をする必要はないというふうに認識を

されているのかどうか、お聞きをしたいと思

います。 

○議長【北川進君】 島田睦郎総務課長。 

   〔総務課長 島田睦郎君 登壇〕 

○総務課長【島田睦郎君】 ただいまのご質

問につきまして、私のほうからお答えをさせ

ていただきたいと思います。 

 町の規定でありましても、その内容により

まして議会へのご報告の必要性があったもの

というふうに考えております。 

 今回の担当部長職は今年度からの新たな職

務、職名であったということを考えますと、

ことし４月の人事異動時にあわせまして管理

職手当支給規定の一部改正につきましてご報

告を加えるのが適切であり、わかりやすかっ

たものというふうにとらえております。ご理

解を賜りたいと存じます。 

○議長【北川進君】 ９番、清水文雄議員。 

○９番【清水文雄君】 きっちりと、やっぱ

りそういう規定についても含めて議会への報

告というのがなされて、こんだけ情報公開を

言っておりますので、議会に報告するという

ことは町民に対して、住民に対してするとい

うことでございますから、皆さんの税金をど

のように使っているかということも含めて、

それを明らかにしていくべきだというふうに

思いますので、重ねて申し上げておきます。 

 私が問題にしているのは、中身について今

お聞きしたんですけれども、部長及び課長と

担当部長、そして担当課長で部長と担当部長

で6,000円、課長と担当課長で9,000円の手当

の格差といいますか、違いが設けられており

ます。これはどのような基準でそういうふう

になっているのか。 

 とりわけ、先ほど町長のほうから担当部長

については専任、特殊な専門の業務、企業立

地なり、あるいは税務のほうをきちっとやっ

ていくということで言われたわけでございま

すけれども、担当課長の基準、いわゆる職務

分掌、そういうものがどういう基準になって

いるのか、ちょっとお聞きをいたします。 

○議長【北川進君】 島田睦郎総務課長。 

   〔総務課長 島田睦郎君 登壇〕 

○総務課長【島田睦郎君】 ただいまのご質

問でございますけれども、部全体の管理また

は課全体の管理という職責を担います部長、

課長と、それから先ほど町長のほうも申され

ましたが、特定の事業や課題に取り組む担当

部長、担当課長との職責あるいは町組織規定

に定めています分掌事務の違い、これらを考

慮しまして検討した上で、それぞれ管理職手

当を定めたものでございます。 

 よろしくお願いします。 

○議長【北川進君】 ９番、清水文雄議員。 

○９番【清水文雄君】 私も業務分掌を読ま

せていただきました。そういう意味では、担

当課長というのは広く業務をやっていくとい

う意味では、課長と担当課長というのは私は

そんなに違わないんではないかなというふう

に思います。 
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 とりわけ、私問題にしているのは、担当課

長でも昨年担当課長になった３人の方、その

方の手当というのがそのままになっておるわ

けですね。要は、課長と同じ扱いになってい

る。ことし４月から担当課長さらに３人がふ

えて、その分は規定によって、規定ができた

んだからということで担当課長４万5,000円

ですか。課長が５万4,000円ですから9,000円

の差があるわけでございます。 

 そういう矛盾について、町はどういうふう

に考えているのか。同じ職務をやって、肩書

も同じ。それで手当に違いがある。そのこと

について見解を求めたいと思います。 

○議長【北川進君】 島田睦郎総務課長。 

   〔総務課長 島田睦郎君 登壇〕 

○総務課長【島田睦郎君】 ただいまのご質

問でございますけれども、今年度より担当課

長の管理職手当を新たに４万5,000円と定め

たものでありますけれども、それ以前から担

当課長職にあった者は従前のとおりとさせて

いただきまして、今後新たに担当課長となる

者に適用するというふうにしたものでござい

ます。ご理解をちょうだいしたいと存じます。 

○議長【北川進君】 ９番、清水文雄議員。 

 もうあと時間が迫っておりますので、よろ

しくお願いします。 

○９番【清水文雄君】 間に合わせますので。 

 そういう意味では、そういうやっぱり矛盾

があったら私はだめだと思うんですよね。同

時に、担当課長と課長の仕事の分け方という

のも、それは私は縦割り行政につながってい

くものになってくるんではないかなというふ

うに思います。担当という担当課長を設ける

ということは、縦割り行政をより強化してい

く。この部分は私の業務じゃないから、担当

じゃないからというふうになってくるわけで

すよ。 

 そういう意味では、そういう手当の是正も

含めて組織のあり方、そんなものを次年度に

向けて考えていっていただきたい。その手当

の部分についてもどうするのかということを

早急に検討していただきたいというふうに思

います。 

 その見解を求めたいと思います。 

○議長【北川進君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの清水議

員のご質問でございますが、縦割りではない

のかというお話でありますが、先ほど冒頭に

申しましたように、昨今の行政課題というの

は部署横断的なものが非常に多いということ

と、緊急かつ即対応しなければいけないとい

う場面が多いものですから、部署、課にとら

われずに横断的な町政機能を図ろうという意

味で、担当部署、担当部長あるいは担当課長

というものを設けたものでありますので、ぜ

ひご理解いただきたいと思うわけでございま

す。 

 また、現在、担当職において進めている業

務もございますので、この組織体制で魅力あ

るまちづくりをぜひ進めてまいりたいと思っ

ているわけでございます。しかしながら、そ

の業務の施策内容や進捗状況によりまして、

組織の見直しの必要がある場合には、今ほど

議員おっしゃったようにその都度考えて、矛

盾のないように取り組んでいかなきゃいかん

ということを思っているわけでございます。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 ９番、清水文雄議員。 

○９番【清水文雄君】 ぜひとも柔軟に対応

して、矛盾は矛盾ですから、それを直ちに是

正をしていただきたい。 

 私の言っているのは、担当部長はいいです

けれども、担当課長。縦割りの強化につなが

る危険性がありますので、よろしくお願いを

いたします。 

 最後に、通称鉄板道路、コンフォモール・

イオン進入路、これは新しい新保育園への進

入路になっていくんだというふうに思います

けれども、千鳥台４丁目の交差点の設置を急
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げという質問でございます。 

 この信号の設置については、以前から同僚

議員も取り上げておりますし、私も何度か設

置するべきだということで質問をさせていた

だいております。 

 いよいよ来年４月から新保育所が開所をす

るということでございます。さらに、周辺地

域、千鳥台５丁目、住居者がふえておりまし

て、町内で千鳥台地区、白帆台と同様に人口

がふえる町内での地域になっているという状

況もございます。 

 また、コンフォモール内灘Ｃゾーンの開発

についてさまざまなものが予定をされており

ます。そういう意味では、にぎわいの創造を

推進するということでございまして、ますま

すこの地点における交通量の増加によって事

故の危険性が高まっております。新保育園の

開園に伴う送迎の安全性、交通量の増加に伴

っての安全性、これへの対策というのが急が

なければならんというふうに思いますし、町

会のほうでも要請が出ているというふうに思

うんですけれども、信号の設置というものを

早急にすべきだというふうに思います。 

 現在の県への要請の状況等も含めて、町の

姿勢をお伺いをいたします。 

○議長【北川進君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 平成23年４月に

当該交差点に隣接します保育所の開設により、

保育所に通う園児やその送迎車両等による交

通量の増加が見込まれます。こうした交通量

の増加に伴い、交通事故の危険性が増すこと

が予想されるため、町としまして本年７月に

津幡警察署に対し同交差点の信号機設置の要

望をいたしました。 

 加えて、本年10月には毎年の町全体の信号

機要望にかかわる要望書に追加をいたしまし

て、強く要望をしたところでございます。 

 議員のご案内のとおり、信号機の設置につ

きましては内灘町を管轄する津幡警察署が管

内である河北郡市の要望を取りまとめ、石川

県警察本部に提出し、石川県警察本部が県全

体の要望を石川県公安委員会に提出いたして

おります。その石川県公安委員会では、要望

箇所の状況を確認し、設置が急務と判断した

箇所から優先して信号機を設置をしていきま

す。 

 町といたしましては、平成23年度の信号機

の設置に向けて、より一層働きかけていきま

すので、ご理解をお願いいたします。 

○議長【北川進君】 ９番、清水文雄議員。 

○９番【清水文雄君】 以上で質問を終わり

ます。 

 ありがとうございました。 

○議長【北川進君】 ５番、恩道正博議員。 

   〔５番 恩道正博君 登壇〕 

○５番【恩道正博君】 議席５番、会派、内

灘波と風の会、恩道正博です。 

 平成22年12月議会に質問の機会をいただき

ました。通告に従いまして、全問一括で質問

を行います。 

 質問の前に、国政に関して一言申し上げた

いと思います。 

 現政権は、尖閣諸島沖の中国漁船衝突事件

など外交の不手際や閣僚の失言に加えて、経

済対策と政治と金の問題では国民の不満を解

消できず、支持率下落に歯どめがかからない

状況であります。 

 また、来年度予算編成では、社会保障改革

への軸が定まらない上、その政策が財源不足

で行き詰まっています。雇用、経済対策等の

国、地方が望んでいる喫緊の課題を早急に進

めていただきたいものであります。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 まず１番目に、町財政についてお伺いをい

たします。 

 平成21年度決算での町債の残高は、一般会

計で約92億円、下水道事業約96億円、その他

約１億円を合わせて合計約189億円となって

おりまして、昨年度より約２億円の減少とな
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っております。標準財政規模に対する一般会

計の町債残高は約1.8倍となっております。町

の貯金に当たる財政調整基金は約４億6,600

万円と平成20年度から約5,800万円減少。その

他の基金も含めまして約12億9,000万円で、こ

れも約6,300万円の減少となっております。 

 また、歳入のうち、町税は約26億6,000万円

と前年度からは約200万円、率にしますと

0.1％の減少となっており、過去３年間の推移

では比較的安定をしております。しかしなが

ら、平成21年度の町税の滞納繰越額は約１億

500万円であり、前年度に比べ約1,300万円増

加しております。その増加の大部分が過年度

分の滞納額の増加によるものです。 

 景気低迷が長引き、一向に景気回復が進ま

ない中で、平成22年度は町民税が大きく減少

することが見込まれます。 

 平成17年度から町は行財政改革を実施し、

繰出金や内部経費の徹底した歳出削減に努め、

財政の健全化を図ってきました。それには町

民の痛みも伴っております。実質単年度収支

で見ますと、平成19年度の約２億3,000万円の

赤字が、平成21年度では約8,900万円までに減

少しております。 

 今後、社会保障費の民生費や義務的経費の

増加が見込まれる中で、国の政権交代で地方

行政が厳しく、先行きが定まらない中で、今

後の町の重点施策の実行と財政の健全化をど

のように進めていこうとするのかをお伺いを

いたします。 

 ２番目に、介護、高齢者福祉についてお伺

いをいたします。 

 高齢化が進む中で、単身、重度の要介護者

であっても在宅を中心とする住みなれた地域

で尊厳と個別性が尊重される生活を継続する

ことができるような社会環境の整備がこれか

ら必要であります。高齢者の在宅における生

活を支えるためには、現在の通所、短期入所、

訪問看護などの介護保険サービスだけではな

く、医療サービス、配食サービスなどの生活

支援サービス、そして生きがい、健康づくり

のためのサービス等が協調して提供されるこ

とが重要であります。 

 厚生労働省は、平成23年度予算概算要求で、

24時間地域巡回型訪問サービス、家族介護者

支援等の推進の施策が盛り込まれております。

その第一として、家族介護者支援、レストパ

イトケア事業で，これは家族介護者の負担軽

減を図るため、デイサービス等で宿泊、長時

間の預かりを行うお泊まりデイサービスの実

施のため必要な整備を行う事業であります。 

 第２は、24時間地域巡回型訪問サービス事

業であり、在宅の高齢者に対しても施設と同

様に24時間365日必要なときに必要なサービ

スを提供するためコールセンターを設置し、

高齢者からの緊急通報でホームヘルパーがそ

の通報内容に応じて随時サービス、例えば転

倒時の介助、急な失禁対応などを提供する内

容となっております。 

 冒頭にも述べました高齢化が進む中で、家

族介護者の支援や24時間365日提供できるサ

ービス体制の構築は、家庭での介護者にとっ

ては望ましい施策であり、喫緊の課題だと思

われます。 

 今後、介護予防事業も含めた町の高齢者福

祉施策についてどのように考えているのかを

お伺いをいたします。 

 私の質問は以上です。 

○議長【北川進君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 恩道議員の一般質

問にお答えします。 

 私からは、介護、高齢者福祉について述べ

たいと思います。 

 高齢社会が進展する中で、内灘町における

65歳以上の高齢者は８月末現在で5,157人、そ

のうち要介護認定者は647人で、65歳以上の高

齢者人口に占める要介護認定者の割合は

12.5％で、全国平均の16.6％よりも低く、ま

た県内の市町の中でも低い割合となっている
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わけでございます。 

 町では、高齢者の自立支援と尊厳の保持を

基本とし、住みなれた地域で生き生きと暮ら

すことができる環境づくりを目指す観点から、

介護を必要とする高齢者の方々には、身体等

の状況に応じて介護保険制度などによる総合

的なサービスを提供しているわけでございま

す。 

 また、高齢者の生活能力の維持向上を図る

ために、地域包括支援センターが中心となり

まして、各地区老人クラブなどの各種団体や

町民の皆様のご理解とご協力によりまして、

各種教室の開催や健康サークル活動の支援を

行い、介護予防や家族介護支援に努めている

ところでございます。 

 さらに、地域包括支援センターでは、介護

予防事業の取り組みとして昨年度より運動機

能の維持と向上を目的に、全国に先駆けて日

本舞踊とストレッチを取り入れたＮＯＳＳ教

室を開催をし、現在４つの地区において自主

サークルとして活動をしておるわけでござい

ますし、このような取り組みによりまして要

介護状態への移行が予防されたものと考えて

いる次第でございます。 

 今後も引き続き介護予防事業の充実に積極

的に取り組んでまいりたいと考えております。 

 厚生労働省は、2012年の介護保険制度の改

正に向けまして、議員申されましたとおり、

24時間地域巡回型訪問サービスの基盤整備や、

家族介護者の負担軽減を図るための家族介護

支援事業、いわゆるレスパイトケア事業を推

進するために、平成23年度予算として128億円

の概算要求を盛り込んでおると伺っているわ

けでございます。 

 重度の介護を必要とする高齢者であっても、

適切な介護や支援を受けながら住みなれた地

域で安心して暮らせる仕組みづくりは今後の

大きな課題であり、国の予算や介護保険制度

改正の動向を注視しながら、新規施策の実施

に当たっては適正に対応してまいりたいと考

えておるわけでございます。 

 いずれにいたしましても、議員ご指摘のと

おり、家族介護者の支援や24時間365日提供で

きるサービス体制の構築は、本町におきまし

ても重要な課題でもあり、平成23年度策定の

第５期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画

の中で具体的な施策について検討してまいる

所存でございます。 

 よろしくお願いしたいと思います。 

○議長【北川進君】 高木和彦まちづくり政

策部長。 

 〔まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【高木和彦君】 私か

ら、１点目の内灘町財政についてお答えをい

たします。 

 内灘町に限らず、国の三位一体改革の影響

によりまして、今、地方財政は大変厳しい状

況に置かれております。内灘町では、平成17

年度から町行財政改革実施計画、いわゆる集

中改革プランに基づいたさまざまな行財政改

革を実行してまいりました。このことにより、

現状では財政の危機的な状況は脱したものと

受けとめています。 

 この間、議会の皆様並びに町民の皆様にご

理解とご協力を賜りましたことを心から御礼

を申し上げます。 

 しかしながら、危機的状況は脱しておりま

すが、まだ余裕があるわけではございません。

平成21年度決算における財政の弾力性を示す

経常収支比率は93.5％と高い数値であります。

そのため、集中改革プランを総括し、昨年の

行財政改革推進委員会の意見書をもとに、現

行財政改革大綱を継続し、引き続き行財政改

革を続けてまいります。 

 特に、今年度から初めて外部評価も含む行

政評価制度を導入いたしました。この評価は、

計画、実行、評価、改善によるいわゆるＰＤ

ＣＡサイクルを取り入れたもので、事務事業

のより効率的、効果的な改善を図っていくも

のであります。 
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 町政の透明性の確保と、また職員の意識改

革にも効果として期待をいたしております。 

 昨日12月８日は太平洋戦争が始まった日で

した。侵略戦争と植民地支配を引き起こし、

アジアや日本の人々に大きな被害をもたらし

ました。金沢でも毎年していますけれども、

赤紙のコピーを配布し、平和と憲法９条の大

切さを訴えている様子がテレビに報道されて

いました。 

 財政の健全化につきましては、自主財源で

ある町税などの確保に今後一層努める必要が

あります。町税の収納状況は、税財源の移譲

による税額の増加や景気の低迷の影響もあり、

21年度決算で前年度に比べ滞納金額約1,300

万円の増加、また国民健康保険税の滞納金額

も2,400万円余り増加になるなど、緊急な対策

が必要であります。 

 80代の女性は、「戦争中、知人に赤紙が届

きとてもつらい思いをしたことを覚えてい

る」と語りながら、「戦争の本当の姿を語り

継いでいくことが大切ですね」と語っておら

れました。 

 国民健康保険会計の収支対策とあわせまし

て、さらなる徴収対策の強化を図りまして、

自主財源の確保に努めてまいります。  また、30代の子供連れの女性は、「自分の

子や周りの子供たちがほかの国と争ったり戦

争に行ったりしなければならない世界には絶

対してはいけない」と話していました。 

 また、公債費につきましては、平成21年度

決算の実質公債比率が11.8％と、県内で３番

目に低く、数値としては適正であると受けと

めています。ただし、来年23年度が公債費償

還のピークとなります。また、国の交付税な

どが町の財政に与える影響が極めて大きいた

め、今、来年度の国の予算編成の動きに注視

しているところでございます。 

 今、日本の周りに起きている尖閣諸島の問

題、また千島列島の問題、韓国の延坪島への

絶対許すことのできない無差別攻撃等いろん

な問題が起きています。二度と戦争をしない

と誓った平和憲法を持つ国として、今こそ平

和の外交力を発揮するときではないでしょう

か。 

 少子・高齢化による歳入減、社会保障費、

扶助費の増加など町の財政状況は今後とも厳

しい状況が続きますが、事業の優先順位、選

択と集中を意識して財政運営に努めてまいり

ます。 

 まず最初に述べさせていただいて、質問に

入らさせていただきます。 

 最初に、保育所民営化による保育所の職員

体制等についてお尋ねしたいと思います。  また、住民参加、協働のまちづくりなどコ

ミュニケーション型行政をより進めることに

よって、住民の皆さんの満足度を高めること

に努めてまいりたいと思います。 

 先ほども清水議員から質問がありました。

重なるところがあるかと思いますが、よろし

くお願いします。 

 以上です。  現在、町の保育所職員は、正規保育士が27

名、嘱託職員のうち保育士が15名、看護師が

１名、調理師が７名。また、パートで保育士

の資格のある方が22名、資格のない方は48名

で、内灘の町立保育所の子供たちを守り、ま

たお母さん方が安心して働けるように支えて

くださっています。 

○議長【北川進君】 ５番、恩道正博議員。

答弁が終わりました。何か。 

○５番【恩道正博君】 ありません。 

○議長【北川進君】 それでは、次に、６番、

北川悦子議員。 

   〔６番 北川悦子君 登壇〕 

○６番【北川悦子君】 ６番、日本共産党、

北川悦子です。 

 来春より町立の緑台保育所と大根布保育所

の２カ所が民営化されスタートします。10月

に嘱託職員、パート職員の雇用について説明 一問一答方式で質問させていただきます。 
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されたと聞いておりますが、現在、保育所募

集も終わり、入所数も確定しているかと思い

ます。民営化により職を失う方は何名ほどに

なると見込んでいらっしゃいますか、お答え

をお願いいたします。 

○議長【北川進君】 川口克則町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 北川悦子議

員ご質問の保育所民営化による保育所の職員

体制を問うからお答えいたします。 

 このたび町立保育所の民営化により、町立

保育所が６カ所が４カ所になります。これに

伴いまして、町立保育所では入所児童数も減

少することから、ことし10月に嘱託職員22名

とパート職員74名の方に平成23年度の保育所

職員配置の方針をお示ししました。 

 その中で、平成23年度につきましては、民

営化に伴って職員数を削減しなければならな

いことや、保育士資格を持った常勤の保育士

とパート保育を中心とした職員配置をするこ

となどをご説明しております。これまで町立

保育所を支えていただきました保育士助手と

調理員助手のパート職員の方につきましては、

１年雇用という関係もございますので、雇用

の継続が困難ということでございます。した

がいまして、雇用の困難な人数につきまして

は、保育士助手で36名、それと調理員の助手

で７名でございます。合計43名でございます。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 ６番、北川悦子議員。 

○６番【北川悦子君】 今お伺いしました43

名の方たちが職を失うということになります。

先ほど蓑副町長さんのほうから、町としてで

きるだけ支援を行っていきたいということで

したが、この方たち43名の方たちの雇用先支

援ということで、最大限いろんな情報とか流

していただいて、雇用に結びつくように努力

していただきたいなと思います。 

 この方たちは１年雇用ということでありま

すけれども、資格がなくてもよいということ

で雇って、人手がいない中を支えてくださっ

た方たちです。１年だけでやめられた方ばか

りじゃないと思いますね。今まででも何年か

続けてパートをしてくださった方たちもたく

さんいらっしゃるかと思います。そういう意

味からいっても、ぜひ、もううちは要らない

んだから自分で探してください、知らないよ

というんじゃなくて、やっぱり募集しても保

育士さんの希望がなかったと。そういう中で

資格がなくてもいいということでそういう方

を雇ったという経緯もありますので、責任を

持ってやはり相談なり情報なりいろんな、こ

んな分野はどうだろうかとかいうようなこと

で助けてあげていただきたいと思います。 

 また、今後のことなんですけれども、町は

他市町村の公立保育所とか、町の私立保育所

を比べますと、異常に正規の保育士さんの数

が少ない。民営化を見込んでということもあ

るかと思いますけれども。 

 昨年の９月議会でも質問いたしました。嘱

託職員が正規職員と同じ仕事をさせられてい

ること。それであっても、勤務年数が上回っ

ても給与が上がっていくわけでもない。また、

朝と迎えのときの先生が違うということは子

供にとってどうだろうかとか、通勤費もあた

っていないというようなことも挙げさせてい

ただきました。そういう中で、正規職員の採

用をふやす計画は今後どのように計画されて

いるか。 

 また、半日パートではなく、一日パートを

基本にすべきではないでしょうかと思います

けれども、その辺のところをお尋ねしたい思

います。 

○議長【北川進君】 川口克則町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 北川議員今

ほど申されましたパート職員とかあとの職員

の雇用の件でございますが、民営化する保育

園で職員を求めていることを嘱託職員、パー

ト職員にお伝えし、採用に向けましては町と
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しましてもできる限りの支援をする旨を既に

お伝えしております。これによりまして、嘱

託職員３名、パート職員４名が新しく民営化

する保育園に採用が決まったものでございま

す。 

 町といたしましても、これからも役場内や

民間保育園での雇用の情報を提供していきた

いと考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 また、正規保育士の採用計画でございます

が、今後の民営化の進捗状況や町立保育所の

正規職員数の推移を勘案しながら適宜進めて

いきたいと考えておりますので、ご理解のほ

どよろしくお願いいたします。 

○議長【北川進君】 ６番、北川悦子議員。 

○６番【北川悦子君】 今後もぜひ働きやす

い保育環境をつくっていただきたいと思いま

す。 

 また、職を失った方たちへの支援を最大限

よろしくお願いしたいと思います。 

 続いて、保育所の関係なんですけれども、

宮坂保育所が民営化になって白帆台保育所に

移ったときに、子供たちの不安をなくすとい

うことで宮坂保育所の保育士がしばらく白帆

台保育所で勤務しておりました。 

 緑台保育所、大根布保育所も同じような体

制をとるよう話し合いが行われているか、お

尋ねしたいと思います。 

○議長【北川進君】 川口克則町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 園児の対応

についてお答えいたします。 

 先ほどご説明いたしましたが、民営化する

保育園には町嘱託職員とパート職員の７名が

雇用されることとなっておりますので、新し

い保育園に入園する園児につきましては、少

しでも不安解消につながるものと考えており

ます。 

 また、民営化する保育園の保育士が開園前

に町立保育所を訪問し、園児との交流を重ね、

入園児が新しい保育園の生活にスムーズに入

っていけるような今計画をしておりますので、

ご理解のほどお願いいたします。 

○議長【北川進君】 ６番、北川悦子議員。 

○６番【北川悦子君】 もう一つ、保育所関

係でお尋ねします。 

 跡地利用ということで、以前、学童保育に

行かない子供たちの遊び場となる児童館や高

齢者の憩いの場が欲しいと質問しました。そ

のときに保育所の民営化後の跡地を利用した

い、または公民館を拠点としていきたいとい

うような答弁をいただいておりますが、跡地

利用についてはどのようにお考えになってい

らっしゃいますか。 

○議長【北川進君】 川口克則町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 跡地利用に

ついてお答えいたします。 

 大根布保育所の跡地利用につきましては、

公園に新たな保育園を建設していることから、

現保育所用地につきましてはその代替の公園

として整備をする計画でございます。 

 また、緑台保育園の跡地利用につきまして

は、先般、緑台町会からご提案がございまし

た。今後、町会からの提案を踏まえ、町とし

て方向を決定していきたいと考えております

ので、ご理解のほどをよろしくお願いいたし

ます。 

○議長【北川進君】 ６番、北川悦子議員。 

○６番【北川悦子君】 じゃ、保育所のほう

から移って福祉センターほのぼの湯について、

以前から質問させていただいておりましたが、

再度質問させていただきたいと思います。 

 昨年６月議会のときに、ほのぼの湯はお湯

がよく、足の痛いのが治ったとか、また疲労

回復に最適、何よりも河北潟を見下ろすこと

ができ、白山から立山連峰まで見渡すことが

できるこの展望に心がいやされると。この一

等地のこの場所を民間のホテルに貸さないで

ほしいというような手紙をもらいました。今
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後どうなるかというようなことで、皆さん不

安をいまだに持っていらっしゃるとか、ほの

ぼの湯がなくなってしまうというような声も

いまだに聞かれます。 

 そういう中で、民間のホテルが手を挙げて

いるということも聞いておりますけれども、

町にとり現在の場所は展望の一等地でもあり

ます。公営の宿泊施設も備えた憩える場とし

て、ほのぼの湯としても町民のために現在の

場所が最適と思いますが、再度お考えをお聞

きしたいと思います。 

○議長【北川進君】 橋本稔都市整備部長。 

   〔都市整備部長 橋本稔君 登壇〕 

○都市整備部長【橋本稔君】 福祉センター

ほのぼの湯の建てかえ地についてお答えいた

します。 

 この建てかえ地につきましては、昨年９月

に開催されました環境開発特別委員会におい

て、現在の場所やサイクリングターミナル周

辺などの候補地がある程度示されました。そ

の中で、平成８年度に計画された総合公園の

基本計画では、サイクリングターミナル周辺

を温泉活用施設区域として位置づけがなされ

ており、現在、温泉活用施設ゾーンとしての

利用を公園の補助事業を活用した整備で検討

をいたしております。 

 また、現在地での建てかえについては、建

設期間中は長期間の休業となることが考えら

れることもあり、現在、候補地についてはサ

イクリングターミナルと温泉プールの間で検

討しております。 

 この整備計画案については、今12月議会に

提示いたしたいと思いますので、議会の皆様

のご意見をぜひいただきたいと思います。そ

して、そのご意見を踏まえ、整備方針を定め、

早急に建てかえに入りたい、着手していきた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 ６番、北川悦子議員。 

○６番【北川悦子君】 今ある福祉センター

で結婚式を挙げられた方もたくさんいるかと

思います。 

 先日、障害者の施設がやっているお寺を改

築して温泉を掘ってというようなところで、

そこで障害者が働き、地域の子供たちが放課

後遊びに来たり、地域の方々がおふろに入っ

て昼食や話をして帰っていく様子を見てまい

りました。今ある内灘の福祉センターに高齢

者も障害者も若い人も気楽に集える場所がつ

くれたらいいのにねと皆さんが、そういうよ

うな声が上がっていました。 

 現在の場所は町民の財産であり、この場所

は町民の憩いの場、福祉センターほのぼの湯

と一番最適な一等地でありますので、町民の

場所に、財産としてやはりあの場所で建てて

ほしいということを、建てかえてほしいとい

うことを再度訴えさせていただきまして、次

の質問に移らさせていただきます。 

 中国・呉江市との友好交流中国庭園につい

てお尋ねしたいと思います。 

 中国の方をお連れしようと下見に行った方

より、余りにも荒れていて愕然とされたと。

町の管理はどうなっているのかと憤慨されて

いました。中国から職人が来てつくったとも

聞いておりますけれども、中国庭園について、

今までどのような認識で管理をされてきたの

か、お尋ねしたいと思います。 

 また、修繕にも多額の費用がかかると見受

けられますけれども、町は庭園を今後どのよ

うにしていこうとしていらっしゃるのか、お

伺いします。 

○議長【北川進君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 北川悦子議員の質

問にお答えしたいと思います。 

 今ほどもお話がありましたように、中国・

呉江市との友好交流中国庭園の管理というこ

とでありました。 

 中国庭園は、中国古来の伝統建築物や庭園

様式、さらには友好のシンボルとして呉江市
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から寄贈された太湖石など、中国の歴史文化

に触れていただくことのできる空間として、

平成10年４月に開園したものでありまして、

町民の皆様には中国・呉江市の風景を思い描

いていただければと考えるものであります。 

 しかしながら、平成10年４月の開園以来十

数年が経過をしているわけでございまして、

一部、今ほどもお話ありましたようにかわら

などに傷みが生じてきておりますし、補修の

際に中国の資材を用いる場合などの経費を考

えますと、高額な修繕料になるということで

ありまして、また資材調達には時間がかかり

まして、なかなか簡単に修繕できない状況で

ありました。そのことが今おっしゃいました

ように荒れているというふうにお見えになっ

たのではないかなと、こんなふうに思ってお

ります。 

 しかしながら、昨年度より公園施設の改築

について国の補助事業制度が実施をされてお

りますので、今後、あずまやなど改築に向け

た補助事業の活用を検討いたしまして、施設

の安全管理に努めてまいりたいと思っていま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 ６番、北川悦子議員。 

○６番【北川悦子君】 先ほど町長も言われ

ましたように、かわらは付近に落ちています

し、柱なども大変朽ちてきているように思わ

れます。ほとんど人影は少ないとはいえ、子

供が遊んだりしては危険なので、その辺だけ

は早急に対応していただきたいと思いますの

で、お願いいたします。 

 最後の質問に移ります。 

 先日、町で共同墓地をつくってもらえない

かという要望を受けました。ひとり暮らしで

年金から引かれるものがふえ、大変だと。お

墓を管理してくれる者もいないし、お金もな

い。どうしたらよいか不安でしようがないと

言われていました。 

 また、献体をすることに決めたんですけれ

ども、その方は遺骨は返されるということを

聞いて困っていますということでした。 

 町に共同墓地があれば、安心して生きられ

ると。やはり帰るところ、将来どうなるんだ

ろうかという、最後までどういう形をとって

いくかというようなところがはっきり自分で

見られると安心して、それが生きる力にもつ

ながってくるというようなことを言われてい

ました。 

 人はだれも生まれて平等に死を迎えます。

時代とともに人生の締めくくりをどのように

してするのかというデザインをする時代にも

なってきています。その反面、ひとり暮らし

の方、子供のいないご夫婦、子供が遠方にい

てお墓の管理は無理な方、個人でお墓を持つ

には費用がかかり過ぎる方とさまざまです。 

 今後、少子化でますますお墓の管理が難し

くなってくると思います。町に共同墓地をつ

くることへの要望は強まってくると思います

が、町の認識と必要性を問いたいと思います。 

○議長【北川進君】 川口克則町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 北川悦子議

員ご質問の町の共同墓所計画を提案について

お答えいたします。 

 ますます進展します高齢社会や核家族化な

どにより、みずからのお墓を心配される方や、

霊園にお墓を購入したけれども、将来の管理

の不安を抱いている方がいるものとお察しし

ております。 

 特に、近年の社会状況は核家族から単身世

帯へと孤立化が進み、人と人との関係が希薄

となりつつある中で、無縁社会とも呼ばれる

現象が顕在化し、将来に対する不安を募らせ

る方々が多くなってきているように感じてお

ります。 

 このような皆様方の不安を解消するために、

行政としましてどのようなことができるのか、

今後霊園管理の中で研究してまいりたいと考

えておりますので、ご理解のほどよろしくお
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願いいたします。 

○議長【北川進君】 ６番、北川悦子議員。 

○６番【北川悦子君】 ぜひ霊園管理の中で

検討していただいて、共同墓地がつくられる

ようにお願いしたいと思います。 

 これで質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

○議長【北川進君】 それでは、橋本稔都市

整備部長。ちょっとさきの答弁の中で間違っ

た点がありましたので、補足させていただき

ます。 

   〔都市整備部長 橋本稔君 登壇〕 

○都市整備部長【橋本稔君】 先ほどの福祉

センターほのぼの湯の建てかえの質問の中で、

私の答弁の中で、総合公園の基本計画を平成

８年に計画されたと答弁いたしましたが、平

成18年に計画された総合公園の基本計画でご

ざいました。 

 どうも間違えて済みませんでした。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【北川進君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 明日の本会議は午前10時から開き、引き続

き町政に対する一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 大変ご苦労さまでございました。 

           午後２時31分散会 
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○職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長       向     貴 代 治 君

  

事 務局書記 助  田  有  二 君

 

○議事日程（第３号） 

  平成22年12月10日  午前10時開議 

 日程第１ 

  町政一般質問 

   ３番 川 口 正 己 

   10番 水 口 裕 子 

   ７番 夷 藤   満 

   12番 八 田 外茂男 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【北川進君】 皆さん、おはようござ

います。 

 ただいまの出席議員は、16名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【北川進君】 本日の会議に説明のた

め出席をしている者は、７日の会議に配付の

説明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【北川進君】 日程第１、町政に対す

る一般質問を行います。 

 質問時間は１人30分以内ですので、時間内

にまとめるようお願いいたします。 

 また、傍聴の皆様には、議員が質問してい

る際は静粛にしていただき、立ち歩いたり、

退席しないようお願い申し上げます。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ３番、川口正己議員。 

   〔３番 川口正己君 登壇〕 

○３番【川口正己君】 おはようございます。

議席番号３番、川口正己でございます。 

 傍聴人の皆様、朝早くからの傍聴、まこと

にありがとうございます。 

 質問に先立ちまして、去る12月３日に臨時

国会が終了いたしました。この臨時国会を振

り返りますと、尖閣諸島における中国漁船衝

突事件による政府の対応、法務大臣の失言に

よる辞任、官房長官、国交省の問責決議の可

決、北朝鮮による韓国延坪島への砲撃時の菅

首相及び国家公安委員長の対応問題等々さま

ざまな問題が噴出し、10月初めの臨時国会開

会時には約60％あった内閣支持率が、わずか

２カ月で危険水域と言われる20％そこそこに

落ち込み、現在に至っております。 

 これは菅内閣の危機管理能力、統治能力の

欠如、あえて言えば、民主党政権自体に我が

国の主権と領土を守ろうとする覚悟と戦略が

全くないことが国民の目に明らかになった結

果だと考えております。 

 現在のこのような状況を打開し、日本の政

治そのものを立て直すために、がけっ縁に追

い込まれた菅内閣が最後にすべきことは大連

立などではなく、潔く早期に衆議院を解散し、

民意を問い直すことではないでしょうか。 

 前置きが少々長くなりましたが、早速一問

一答方式にて質問に入らさせていただきます。 
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 まず最初の質問は、地域の活性化、観光振

興等を図るためにフィルムコミッションを立

ち上げてみてはどうかという質問でございま

す。 

○議長【北川進君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 川口議員の質問に

お答えしたいと思います。 

 フィルムコミッションとは、映画やテレビ

ドラマ、コマーシャルなどの撮影の誘致や支

援を行う非営利公的団体であります。この撮

影にはさまざまな許可申請が必要となること

から、その手続の代行申請、住民エキストラ

の手配などを行っております。全国における

フィルムコミッションは既に100を優に超え、

日本で一般公開された映画の80％以上、テレ

ビドラマのロケにおいては、そのほとんどが

現地のフィルムコミッションの支援を受けて

いるとのことです。 

 今ほども議員おっしゃいましたフィルムコ

ミッション、映画やテレビコマーシャルなど

の映像制作者と地元の施設、企業、行政など

との調整役を果たすということでありまして、 

そして円滑な撮影が行われることを目的とし

て設置されているということであります。 

 県内では、金沢市の場合には商工会議所内

にある財団法人金沢コンベンションビューロ

ー、輪島では輪島市役所の観光課がそれぞれ

事務をとっているということであります。 

 フィルムコミッションの業務内容について

は、今ほど議員もお話ありましたが、とにも

かくにも映像制作者がロケ地で活動しやすい

環境をつくることと、こんなことが主なもの

でありまして、もちろん無償でそれらのサー

ビスを提供するということでありました。 

 石川県でも金沢市と輪島市にフィルムコミ

ッションがあり、金沢では、現在公開中の「武

士の家計簿」やフジテレビ系で放映中の「花

嫁のれん」など、輪島では、少し前になりま

すが「釣りバカ日誌17」などの撮影で活躍し、

多くの地元エキストラが出演しております。  議員ご指摘のように、当町で撮影が行われ、

その映像が広く全国に流されますと町の知名

度が向上しますし、観光客の増加にもつなが

ることが大いに期待ができるわけであります

し、現に今ほどもお話がございました「武士

の家計簿」とか「花嫁のれん」「釣りバカ日

誌」等々は立証しているわけでございますし、

つい最近でありますが、韓流ブームのときに

は韓国ドラマが秋田県で行われたということ

で「ＩＲＩＳ」という映画が有名になりまし

て、視聴率が韓国では30％を超えるというこ

とでありましたが、そんなロケの舞台に秋田

の各所で行われたということでありますから、

そのことでぜひそのロケ地を訪れたいという

韓国の皆さんが大量においでたという、そう

いう経緯もありますし、最近では鳥取県で、

秋田に続けと言わんばかりに韓流ドラマに対

しての誘致を行って今放送されようとしてい

るということでありますから、ある意味では

ここにも言いますように、そのことを通して

 映画やテレビドラマの影響力を考えますと、

その撮影舞台として使われるということで、

その波及効果ははかり知れないものがあり、

地域の活性化、観光振興に必ずよい結果を与

えると思っております。 

 数年前に、権現森海水浴場に向かう道を車

が走る映像が日石三菱のテレビコマーシャル

に使われましたが、やはりそのＣＭが放映さ

れると県外を含むさまざまな人たちから問い

合わせがあり、大変にぎわったと聞いており

ます。 

 このように我が町内灘には、内灘砂丘、河

北潟、サンセットブリッジ、日本海に沈む夕

日や四季折々の風景など、その映像撮影に適

している場所が私たちが考えているよりも多

くあると思っております。ぜひともこのフィ

ルムコミッションを立ち上げ、町の活性化、

観光振興に生かしてはいかがでしょうか。執

行部の見解をお伺いいたします。 
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知名度が上がったり観光客が来たりというこ

とでありますので、大変すばらしいことだと

思っているわけでございます。 

 今後は、当町の恋人の聖地に係る事業や観

光面での施策の効果を見きわめながら、町観

光協会、さらには今ほど申しました金沢コン

ベンションビューロー等とも連携しながら、

今までに経験されている関係機関とも連携、

連絡をとりながら、情報もいただきながら調

査研究してまいりたいと、こんなふうに思っ

ているわけでございますので、ぜひご理解を

いただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 川口議員。 

○３番【川口正己君】 町長、まことにあり

がとうございました。 

 私自身が学生のときに、今リンクスのゴル

フ場になっていますけど、そちらのほうで映

画のロケがやっておるというので友達と二人

でそちらのほうを見にいったときに、たまた

ま自分の横に、今はもう亡くなられたと思い

ますけどハナ肇さんが横におって、しゃべっ

ておったらちょっと出てみんかという話にな

って、そして友達二人とその映画にエキスト

ラという形で参加したことがあるんです。 

 そのときに、千葉真一さんやとか真田広之

さんやとか志穂美悦子さんやとかがおったん

ですけれども、やはり今でもその思い出が物

すごく印象に残っていますものでやっぱり、

できるかどうかはわかりませんけれども、こ

のような非営利団体を立ち上げて内灘に映像

のロケが来るように、ぜひとも働きかけてい

ってほしいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 答弁、ほんならお願いします。 

○議長【北川進君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 今ほどの質問でご

ざいますし、川口議員があるときの思い出も

話しながらおっしゃったように、そういう映

画ロケの誘致というのは大変その町に与える

影響というのは大きいものですから、できれ

ば我々は積極的に取り入れたいということで

ありますが、しかしながら、現実にその事業

を自治体がやるというのは随分大変なもので

すから、先ほど申しました輪島では観光課が

やっているということでありますが、６名の

スタッフでやられているということでありま

すからかなりの人員を割かなければいかんと

いうことでありますから、そのことができる

かどうかということも心配になってきます。 

 しかしながら、誘致することの大切さはわ

かるものですから、ぜひ民間を主にこんなこ

とができないかどうか、これからも研究して

いきたいと思います。 

 特に内灘町は恋人の聖地という新たな観光

スポットができたわけでありますから、すば

らしい河北潟や白山山系、立山山系あるいは

日本海、夕日というすばらしい風景も持って

おるわけですから絶好の撮影機会に恵まれて

いるということで、その思いも含めて改めて

また研究させていただきたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

○議長【北川進君】 川口議員。 

○３番【川口正己君】 ありがとうございま

した。 

 答弁は結構ですが、金沢にしたって輪島に

したって、全国100以上の各地にフィルムコミ

ッションがありますけれども、日本フィル

ム・コミッション協会というのに全部の団体

が参加していまして、もうテレビドラマやと

か映画のロケ、そしてＣＭはちょっとあんま

りあれらしいですけれども、全部その映像会

社の制作会社が日本フィルム協会というとこ

ろに打診をして、そしてその日本フィルム協

会というところが頭になって、各地のところ

でこんなような映画を撮りたいというがでや

って、希望、手を挙げてきた各地のフィルム

コミッションの中からその制作会社が選ぶと

いう方式をとっておるそうでさほど人員、輪
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島の場合は観光課がありますもので、そちら

のほうがやっておるもんで６人の、専門でや

っておるわけじゃないもんで、そこら辺もま

たよく研究して、よろしくお願いいたします。 

 それでは次の質問に入ります。 

 それでは、次の町総合公園についての質問

に入ります。 

 総合公園については３つの質問がございま

すので、よろしくお願いいたします。 

 総合公園は町最大の公園で、園内にはグラ

ンドゴルフ場、温水プール、テニス場、大型

遊具海族船などさまざまな施設がそろい、週

末には親子連れを初めとし、町内外の多くの

人たちに愛され、にぎわっております。また、

ことし４月29日には、その中でも子供たちに

一番人気の海族船がリニューアルされており

ます。しかし、異常気象とも言える今夏の記

録的な猛暑により、いつもの夏は子供たちで

いっぱいの総合公園はがらがらの状態でした。 

 以前より多くのお母さん方より、なぜ総合

公園に子供たちを安心して遊ばせられるよう

な水辺空間がないのかという声を聞いており

ます。確かにことしの夏にそのような安心・

安全な水辺の遊び場が海族船の近くにあれば、

もっとにぎわっていたのではないかと考えて

おります。 

 また、以前に先輩議員たちが質問したこと

があると思いますが、テニスコートなどのス

ポーツ施設で疲れた足をいやせる温泉を利用

した足湯をつくる考えはございませんでしょ

うか。 

 ２つ目の質問は、現在、総合公園内にある

駐車場にさくで囲まれた一画がございます。

この駐車場を、平日はさくを取り払い開放で

きないかという質問でございます。 

 この駐車場は、リニューアルした海族船の

オープンにあわせてさくが取りつけられまし

た。その理由としては、以前にも増して集ま

るであろう子供たちが車に巻き込まれるので

はないかという配慮からと聞いております。

確かにその理由には納得する面もございます

が、サイクリングターミナルを利用する方々

より苦情の声を聞いております。 

 サイクリングターミナルは、福祉センター

本館の閉鎖により、以前にも増して利用する

人たちが多くなってきておりました。しかし、

さくを取りつけた月を境にして売り上げ、来

館者が大きく下がり、ついには併設する展望

レストランを指定管理していた業者も11月に

撤退しております。 

 そうなった理由としましては、前述しまし

た猛暑もあるとは思いますが、やはり目の前

にある駐車場が使えないことが最大の原因で

はないかと考えております。 

 土日は確かに危険があるかとも思いますが、

せめて平日に駐車場を開放することはできな

いものでしょうか。 

 最後の質問に入りますが、町管理公社に総

合公園全体を指定管理させる考えはないかと

いう質問でございます。 

 その理由としましては、現在、総合公園内

に設置してある案内看板には、事故、けがの

ときやお問い合わせなどの場合には都市建設

課に電話するよう、電話番号とともに明記さ

れております。しかし、総合公園を実際に利

用する方々にすれば、もしも自分たちがけが

や事故に遭った場合には、目の前にあるサイ

クリングターミナルに行くのが当たり前では

ないでしょうか。 

 実際に公園内での事故やけがなどはほとん

どないと聞いておりますが、落とし物や迷子

の相談などではサイクリングターミナルに駆

け込んでいると聞いております。また、グラ

ンドゴルフ場を利用する場合でも、予約しよ

うにも役場の２階の都市建設課に行くか電話

しなくてはならないなど、不都合があると聞

いております。 

 そこで、総合公園全体を町管理公社に指定

管理させれば利用者の利便性も向上するので

はないでしょうか。執行部の見解をお伺いい
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たします。 

○議長【北川進君】 橋本稔都市整備部長。 

   〔都市整備部長 橋本稔君 登壇〕 

○都市整備部長【橋本稔君】 川口議員の総

合公園に関連する質問に対してお答えいたし

ます。 

 まず、総合公園内に水辺空間をというご質

問につきましては、現在、町内の水辺空間を

有する公園は、それぞれ規模や施設内容に違

いはございますが、蓮湖渚公園、ハマナス恐

竜公園、学園緑地内にあります中国庭園、白

帆台第２公園、白帆台第３公園の５つの公園

がございます。 

 いずれの公園におきましても水処理施設の

更新や維持管理費が多額であり、冬期間やイ

ベント開催時以外などの利用者の少ない時期

には使用していない現状であります。これら

を踏まえ、総合公園の現整備計画からは水辺

空間の整備は除いている状況であります。 

 しかしながら、今議員が言われたとおり、

近年の異常気象もあり、猛暑対策施設や子供

たちが何らかの形で水にかかわることができ

る施設について、また質問にありました足湯

についても今後、研究、調査、検討していき

たいと考えております。 

 次に、サイクリングターミナル駐車場のさ

くについてお答えいたします。 

 現在、ターミナル前の駐車場は、海族船周

辺利用者の最も近いトイレとしての利用やレ

ストランへの通路として使用されております。

これらの安全を図るためさくを設置し、今現

在閉め切っております。 

 公園利用者であります子供たちが、曜日に

よって駐車場が閉め切りや開放というような

ことを実施した場合、混乱を来し危険性が増

すと考え、また、ターミナルや管理公社の意

見を踏まえ、安全・安心を図る上で年間を通

じて通行止めという措置をとっております。 

 今後、この閉め切った広場については、子

供たちの遊び場としての整備も検討し、公園

利用者の安全・安心や海族船周辺施設のさら

なる充実に努めてまいりたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 ３番目に、町管理公社に総合公園を指定管

理させてはどうかということにつきましては、

現在、サイクリングターミナルやテニスコー

トなど総合公園の一部の施設において既に指

定管理がされている状況であります。 

 議員ご指摘の町管理公社による公園を一括

した指定管理については、それらへの対応や

管理公社のあり方も含め、総合公園の統一的、

効率的管理を図るため今後検討していきたい

と考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

 以上です。 

○議長【北川進君】 川口議員。 

○３番【川口正己君】 再質問させていただ

きます。 

 さくの件なんですが、現状のままさくをし

てある状態だからあのさくを取っ払ってくれ

たらという、そういうような要望が私どもに

上がってくるんで、あの状況にしておくなら

ば、ちょうど今さくで囲っておる部分のアス

ファルトをめくって、そしてそこを土で埋め

戻して、そして芝生を敷いて、もうはなから

ここは駐車場じゃないという状況にぜひとも

していただきたいと思いますが、どうでしょ

うか。 

○議長【北川進君】 橋本都市整備部長。 

   〔都市整備部長 橋本稔君 登壇〕 

○都市整備部長【橋本稔君】 川口議員の再

質問にお答えします。 

 先ほどの答弁と少しダブることがあるかも

しれませんが、今後あそこについては子供た

ちの遊び場として整備を検討して海族船周辺

のより効率的な充実を図っていきたいと。そ

のためには、舗装をめくるか芝生にするか、

その辺も含めてまた検討していきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長【北川進君】 川口議員。 
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○３番【川口正己君】 それで結構です。 

 以上で私からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。 

○議長【北川進君】 10番、水口裕子議員。 

   〔10番 水口裕子君 登壇〕 

○10番【水口裕子君】 おはようございます。 

 2010年12月議会一般質問をさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

 大きな質問として３つございます。その３

つを一問一答でお願いいたしたいと思います。 

 まず第１番目には、町の入札方法について

お伺いしたいと思います。 

 去る10月25日、宮坂学童保育クラブの耐震

補強工事の入札が実施され、４社が応札した

結果、予定価格の93.2％で入札した業者が落

札しました。あとの３社の入札価格は93.8％、

94.3％、そして78.4％でした。初めて聞く方

は、だれもがあれと不思議に思う数字です。

聞き間違いかと思われるかもしれないので数

字でもう一度確認しますと、工事の予定価格

は1,050万円で、４つの会社の入札価格は、Ａ

社が979万円、Ｂ社985万円、Ｃ社990万円、そ

してＤ社823万円でしたが、工事を落札したの

は一番安い823万円のＤ社ではなく、２番目の

979万円のＡ社だったわけです。 

 なぜ、割合にすれば15％、金額にすれば150

万円も安かったＤ社が落札できなかったので

しょう。その表面的な表向きの原因は、今の

低入札基準価格にあると思います。八十出町

政になってから入札制度が改革され、指名入

札から一般競争入札になったほか、最低価格

の公表などいろいろ試行しながら今の制度に

落ちつきました。 

 最低価格は公表せず、集まった業者の入札

した価格から平均値をルールに出し、ルール

に従って最低価格を割り出すことにしたので

す。予定価格はずっと事前公表のままですが、

最低価格は公表せずにルールに従って最低価

格を割り出すことにしています。 

 そしてそのルールによれば、今回の最低価

格は836万円となり、最も安いＤ社はそれより

13万円安い823万円であったために失格にな

りました。何だか変だと思うのです。値段を

安くしたためにＤ社は失格し、町民は150万円

高い買い物をすることになったわけです。 

 今回の宮坂学童保育クラブ入札の問題は、

本質的には予定価格の事前公表が一つの原因

となって起こったと私は思っています。あら

かじめ1,050万円という予定価格を公表して

いるので、他のＡ、Ｂ、Ｃ社はこの価格に近

い値段で入札しました。この３社が高目だっ

たために平均額が上がり、それにつれて低入

札基準価格も上がったのでＤ社は失格したの

です。Ｄ社の78.4％の入札額が異常に安かっ

たり、それで建設工事がうまくいかないとい

うふうな、そういう値段ではなかったと思い

ます。Ａ、Ｂ、Ｃ３社が本気でこの仕事をと

ろうとしていたならもっと安値で入札しなけ

ればならなかったのではないか、予定価格が

あらかじめわかっていなかったら、この３社

の価格はもっとばらけていて最低価格が下が

り、Ｄ社が落札したのではないかと私は思っ

ています。 

 平成13年の一般質問で私は、事後にも事前

にも公表されていなかった予定価格の公表を

求めまして、「事前公表がはやっているけど、

情報公開と間違えているのではないですか。

また、業者や議員などの価格を教えろという

圧力から単に職員を守るためだけに事前公表

をするのではないのですか」と事後公表をす

るように求めたのですが、今の事前公表制度

に落ちついてしまいました。 

 八十出町政でもほかのことは変わりました

けれども、この事前公表制度は変わっており

ません。その後も私は一貫して、入札が終わ

ってから予定価格を事後公表するよう求めて

おります。 

 担当の方々はもうとっくにご存じと思いま

すが、今、世の中の流れは、公共工事の入札

及び契約の適正化の促進に関する法律により、
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入札の前に公表すると予定価格が目安となっ

て競争が制限され落札価格が高どまりになる

こと、建設業者の見積もり努力を損なわせる

こと、談合が一層容易に行われる可能性があ

ることなどにかんがみて、国においては、入

札の前には公表しないこととしています。 

 ただ、以前は附帯決議で事前公表も認めら

れていましたが、平成20年３月に総務省及び

国土交通省が入札契約の改善を早急に行う必

要があるとする通知を全国の自治体に送り、

事前公表の取りやめを以下のように促したと

聞いています。「入札前に予定価格を事前公

表することによる弊害を踏まえ、予定価格の

事前公表の取りやめ等の対応を行うものとす

ること。予定価格の事前公表を行う場合には、

その理由を公表すること。」この通達が出さ

れたことにより、制度を事後公表に変更する

自治体が相次いでいます。 

 インターネットを開いて「事後公表」で検

索してみるとそんな例がいっぱい出てきて、

だれにでもすぐわかります。トップに出てく

る北海道では、予定価格については平成16年

度から事前に公表をしてきたが、公正な競争

の観点から秘密性の確保が望ましいことなど、

平成19年10月から事後公表の試行を行ってき

た。試行状況を検証した結果、工事の予定価

格は事後公表とすることにした。また、無作

為係数を乗じて算出する最低制限価格の設定

についても、予定価格の事後公表の全面実施

にあわせて廃止するというふうに北海道では

決めております。その後にも、和歌山県みな

べ町、日光市、玉野市、笠間市と次々続いて

同じような制度改革が続いております。 

 「予定価格の公表時期は、主要発注機関の

４割以上で入札後を採用している。事前公表

から事後公表への流れは拡大している」とい

う記事も読みました。 

 内灘町でも入札における予定価格の公表は

事後公表に変更していくように求めたいと思

いますがいかがでしょうか。町の考えをお伺

いしたいと思います。 

○議長【北川進君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 まず、本町で現

在採用しています低入札基準価格取扱要綱に

よります入札につきましては、平成21年５月

から実施をしているものでございます。 

 この方式は、著しく低い価格での入札を基

準以下として排除でき、工事の品質を確保す

るものでございます。ということで、平成21

年５月から導入をしたものでございます。 

 議員ご指摘の宮坂学童保育クラブ施設の入

札につきましては、基準以下の低い価格での

入札でございました。必ずしも最低価格入札

者が自動的に決定する方式ではありませんの

で、ご理解をお願いをいたします。 

 次に、予定価格の事前公表につきましては、

入札前に予定価格を探ろうとする不正な動き

を防止する観点や、透明性、公平性のある競

争の確保を目的として全国的に行われている

方法でございます。 

 本町では、平成17年７月から予定価格を事

前に公表をしています。現在、石川県内では、

県を初めほとんどの市町で予定価格の事前公

表を実施をしております。 

 一方、議員のお話のとおり平成20年３月に

は、国から予定価格が目安となり適正な競争

が行われにくくなることや、建設業者の見積

もり努力を損なわせること等の弊害を踏まえ、

事前公表を取りやめる方向性の通知がござい

ました。 

 このように予定価格の事前公表、事後公表

にはそれぞれメリット、デメリットがありま

すが、本町では、入札前に誤解を招くような

不正な動きを防止する観点、内灘町の業者の

構成状況等をかんがみまして、これまでどお

り予定価格の事前公表を継続していきたいと

思います。どうぞご理解をお願いいたします。 

○議長【北川進君】 水口議員。 

○10番【水口裕子君】 答弁いただきました
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けれども、ちょっとやっぱり納得できません

ですね。 

 やはり内灘町でも、そんなふうな職員さん

の心意気、職員さんの倫理条例ももちろんや

っぱりございます。そういうふうなものを信

じて前向きに事前公表をやめて、事後公表と

いう国の通達に従った方向性を進めていって

いただきたいと思います。 

 先ほども言いましたように、予定価格の事

前公表を行う場合は、その必要理由を公表す

ることというふうな通達もあったと思います。

それに比べまして、それと考えまして、今の

事前公表するとやっぱり、お話の内容ではい

ろいろと働きかけがあってその事前の値段を

探ろうとする、そういう動きがあるというふ

うにとれたのですけれども、そういうことと

とってよろしいですか。 

 それで、今年度の入札53件の落札率は、資

料によりましたら70％が18件、34％あります

が、90％以上も23件で43％、同種類の工事で

70％でずっと３つも４つもそろっていたり、

94％で同じ種類の工事でずっとそろって出て

いたりする。そういう結果には不自然な感じ

が否めません。 

○議長【北川進君】 出川総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 本町では、先ほ

ども申し上げましたが、平成17年７月から予

定価格の事前公表をしています。全国的にも

予定価格の事前公表をしたその背景には、入

札前に誤解を招くようなそういう動きを防止

するという、そういう観点から実施をしてい

ると、そういうふうに理解をしています。 

 例えば７月12日に行われた石綿セメント工

事では、３社が70％でとっております。その

中にある一つの会社がほかの９月24日にあり

ました雨水管渠整備工事では、例えばＯ社と

いたしますと、70％だったＯ社がほかの会社

３社、４社とともに、今度は94％になってお

ります。９月13日には、その同じＯ社がほか

のまた４社とともに、ほかの３社とともに

70％というふうに、そんなふうな不自然な動

きがございます。 

○議長【北川進君】 水口議員。 

○10番【水口裕子君】 やはり事前に業者と

かいろんなところからの値段を探る、そうい

う動きがあることを恐れての事前公表かなと

いうふうにとれたのですけれども。 

 10月19日の北陸中日新聞によりますと、全

国市民オンブズマン連絡会議は、落札率90か

ら95％は談合の疑いがある、95％以上は談合

の疑いが極めて強いというふうにしておりま

す。内灘町では99％というのも、１つですが

ございました。石川県の公共事業の落札率は

高水準で入札制度の見直しを求めているとい

うふうにこの新聞では報じておりました。 

 先ほど石川県ではこの事前公表はまだやっ

ていないというふうな、やっているところが

ないというふうなお話だったと思いますが、

石川県のお話としましては、予定価格を隠す

と探ろうとする動きがどうしても出てくると。

汚職にもつながりかねないというふうな見解

が石川県からは出ております。だから、やは

り内灘町としてもそれに踏襲されているのか

なと思いますけれども。 

 先ほど申し上げました事前公表を促進する

というか、取り入れていけばこういった問題

もなくなっていく。かえって業者さんのため

にもなるのではないかというふうに思います

がいかがでしょうか。どのようにとらえてい

らっしゃいますでしょうか。 

 それに比べて和歌山県のほうでは、知事が

「倫理規定や監察査察制度もあります。何よ

り職員の士気が高く、信用してもよいと私は

思っています。県庁を守るために業界に負担

をかけるのは本末転倒である」というふうに

和歌山県の知事はおっしゃっております。 

○議長【北川進君】 出川総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 今ほどのオンブ
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ズマンの件ですが、本町におけます入札にお

きましては、それぞれの入札において応札業

者が適正な積算によって入札をされた、その

結果であると、そういうふうに思っています

し、そういう結果であります。 

○議長【北川進君】 水口議員。 

○10番【水口裕子君】 今、ちょっと答弁が

よくわからなかったんですけど、「不適切」

というふうにおっしゃいましたですか。不適

切な結果だというふうにおっしゃいましたで

すか。どんなふうに言われたのかちょっと聞

き取りにくかったのですが、もう一度確認さ

せていただいていいですか。 

○議長【北川進君】 出川部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 私の発言に誤解

があったかと思いますけれども、適正な積算

によって入札された結果であります。 

○議長【北川進君】 水口議員。 

○10番【水口裕子君】 これ以上押し問答し

ていても、今の段階では事前公表はやめない

というふうに決めていらっしゃるようですの

で、これでこの質問はとりあえずおしまいに

しますけれども、事前公表をするにはもっと

きっちりと皆さんに納得のいく理由が必要だ

と思いますし、先ほども申し上げましたよう

に94％で並んでいる、70％で並んでいる、そ

ういうふうなものは、やはり事前に予定価格

が公表されているからそれに応じて入札され

るからだと思います。やはりもう一度検討し

直していただきたいとお願いしておきます。 

 次に移ります。 

 Switchという国際交流ボランティアグルー

プの日本語教室について再度お尋ねいたしま

す。 

 ６月議会でこちらのグループの状況を述べ

て幾つか質問いたしました。そのとき、「講

師の皆さんには大変感謝している。支援して

いきたい」という町長の答弁をいただきまし

たが、来年度の予算裁定時期に当たり、どこ

まで具体的な取り組みができるのか今のとこ

ろ見えていないので、再度お示しいただくた

めに質問いたします。 

 まず、日本語教師の資格を持った方を内灘

町として育成するという点についてはいかが

でしょう。 

 輪島ではあの後、県の支援を受けて講座を

開き、19名の講師が誕生したということです。

輪島市の在住外国人は、昨年190人、内灘は４

月現在182人ということからも支援が急がれ

ることはご理解いただけると思います。 

 能美市では、新しい情報としまして、今年

度、日本語教師の養成講座を開催しました。

県のリファーレに講座開催を申し込んだが、

既に輪島市での開催が決まっていたために独

自で取り組んだそうです。８カ月28回の講座

の経費は、講師料16万8,000円、25名の講師が

養成でき、来年度には日本語教室を立ち上げ

たいというお話でした。 

 ここで注目すべきは、能美市が単独で養成

講座を開いたということももちろんなのです

が、多文化共生のために、まだ存在していな

い日本語教室の必要性を認めて市が準備を始

めたということです。 

 内灘町では７年も前からボランティアさん

の力で教室が開かれてきて大変すばらしいこ

とですが、ボランティアとして活動されてき

た方の都合が悪くなったらそれで終わりにな

ってしまうようなことになっては、本当の多

文化共生を考えているとは言えません。しっ

かりとシステム化しておく必要があります。 

 それは今の時代、自治体の仕事ではないで

しょうか。能美市のように30回もの講座が無

理ならば、五、六回の入門講座からでも始め

てはどうでしょう。日本語教師の養成につい

て、再度お考えをお尋ねします。 

 また、この項の２番目として、町の小中学

校に在籍する日本語の支援を必要とする児童

への支援についても、やはり一部の方たちの

ボランティアだけに任せてはいけない。しっ
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かりしたマニュアルをつくり、町として支援

の方向を打ち出すべきではないかという点に

ついてですが、この問題も町で日本語教師が

ふえていけば独自の体制が組め、この問題は

解消していくことと思われます。いかがでし

ょうか。あわせて答弁をお願いいたします。 

 また、この項の最後になりますが、地域を

構成するすべての人を仲間として認め合い、

ともに地域づくりを進めようということは、

老いも若きも、男も女も、そして男性も女性

も、そして障害のある人もない人も、みんな

が一緒に地域づくりをしていこうという考え

方は町長が最も大切にされている考えではな

いかというふうに思っておりますが、内灘町

は多文化共生をどのようにとらえ、どのよう

に進めていこうとしているのか、お聞かせを

願います。 

○議長【北川進君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 水口議員の日本語

教室の支援についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 ご質問の中にもありましたように、近年は

国際化が進展して、隣人が外国人というよう

なことも特別ではないという、そういう状況

になっております。内灘町にも、今ほどご質

問にもありましたように11月末現在で約180

名という方がお住まいでございます。 

 こうした皆さんにつきましては、日本人と

同じように働いたり、あるいは学校で勉強し

たりということでございまして、多文化共生

ということにつきましては、このような外国

人の皆さんも同じ地域の住民として互いに認

め合い、互いにその地域づくりをしていこう

と、そういうことと認識はいたしております。 

 そのような社会づくりのために、国籍とか

民族、そういったものが異なる人々が互いに

文化の違いを認め合い、対等な社会の構成員

としてともに生きていくということは非常に

重要なことだと、そのように認識いたしてお

ります。 

 内灘町には、議員おっしゃいますように外

国人の方へ日本語を教えるボランティアの皆

さんがおられまして、この多文化共生の精神

のもとに活動されておられます。多くの方が、

そしてまたそこの学びの場となっております。

それは、そのボランティアの方々の非常に高

い志のたまものと深く感謝と敬意を表すると

ころでございます。 

 そこは単に日本語を教えるばかりではなく、

日本の風習を教えたり、困り事の相談を受け

たりというような非常に大切な交流の場とも

なっていることも認識はいたしております。 

 そのように考えますと、やはり多文化共生

の第一歩というのは外国人の方々に簡単な日

本語を知っていただくことであり、それが地

域の皆さんとの交流や安心感につながってい

くと、そんなふうに思っております。 

 そういった観点から、本町といたしまして

は、ボランティアの皆さんと協働をして日本

語を教えるための入門講座を河北郡内で共有

といいますか、そういったことも勘案し、現

在の日本語教室を実施していらっしゃいます

ボランティアの方が講師になるというような、

そのような講座を持つということもあわせて

検討してまいりたいと、そのように考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長【北川進君】 水口議員。 

○10番【水口裕子君】 河北郡市でというこ

とでございますね。いいと思います。ぜひと

も、ボランティアの方たちも力を発揮してく

ださると思いますので、そういった方向で進

めていただければありがたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

 最後になります。大きな質問の３番目、屋

根の上で太陽熱によってお湯を沸かす太陽熱

温水器についてお伺いします。「太陽光温水

器」と書いておりますが、「太陽熱温水器」

というのが正確なようです。 
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 ことしの３月議会でも補助を求め一般質問

いたしましたが、太陽光発電と太陽熱温水器

を同時に屋根に載せることは危険なので、温

水器への補助は見合わせたというふうな答弁

でありました。 

 しかし、数百万円する太陽光発電のパネル

を取りつけるのは無理でも、数十万円で済む

太陽熱温水器なら、町の推奨と補助があれば

設置はもっと進むのではないかと思うのです。

中国では爆発的に普及しているそうですし、

アメリカでは必ず設置することを住宅の新築

条件にしている自治体もあるそうです。日本

では、一時のように普及が進まなくなって残

念です。 

 太陽光発電への補助金が他の自治体に比べ

て断トツに大きく、住宅への設置が進む内灘

町は、マスコミにも大きく取り上げられ、注

目されています。個人住宅の風力発電への補

助にも以前前向きな答弁がありましたし、自

然エネルギーに対する取り組みは、ランドマ

ークとしての大きな風車とともに町の環境問

題への熱意をあらわしていると思います。 

 何よりも、先日の環境フォーラムでも子供

たちの発表がありましたけれども、子供たち

の環境問題への取り組み、そしてこのたびの

エコスクールの認定、そういった子供たちの

取り組みは町民にとっての誇りでもあります。 

 そこで、自然エネルギーに積極的に取り組

んでいる内灘町、環境問題に熱心な内灘町と

して、太陽熱温水器への補助を再度検討して

いただきたく取り上げました。ぜひ前向きな

考えをお聞かせください。 

 ところで、これで本当は終わるつもりだっ

たのですが、先日、プラチナ社会についての

学習会がありました。そこでスウェーデンの

ことを聞いたのですが、私は９月にドキュメ

ンタリー映画「ミツバチの羽音と地球の回転」

という映画も見ました。 

 この監督の鎌仲ひとみさんという方は、内

灘町の男女共同参画の講師としても、また住

民が開催した映画会の講師としても内灘町に

はなじみの深い方で、映画は、エネルギーの

転換が進まず自然エネルギーが３％にすぎな

い日本と、着々と自然エネルギーの転換を進

め50％にも迫ろうとしているスウェーデンと

が対比して描かれています。 

 このような映画を見た後で、先日、職員研

修会の講師としては、三菱総研の松田研究員

という方がいらっしゃってお話ししてくださ

ったのですが、この方もお話の中にスウェー

デンのことを取り上げておりました。来春ス

ウェーデンに視察に行かれるそうで、その視

察に対して、内灘からもよろしかったらどう

ですかというふうなお誘いがありました。 

 先ほどから申し上げております自然エネル

ギーの環境問題にとどまらず、この町の未来

をしょって立つ若い世代の職員さんの中から

このプラチナ社会の学習会講師がお招きとい

うか、お声をかけてくださったスウェーデン

視察に、若い職員さんの中からまちづくりの

ための研修として参加していただけたらなと、

すごくそのとき思いました。 

 研修費はできるだけけちらない、これは町

長の方針であります。通告には間に合いませ

んでしたけれども、ぜひぜひ検討、実現して

いただきたいとつけ加えさせていただいて、

私の質問を終わります。 

 最後の答弁、よろしくお願いいたします。 

○議長【北川進君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 水口議員の太陽熱

温水器への補助の話に対するお答えをしたい

と思いますが、内灘町ではご案内のとおり、

平成17年度から住宅用太陽光発電への補助を、

また本年度よりエコキュート、エコジョーズ

といった高効率の給湯器にも補助を行ってお

ります。そして全町的な地球温暖化対策の推

進を図っているところでございます。 

 太陽光発電システムは、直接自宅で発電す

るために送電ロスがないといったこと、さら
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には結果的にそのことが省エネルギーにつな

がるといった、そういう効果を期待するもの

であります。 

 今おっしゃいましたご提案の太陽熱の温水

器につきましては、最近では、重たいんです

けれども貯湯タンクを地上に置きまして、軽

い集熱器だけを屋上に上げるという、そうい

う強制循環式なども発売されてされていると

伺っているわけでございます。 

 また、太陽光発電に比べてエネルギー変換

効率も高いということでありますので、当町

の財政状況との兼ね合いを考慮しながら、来

年度より補助対象機器に加えて地球温暖化対

策のさらなる充実を図っていきたいと、この

ように考えているところでございます。 

 今のところ、以上でございます。 

○議長【北川進君】 蓑副町長。 

   〔副町長 蓑外史男君 登壇〕 

○副町長【蓑外史男君】 水口議員の最後の

質問のところです。 

 おっしゃるとおり、スウェーデンは環境の

取り組みが非常に進んでおります。また、高

齢社会に対する対応も非常に進んでいるんで

す。そういう意味では、行って勉強する国と

しては非常にいい国であるというふうに認識

しております。 

 おっしゃいますとおり、若手の職員の中で

ぜひ勉強したいというふうな職員が出ました

ら、ぜひ応援していきたいというふうに思い

ます。 

○議長【北川進君】 水口議員。 

○10番【水口裕子君】 済いません。これで

終わりますと言ったんですけれども、一つ飛

ばしておりまして。 

 ずっと私は、いろいろ新しい機器とかいろ

んなものを入れまして自然エネルギーでその

発電をしていくということを求めております

けれども、先ほど給湯器が下にあるという、

そういう設備もありますよと町長さんご案内

していただいたんですけれども、地場産業セ

ンターの隣に県のエコハウスというのがござ

います。そこを見学に行きましたら、そうい

うふうな地上に重たいタンクを置いて、上は

軽いのだけという、そういうふうなのがあり

ました。そういったものも新しいのができて

きているんだなということを思いましたけれ

ども。 

 そこへ行って思いましたことは、やはりソ

ーラーパネルとか、それから風車までついて

おりましていろいろ発電設備があったんです

けれども、そこではトイレの戸を開けた途端

にトイレのふたのあけ閉めを自動にするとか、

それから暑さを防ぐための遮光パネルがやっ

ぱり自動開閉するとか、こんなものが本当に

必要なんだろうかというものがいろいろと含

まれて設備されておりました。 

 やはり太陽光とかそういったもので電気を

つくっているということが免罪符ではなくて、

節電していく、要らないものは省いていくと、

そういったことがとりあえずはやっぱり一番

大切なのではないかと思うのですが、それで

前、内灘町で、発電所宣言よりも節電所宣言

をしていただいたらどうでしょうかというこ

とも申し上げましたけれども、節電がやはり

一番であるというふうな考え方についてはい

かがお考えでしょうか。 

 申しわけありませんでした、抜かしまして。

これが最後でございます。よろしくお願いい

たします。 

○議長【北川進君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 水口議員の質問に

答えたいんですが、質問させたみたいな格好

になりました。 

 今ほども節電、節約の大切さについてお話

がございました。内灘町では、今年度末に町

域全体で温暖化対策実行計画の策定を今目指

しているわけでございまして、町民の皆様の

お一人お一人に、日々の暮らしの中から温暖

化対策を進めていただきたいと、このように
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考えているわけでございます。 

 消費エネルギーを抑え、未来の子供たちに

良好な環境を残していくために何をなすべき

か、何を優先すべきかということは、申すま

でもなく、二酸化炭素にしてもごみにしても

まずは出さない、こんなことだと思っておる

わけでございまして、排出を抑制することが

最重点課題だとの認識は私も水口議員も同様

であると思っているわけでございます。 

 私たち日本人が古来持ち続けてきました

「もったいない」という言葉に代表される、

物を大切にする心、自然を敬い共生をする生

き方などなど、難しいことではありますが、

豊かさ、便利さを追い求めながらもそういっ

た細やかな心遣いを持った町民活動を展開し

ていくために、例えば、先ほど議員おっしゃ

いましたように、ご提案の環境映画の上映な

ど、さらには女性会、壮年会手づくりの環境

フォーラムをさらに充実させることなどなど、

町民代表である皆様方と町民の皆様とともど

もに知恵を絞ってまいりたいと思いますので、

今後とものご協力を賜りますようにお願いい

たしまして、答弁とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○10番【水口裕子君】 終わります。 

○議長【北川進君】 ７番、夷藤満議員。 

   〔７番 夷藤満君 登壇〕 

○７番【夷藤満君】 平成22年第４回内灘町

議会定例会において町政一般質問の機会を得

ましたので、通告に従い質問をさせていただ

きます。答弁に当たります町長並びに関係部

課長におかれましては明確な答弁をいただき

ますよう、まずもってお願いをいたします。 

 質問に入る前に、ことしは教育関係では大

変すばらしい年になったんではないかなと、

こういうふうに思います。 

 ことし４月には、プロ競輪選手の小嶋道場

の皆様が町を訪れ、各小学校に対し18台の一

輪車を寄贈していただき、また全国２万5,000

校の中から大根布小学校がフューチャースク

ール推進事業になったと。また、清湖小学校

もＩＣＴを活用した授業の一環をとらえるな

ど、本当にすばらしい年になったんではない

か。また、鶴ケ丘小学校においては、世界の

北島康介選手が小学校を訪れ、子供たちと交

流していただき元気を与えてくれました。そ

ういった教育関係ではとてもすばらしい年に

なったと私は思います。 

 しかし、世界に目を回すと、北朝鮮では韓

国にミサイルを打ち込むなど、また日米間の

合同訓練のさなか、日本上空をロシアの戦闘

機が領空侵犯をするなど、政府の世界におけ

る弱腰外交がこのような状況を招いているの

ではないかと思います。 

 政治とカネについても、小沢一郎氏の説明

責任が果たされない中知らん顔で、これでは

国民の政治離れがますます拍車をかけるに違

いありません。また、信頼など得られるわけ

がありません。 

 一日も早く景気が回復し、国民の皆さんが

幸せになれる日が来ることを願い、質問に入

りたいと思います。 

 まず最初の質問は、環境問題についてでご

ざいます。 

 最近「エコ」という言葉がちまたに流れて

おりますが、しかし環境汚染という問題も後

回しにはできません。 

 私はことしの６月ごろから、大野川の向か

いの金沢市の工場、仮称ではございますがＡ

社、そして10月ごろからＢ社について町民の

方々と工場から上がる煙、におい、音につい

て話し合いを重ね、協議を重ねてまいりまし

た。そして、金沢市環境指導課に何度となく

足を運び、電話で連絡をしながら、こういっ

た問題について苦言を呈してまいりました。

回答は「何の問題もない。県の定めた基準値

をクリアしており、問題がない」という最初

のお答えでございました。 

 しかし、私たち町民グループと一緒に夜、

この工場を見て回り、そして煙突から22時を
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回っても工場の煙が上がっており、町民から

はにおいや廃材の燃えかすが川を越えて向粟

崎、鶴ケ丘の一部に飛んできていることは紛

れもない事実を確認いたしております。一部

の人たちの中ではアレルギー症を持っており、

のどの痛みを訴える人もおいでます。 

 町はこのようなことを把握していたのでし

ょうか。このことについてまずお聞きをした

いと思います。よろしくお願いします。 

○議長【北川進君】 川口克則町民部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 夷藤満議員

の１点目の質問でございますが、以前より対

岸の工場の煙、におい等について町民より問

い合わせがなかったかということでございま

すが、以前より問い合わせがございました。

その都度、金沢市へ調査をしてほしい旨を強

く申しております。 

○議長【北川進君】 夷藤議員。 

○７番【夷藤満君】 ありがとうございます。 

 それではここで、その工場の一部の写真を

見ていただきたいと思います。 

   〔写真提示〕 

 今ほど私がＡ社と申します工場の煙突から

出る煙でございます。こちらの煙に関しまし

て、金沢市の環境指導課に対し、この説明を

していただきました。その結果、この白い煙

はおおむね水蒸気であろうと。しかし、この

本管から上がるものに対しては焼却炉で燃や

したものが上がるということを確認してまい

りました。そして時間帯は、これは午後４時

でございます。 

 その中で私がお聞きしたいのは、金沢市が

焼却許可を出しているのは午前７時30分から

夜20時、８時まで、この時間を過ぎても煙が

上がるということはどういうことかと。まだ

炉の中にそういった燃やし残しがあるため、

その時間を過ぎても煙が上がるという説明を

受けております。かといって、８時に炉を閉

めたといたしましても、その後、火がおさま

るのに約２時間がかかり、煙が上がり続ける

といった状況でございます。大量の焼却物が

あるときは夜中まで煙が上がっていることも

あると町民の方々から訴えがあります。この

ことについて町はどうお考えでしょうか、お

聞かせください。 

○議長【北川進君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 黒い煙の件

につきましては、以前より金沢市のほうから、

黒く見える煙は正常な炉であれば水蒸気で、

光の関係で黒煙に見られがちという見解を受

けております。 

 また、焼却炉の稼働時間でございますが、

当該事業所は廃棄物処理法の適用を受ける事

業所であり、焼却炉の運転に関しましては１

日８時間の規制がございますが、運転時間帯

につきましては規制がなく、そのため８時間

以内であれば焼却が夕方になることもあると

いうことでございます。 

 議員さん言われました夜の８時過ぎとか10

時、またその辺につきましても金沢市へ強く

要望したいと思っております。 

○議長【北川進君】 夷藤議員。 

○７番【夷藤満君】 次、それでは、この今

の写真と昼の写真と夜の写真を比べていただ

きたいと思います。 

   〔写真提示〕 

見ていただければ、この下に時計、時間帯が

出ております。部長見えます？ この時間帯。

今書いてあるのは21時27分の現状でこういっ

た煙がもくもくと上がっている状態でござい

ます。 

 こういったことをかんがみましても、非常

に業者的なものであって行政的なものではな

いと。いわゆる時間を無視して、そして炉の

回転をフル回転させながら仕事をしている。

仕事の効率性を重視した物のやり方であると。

住民とか環境、そういったものを全く度外視

したやり方だと私は思いますが、非常に遺憾
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に思うわけでございます。 

 ぜひ金沢市に対し今後、今から次にＢ社の

ほうに移りたいと思いますが、指導を徹底し

ていただきたいと思いますのでよろしくお願

いします。 

 それでは次、Ｂ社のほうに移りたいと思い

ます。 

 この質問の中で、最初にＡ社とＢ社という

お話をさせていただきました。このＢ社につ

きましてもことしの10月以降から大量の黒い

煙を上げているということから、町民の皆様

がのどの痛みやにおいが物すごい、そして大

野川の川の上が真っ黒だというようなお話を

いただき、確認し、調査をしてまいったわけ

でございます。これに対しましても、金沢市

に何度となく指導すべきではないかといった

話をしてまいりました。 

 その中では、先ほどのＡ社の問題に関しま

しては一応の結果は見られたなと思います。

しかしながら、Ｂ社は、その後３回の立入調

査が行われた結果、11月15日、11月25日、12

月１日と３回の立入調査が金沢市の環境指導

課が調査をいたしております。そのときに初

めて12月１日の３回目の調査で、実は会社側

から焼却炉が壊れていた。そしてそのときの

焼却炉の担当者が不在だったため、他の職員

が炉に火をおこし行った結果、黒煙が上がり、

大変迷惑をかけたと３回目の調査によって会

社側が明らかにしたと。そして今、指導がさ

れる中、きょうに至っても、その改修された

という結果が金沢市にはまだ報告がされてお

りません。その中、きょうの朝も煙が上がっ

ております。その炉を活用し木材を燃やして

いる、そういった状況であります。 

 その工場の一部のものを見せたいと思いま

すので、ごらんいただきたいと思います。 

   〔写真提示〕 

その煙はこういった状況でございます。もう

真っ黒の煙、この黒い煙というのはやはり物

を燃やした、その物が不完全燃焼であり、固

体化されたものが空気上に上がり、そして重

量があるということから一定の高さより上に

は上がらない、そして沈殿する、そういった

状況がこの河北潟、大野川の水上の上を漫遊

するという。そして内灘側から見た皆様がや

っぱり驚く、調査していただきたい、そうい

った中やったもので。 

 そして、この業者は非常に悪質であります、

私から言わすと。30分燃やし続けて真っ黒な

煙を上げていて、そしたら炉を一たんとめて

煙がなくなるのを待ってまた燃やす。それは

やっぱり故障したままの炉を使っていたから、

やはり心ではやましい思いがあった。そうい

った中で燃やし続けた結果がこういったこと

につながっているんではないかと私は考える

わけでございます。 

 このＢ社に対しましてどのようなお考えで

しょうか、お聞かせいただきたいと思います。 

○議長【北川進君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 今ほど夷藤

議員言われた事業所は、多分、金沢市湊１丁

目の製材業の事業所ではないかなと思ってお

るんですけれども。 

 金沢市では、12月１日に立入検査をしまし

た結果、焼却炉の助燃バーナーが故障してい

ることがわかったわけでございます。それで

市では早急に改善を指導し、改善後のばい煙

測定を実施したいと内灘町へ申し出ておりま

す。また引き続き、内灘町としましても金沢

市に強く早急に改善をしてほしいということ

を要望したいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 夷藤議員。 

○７番【夷藤満君】 それでは、ここで煙と

いうことでございますので、消防長に少しご

見解をお聞きしたいと思います。 

 こういった煙が上がるということは有害物

質、紛れもないわけであります。 

 今、金沢市との交流が進む中、金沢市との
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消防本部と連携を密にしていただき、今後と

も監視を続けていただきたいと思いますが、

その点についてどうお考えでしょうか。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 夷藤議員の質問に

お答えしたいと思います。 

○議長【北川進君】 津幡消防長。  今ほどＡ社、Ｂ社ということで、我々にと

ってはあってはならない環境汚染が現実に目

の前に繰り広げられているということに対し

て、最も近隣で、これまでも行政連絡会を結

んでお互いに住民の皆さんの教育あるいは福

祉、環境というものを高めていこうと、こん

な形で進めてきただけに、私は残念でならな

いわけでありました。 

   〔消防長 津幡博君 登壇〕 

○消防長【津幡博君】 今ほどのご質問にお

答えをします。 

 金沢市消防局とは平成20年４月１日から、

金沢市、かほく市、津幡町、そして内灘町の

２市２町の中で消防通信指令事務の共同運用、

つまり119番の通報から出動指令を行うまで

の事務を共同で運営をしておりまして、その

中で内灘町から３名の職員を派遣しておりま

す。そして２市２町の職員とともに、災害の

通報に対して対応をいたしております。 

 そういう意味では、これまでも培ってきた

金沢市との友好の中身を、新たに新市長が今

誕生したわけであります。ぜひ継続した形で

交流を進めていきたいと思っているわけであ

りますし、今ほど出されたこうした問題につ

いても素直に述べてご理解いただいて、こん

な話がやっぱり出てこないようにお互いに連

携をとり合っていきたいと思っていますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 通報の中には、緊急通報だけではなくて、

火災かどうかわからないが煙が上がっている

というような通報もございます。そうした場

合には、内灘町管内であれば内灘町の消防本

部が、また金沢市管内であれば金沢市の消防

本部がそれぞれ対応をし、連携を図っており

ます。 

○議長【北川進君】 夷藤議員。 

○７番【夷藤満君】 それでは、２点目の質

問に移ります。  今後とも町民の皆様のほうから情報提供が

あった場合には、これまでと同様にしまして、

金沢市消防局と連携を図りながら対応してい

きたいと思いますので、よろしくお願いをい

たします。 

 次の質問は、リサイクル推進交付金につい

てお伺いをいたします。 

 まず初めに交付金と補助金の違いを教えて

いただきたいと思いますが、よろしくお願い

いたします。  以上でございます。 

○議長【北川進君】 夷藤議員。 ○議長【北川進君】 川口町民福祉部長。 

○７番【夷藤満君】 この質問の最後に、ぜ

ひ町長にお答えをいただきたいなと思います。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 交付金と補

助金の違いでございますが、簡単に言います

と補助金は精算行為が出てくると、事業終わ

りまして。交付金のほうは精算行為がないと

いうことでございます。 

 新しい市長が誕生し、これからまたいろい

ろな形で行政間の取り組みが行われると思い

ます。この内灘町のすばらしい自然、美しい

空、美しい海、自然は町民の宝であります。

ぜひともこういった中、金沢市との連携を密

にしていただき頑張っていただきたいと思い

ますので、一言ご見解をいただきたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 夷藤議員。 

○７番【夷藤満君】 それでは、このリサイ

クル交付金の当初の目的と予算の算定方法に

ついてお伺いいたします。 ○議長【北川進君】 八十出町長。 
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○議長【北川進君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 夷藤満議員

のご質問でございますが、国におきましては、

大量消費、大量廃棄の時代から廃棄物の縮減、

資源の有効利用を目指し、平成３年に資源の

有効な利用の促進に関する法律を制定したも

のでございます。それに伴いまして、内灘町

でも、平成４年からリサイクル推進交付金を

町会に交付し、資源物リサイクルの推進をこ

れまで図ってきたところでございます。 

 この交付金につきましては、町会のステー

ション数や世帯数に応じて支出しているもの

でございます。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 夷藤議員。 

○７番【夷藤満君】 それでは、予算の内訳

ということで、次に平成20年度の決算で451

万5,000円、平成21年度決算で399万8,000円、

そして平成22年度予算といたしまして350万

円が計上されております。 

 そして年々50万円が削られてきているとい

った理由をここでお聞きしたいと思います。 

○議長【北川進君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 理由でござ

いますが、近年、リサイクルが町民みずから

リサイクルするという姿勢に変わってきてお

ります。また、財政事情にもよりまして、50

万円、22年度減額したものでございます。 

○議長【北川進君】 夷藤議員。 

○７番【夷藤満君】 今ほど答弁をいただき

ました。 

 町民の皆さんの意識が非常に高まってきて

いるという中、11月号の広報では「ウッチー

のごみ減量通信」という形でページを１ペー

ジ割いておられます。この中を見ますと、本

当に今部長が言われたとおり、町民の皆様の

意識の向上により、1,000トンまではいきませ

んがそれぐらいの削減が図られているんじゃ

ないか。すべてに関して合計いたしますと、

それぐらいのものが削減されているというこ

とでございます。 

 また、11月の広報では、「ウッチーのごみ

減量通信」というページの中で、内灘町のご

み処理経費が年間約５億円もかかっている。

これ、すなわち皆様の税金が使われていると

いうことであります。町民１人当たり年間１

万9,000円の経費がかかっていることになり

ますと言っているにもかかわらず、ここでな

ぜまた町会に対してこのような形でお金を出

す意味があるのか。皆様がリサイクルに対し

協力的にしていただいている。その中で、な

ぜこういったお金を今後出していく必要性が

あるのかお伺いいたします。 

○議長【北川進君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 当該交付金

につきましては、私どもステーションの設置

のための各種容器代や電気代など、運営に必

要な経費として使われているものと認識して

おります。このような考え方から交付金を支

出しております。 

○議長【北川進君】 夷藤議員。 

○７番【夷藤満君】 今ほど説明をいただき

ました。 

 電気代、またステーションその他の物品購

入などなどということでございますが、そう

いった中、地区に配分された交付金には決算

書などを提出する義務がないということであ

ります。 

 各町会が予算書などに計上せずに使ってい

るケースがあるとお伺いいたしておりますが、

そういった場合、町が各町会に対ししっかり

説明をし、地区の予算書に計上するよう指導

すべきではないかと考えますが、もしこうい

った地区があるとすれば町はどうお考えでし

ょうか、お伺いいたします。 

○議長【北川進君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 
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○町民福祉部長【川口克則君】 町会内での

会計処理につきましては町が関与するべきも

のではございませんが、この交付金本来の趣

旨に沿った使い道を今後町会にお願いしてい

きたいと、そのように考えております。 

 まず初めに、北部土地区画整理事業のこと

でございます。 

 この事業は今年終了に向けて進んでいるわ

けでございますし、先日、金沢のホテルにお

きまして完工式が盛大に行われたということ

で大変喜ばしいことでもあります。 ○議長【北川進君】 夷藤議員。 

○７番【夷藤満君】 今ほどの説明、ありが

とうございます。 

 また、私もことしの３月の定例会におきま

して、このことに関しまして一般質問をさせ

ていただきました。  私が考えるに、先ほど来、電気代、物品購

入費ということでありましたが、私は来年度

からリサイクル交付金そのものをなくし、補

助金や補正によって対応していくことが可能

ではないかと考えるわけでございます。 

 組合が保留地として持っていた地面も３筆、

無事に組合員自身の努力によって売却するこ

ともでき、そういう面では本当に組合の努力

に対して私自身敬意を払うものでもあり、こ

の事業が無事終了するということに対しても、

本当に組合員の皆様及び町の担当された方、

大変努力されたというのは、そういう面では

本当に感謝をしております。 

 こういった時代の背景を考えますと、削れ

るものは削り、そしてためるものはためると

いった方向で持っていくのがよりよい形では

ないかと考えますが、この点について来年度

の予算を計上するに当たり、補正やそういっ

たもので対応する考えはないでしょうか、お

聞きいたします。 

 また、私たち議会としましても、町側から

の提案されたことに対しまして大所高所の観

点から議論をさせていただきましたが、本当

に県の住宅供給公社、また組合各理事の方々、

そして地権者の方、町、本当に改めて14年間

の努力の結果がこういう形で完成した。そし

て町に対して５億余りのお金をいただき、そ

れによって町も今後のまちづくりを進めると

いうことになっております。 

○議長【北川進君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 このリサイ

クル交付金についてでございますが、地域の

皆様にごみ減量につながる主体的な活動を行

っていただけるような助成の仕方について、

今後、近隣市町の例も参考にしながら検討し

てまいりたいと考えておりますので、ご理解

のほどをよろしくお願いいたします。 

 この辺に関しまして、町は今後どういう形

でこの北部地区を開発、推進していくのかと

いうことについて、まず今回質問をさせてい

ただきたいと思います。 ○議長【北川進君】 それでよろしいですか。 

○７番【夷藤満君】 はい。  今回、白帆台の事業としまして14年間の歳

月、106億2,700万の事業費をかけてこの事業

が完成しました。これを内灘町の大型プロジ

ェクトと、最後のプロジェクトとは言いませ

んけれども一つの住宅地としての大型プロジ

ェクトには間違いございません。また、内灘

町の南北の格差を是正するための起点となる

開発には間違いございません。 

○議長【北川進君】 12番、八田外茂男議員。 

   〔12番 八田外茂男君 登壇〕 

○12番【八田外茂男君】 今定例会におきま

して町政一般質問の機会を得ましたので、通

告のとおり３点について質問をさせていただ

きます。 

 八十出町長及び執行部の皆様には、内灘町

町民に希望を与える答弁を期待いたしまして

質問に入ります。よろしくお願いします。 

 その辺に関しまして、町は今後どのような

形でこれを進めていこうというふうに考えて
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いるのか、まずその点からちょっと答弁をい

ただきたいと思います。お願いします。 

 この白帆台地区の発展が内灘町の新しい活

力基盤になることはもちろんでありますし、

白帆台地区への定住人口の増加をさらに加速

させることが町の喫緊の課題であるとも思っ

ておるわけでございます。定住促進奨励金の

拡大、拡充のほか、商業地への事業者の誘致、

さらに小学校の建設、白帆台インターチェン

ジの建設を急いでいく考えでございます。 

○議長【北川進君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 八田議員の質問に

お答えしたいと思います。 

 今ほどもございましたが、白帆台地区のま

ちづくりをどのように考えているかというお

話でございます。  白帆台以北のまちづくりにつきまして、現

在策定中の内灘町都市計画プランにおきまし

てまちづくりの基本方針を定める中、取り組

んでいく考えでございます。 

 ご承知のとおり、平成８年から始まりまし

た内灘北部地区北部土地区画整理事業につき

ましては14年の歳月をかけまして、本年11月

14日、その完工式が終わったわけでございま

す。施行面積51ヘクタール、計画人口3,200

人、この大規模住宅団地が完成したわけでご

ざいます。 

 この北部地区に当たりましては、日本海、

河北潟、町総合公園、権現森公園などの多様

な自然や地域資源を生かしまして、新たな交

流、にぎわいの創出、また自然環境と共生し

ながら、安全で快適に暮らせる居住環境づく

りを推進をいたしまして、住む人にも来訪者

にも魅力にあふれた地域づくりを進めてまい

りたいと考えているところでございます。 

 この間ご尽力を賜りました町議会議員の皆

様を初め石川県の住宅供給公社、組合役員、

地権者の皆様並びに関係各位の絶大なるご理

解とご協力に対しまして、改めて心からお礼

を申し上げたいなと、こんなふうに思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 八田議員。 

 この土地区画整理事業におきましては、河

北潟放水路によって分断された南北の均衡あ

る発展を目指しまして、平成４年に放水路架

橋事業とあわせた北部地区の開発推進施策と

位置づけまして北部開発促進協議会を発足、

また地権者の思いを一つに結集いたしまして、

当時ウルトラＣとも言われました本事業を強

力に進めてきたものであります。 

○12番【八田外茂男君】 答弁ありがとうご

ざいます。 

 いろんな面で今からの問題点及び方向性を

示していただきました。そういう面では、本

当に今から環境整備というのはすごい大事な

ものでもあり、北川悦子議員、また川口正己

議員がいろんな面で総合公園の活用とか、そ

ういう面で提案もされています。 

 事業計画では、抜群の眺望を背景に「碧の

風 光るまち」を目指し、広い敷地面積、地

区計画の設定、公共施設の配置、さらに電線

類の地中化等々、グレードの高い住宅団地の

形成をコンセプトに取り組んでまいりました。

しかしながら、景気の後退、人口減少化、地

価の下落などなど住宅地の処分が思うように

進まず苦戦を強いられておりましたが、ここ

に来て少し人口増加が見られてきたわけでご

ざいます。 

 そういうことはすごい大事やと思うんです

けど、いかに町外の人に、内灘町のこういう

ところがあるんだ、すばらしいところがある

んだと知っていただくための、私はやっぱり

ストーリーが必要やと。いかにこのストーリ

ーを使ってＰＲをしていくか。 

 先日というか産業建設常任委員会で、こと

し銚子鉄道の鉄道のあり方、ローカル線のあ

り方という面で視察に行ってまいりました。

銚子鉄道とぬれ煎餅、これは皆さんも多分知
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っておいでると思いますけれども、やっぱり

これを結びつけたのはマスコミの力なんです

よね。銚子鉄道としては、東京のキー局の放

送枠をいろんなコネを使って、要はただの、

無料でＰＲをしてもらった。それによって日

本全国が銚子鉄道とぬれ煎餅が結びついた。

ぬれ煎餅１枚でみんなで銚子鉄道を助けよう

という気持ちがあって、ぬれ煎餅だけで約４

億の売り上げを上げるまでになった。そこま

でいった。これはやっぱりマスコミの力とい

うのは大変すごい。 

   〔都市整備部長 橋本稔君 登壇〕 

○都市整備部長【橋本稔君】 八田議員ご質

問の海岸条例の進捗状況についてお答えいた

します。 

 本年９月の定例会におきまして、渡辺議員

のご質問にお答えしましたように、現在、早

期の条例化を目指し、内灘海岸魅力づくり委

員会で条例の骨子となるものを作成していた

だくよう働きかけ、条例制定に向け鋭意準備

を行っているという状況でございます。 

○議長【北川進君】 八田議員。 

 先ほども川口議員が言いましたようにフィ

ルムコミッション、それも当然同じことやと

思います。だから、いかに私たち内灘町の観

光をどうＰＲするかというのは、やっぱり物

語、ストーリーをつくって、今後どうやって

ＰＲするかというのはすごい大事やと思うん

です。 

○12番【八田外茂男君】 そういう「鋭意努

力している」という言葉は、正直な話聞き飽

きたというか、本当にどこまで進んでいるの

か、お聞きしたい。 

 現在、先ほども言いましたように産業建設

常任委員会で九十九里浜町へ行って、その海

岸条例のあり方とかいろいろ部長も一緒に行

って勉強してきたと思いますし、いろんな角

度で何回も私自身、ほかの地区にも執行部の

皆さんと同行した地区もございます。 

 そんなことも踏まえてぜひとも考えていた

だきたいし、先ほど川口議員の答弁の中でも

そういうふうな前向きな答弁がありましたの

で、ぜひともそれはそのまま続けていってほ

しい、そういう思いでおります。これに対し

ては、だから答弁はさきにしておりますので、

これはいいです。 

 そういうことを踏まえて、当然執行部もこ

の条例は必要やというふうに認識しておると

いうのはわかるんですけれども、なぜ進まな

いのかというのをやっぱりもう一度考えてほ

しい。  次に行きたいと思います。 

 次に、内灘町海岸条例についてお聞きいた

します。 

 新聞報道でいいますと、多摩川でのバーベ

キューの規制を試行的に今始めました。これ

についてもいろいろ調べますと、やっぱり関

係機関が何年もの間に何回も協議をして、そ

してやっとで試行的にことしから始めたとい

うふうに書かれております。だからそういう

ことを考えますと、こういう規制を設ける場

合は関係機関が一堂に会して共同、共通した

問題意識を持つ、そういうのがやっぱり大事

なんではないか。 

 この問題に対しましては、今まで私のほか

にたくさんの議員がそれぞれの方向性、角度

で質問をされています。私自身も平成18年か

ら数えて今回で４回目ということでございま

す。 

 ここでこの問題について、今さらなぜ海岸

条例が必要ということ云々かんぬんと言う必

要もないと思いますので、現状、この条例に

ついて町がどのぐらいまで進捗しているのか、

その辺をちょっと経過を含めて説明をしてい

ただきたいと思います。 

 だからそんなことを考えますと、当然国有

地ですから国、そして管理するのは県、そし

て隣接する金沢、内灘、そして金沢港という

こともありますので海上保安庁及び警察、そ○議長【北川進君】 橋本稔都市整備部長。 
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れに利用者でありますウインドサーフィン、

ジェットスキーをされる方、そして浜茶屋の

方、そして地域住民、商業者、それぞれが一

堂に会した会議を持って、何が問題なんだ、

何をしたらいいのかというのを一度するべき

ではないのか。そういうことを一歩でも前進

して、やっぱり進めるべきじゃないのかなと

いう思いがあります。 

○議長【北川進君】 八田議員。 

○12番【八田外茂男君】 残念ながら、そう

いう国、金沢市とか入れて共同でやるつもり

はないというふうにとっていいのかなと思い

ますけれども、よく考えてほしいんです。 

 その両方を探るというのはわかるんです。

わかるんですけれども、ほんならそれをどう

いうふうにして守っていくのかということに

なると、それぞれの管理者の権限があるはず

なんですよね。だからそんなことを考えれば、

やっぱり金沢市とか国とか県とかを入れて協

議するのは当たり前じゃないの。そういうふ

うに思いますし、これは内灘町のイメージと

いうのもすごい大事です。だからそれを守る

ためにも、また、今後新幹線が開通するに当

たって、有効な海水浴場として内灘町のイメ

ージを上げる。これはやっぱり大事なもので

しょうか。 

 今後そういう会議を町としてはするつもり

があるのか、ちょっとお聞かせいただきたい

と思います。 

○議長【北川進君】 橋本都市整備部長。 

   〔都市整備部長 橋本稔君 登壇〕 

○都市整備部長【橋本稔君】 先ほど申し上

げました内灘海岸魅力づくり委員会につきま

しては、海の家管理組合や漁協、各種マリン

スポーツの関係者、海岸清掃グループ、そし

て石川高専等、海岸に関連した各界各層の代

表者で構成されております。  皆さんもよく考えてほしいんです。皆さん

の身内、子供やら孫が内灘へ海水浴場に夏、

泳ぎにいきたいんです。皆さんは喜んで「あ

あ、いいとこや。行っておいで」と送り出せ

ますか。自信を持ってこの中で子供だけで海

水浴場へ行くと言うたら自信を持って送り出

せる人いますか？ 「変な大人についていっ

ちゃいかんよ」「周り見て泳がんなんよ」、

そんな注意事項ばっかり並ぶじゃないですか。

自分らのひざ元の海水浴場がそれでどうする

んですか。 

 これまではこの委員会におきましてさまざ

まなご意見をちょうだいしており、これから

はその意見をもとに安心で安全な海岸の利用

に関し、利用エリアの設定やルールづくりを

まとめていきたいと考えております。 

 一方、石川県では金沢港の十分な静穏の確

保と安全な航路の確保を進めるため、来年度

以降、防波堤の延伸等に伴う港湾区域の拡大

を計画しています。この計画により、当町の

海岸の一部が国から港湾区域に指定された場

合は海岸の利用に関して新たな規制や制限が

出てくることも考えられます。 

 内灘町として、町民の生命、財産を守る義

務があるんですよ。来年の夏までに、やっぱ

りこれは何らかの形でスタートできるような、

暫定でもいい、スタートできるようにするの

が、それは義務やと思います。 

 条例化のためには、これらの諸情勢を踏ま

え、国や石川県と海岸管理上の課題をより一

層緊密に協議していく必要があり、今後は差

し当たり海岸利用者の自主ルール策定を先行

させることも視野に入れ、内灘海岸魅力づく

り委員会を母体として議会にお諮りしながら、

早期の海岸条例の制定に向け作業を進めてま

いりたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 そういう関係機関を入れて協議をする気が

あるのか、もう一度お答えください。 

○議長【北川進君】 橋本都市整備部長。 

   〔都市整備部長 橋本稔君 登壇〕 

○都市整備部長【橋本稔君】 先ほど申し上

げましたとおり、内灘海岸魅力づくり委員会
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を母体として議会にお諮りしながら進めてい

くということと、先ほど議員が言われました

そういう協議会について少し研究して、どう

いう活動、どういう動きをすればいいか研究

してみたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長【北川進君】 八田議員。 

○12番【八田外茂男君】 先ほどから見ると

少し前向きな答弁が出たんで、ぜひともそう

いうふうにして協議をしていただきたいし、

皆さんが自信を持って「内灘海水浴場ってこ

んなすばらしいとこなんだぞ」と言える海水

浴場にみんなしたいと思うんです。だからみ

んなの力でやっぱりしようじゃありませんか。

ぜひともそういうふうに考えていただきたい。

そして、できるところから一つずつつくって

いくというのは、やっぱりすごい大事やと思

うんです。 

 私としては、一つのきっかけとして３月議

会に夜間の花火の禁止条例、議会議案として

提出させていただきたいなと、そういうふう

に考えております。それが通るか通らんかは

別としても、議会としても何らかの提案をで

きるところから一つずつやっていくというの

も一つの、私たちとしては言うだけじゃなく

みずからもやっぱりそういう面で提案をして

いく政策集団でありたいというふうに思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 次に、庁内組織の再編成についてお聞きい

たします。 

 この問題につきましては、２年前にも一度

質問をさせていただきました。そのときの答

弁としては議論する必要があるというような

答弁でございました。生涯学習の考え方を生

かしたまちづくりが必要ではないかというこ

とで、そのとき就任したばかりの副町長に答

弁をいただきました。 

 その経過というか議論につきまして、どの

ような議論が今現在２年間でどのようにされ

てきたのか、ちょっとお聞かせをいただきた

いと思います。 

○議長【北川進君】 蓑外史男副町長。 

   〔副町長 蓑外史男君 登壇〕 

○副町長【蓑外史男君】 ただいまの質問に

お答えをいたします。 

 ２年前に、生涯学習行政のあり方というも

のに関して組織全体のあり方を改めて論議を

して考えていく必要性があるというお答えを

いたしました。単に生涯学習行政だけではな

くて、すべての行政に対して組織のあり方を

根本的に考える必要性を感じております、全

体としては。 

 現在の生涯学習行政につきましては、ご存

じのとおり教育委員会の中に所属する生涯学

習課が一元的に担当しております。 

 根拠となる法律で改めて私自身が勉強させ

ていただきましたが、社会教育法というのと

生涯学習振興法という──これは「生涯学習

振興のための施策の推進体制等の整備に関す

る法律」、非常に長い法律なんですが──こ

の２つの法律があります。これをおのおの別

の組織で受けとめてやっていったらいいのか、

あるいは同じ組織の中でやっていったほうが

いいのかというふうなことを考えながら、現

状では今の生涯学習課の中で一元的に進めて

いったらいいんだろうと、このことにつきま

してはそういうふうな認識をしているところ

です。 

○議長【北川進君】 八田議員。 

○12番【八田外茂男君】 答弁ありがとうご

ざいます。 

 まさにその辺を、今からどうあるべきかと

いうことを議論させていただきたいなという

ふうに思って今回質問させていただきました。 

 先ほど水口議員も言いましたように、先日

の町職員及び議会にも呼びかけをしていただ

きました「プラチナ社会構想を描く日本のこ

れからの方向性」ということについて勉強さ

せていただきました。本当に今からの社会は

熟成された社会で、いかに人、個々が生きが

 －68－



いを感じながらそのまちづくりをしていくか、

プラチナ社会という形で構築していくのかと

いうのを勉強していき、また今後ともこれに

ついては永遠のテーマといいますか地方自治

のテーマだと思います。それについてやっぱ

りスウェーデンとかそういうところに、機会

があれば本当にみずから行って勉強したいな

という思いはあります。 

 それにつきまして、現在、このプラチナ社

会、またその中にも出てきました特区の問題

もありました。この特区という考え方も含め

て、やっぱり今までの組織はどこに向いた組

織をつくってきたのか、これはやっぱりそれ

ぞれの法律、やっぱり国の機関、それぞれに

見合った形で町の組織はつくられてきたと思

います。 

 今、町民参画がうたわれています。町民に

ぜひとも、町政に対して参加してほしい。で

もその対応をする窓口が今町にあるのか。そ

んなことを考えますと、町民の目線でやっぱ

り組織を考えるべきじゃないのかな。今は完

全にやっぱり国、県に向いた行政の組織では

ないんでしょうか。 

 横のつながりはそれぞれの部長が当然連絡

係等やっています。それは当然の話です。で

も考え方はやっぱり違うと思うんです。だか

らそういうことを考えますと、縦割り行政で

はなく、今からは横割り行政、それを連絡と

るのが部長であってもいいんじゃないのかな。 

 町長の政策の中にもワンストップ窓口でし

たっけ、たしかあったと思います。私の考え

方も当然同じ考え方でございます。ぜひとも

それを進めてほしい。だから今求められてい

るのは、窓口はコンシェルジュなんですね。

すべての町民の必要なものを一つの窓口で提

供する。当然、福祉の面でどういう福祉サー

ビスが受けれますかという相談を受けてもそ

ういうサービスを提供する、私はこういう福

祉の面でボランティアをしたいんです。 

 先ほどじゃないですけど、「日本語教室の

講師をやりたいんです」と言ったときに、「い

や、あなたは、ボランティアは社会福祉協議

会へ行ってくださいよ。でもこれに関しては

教育委員会へ行ってくださいよ」、それじゃ

町民の立場になっていないんじゃないのかな。

だから皆さんの頭を180度切りかえて、違う視

線で庁内の組織の編成をするべきじゃないの

か。これがやっぱり地方自治、今からは本当

に地域に根づいた地方自治になるんじゃない

でしょうか。 

 どうかその考えがあるのか、ちょっとお聞

かせください。 

○議長【北川進君】 蓑副町長。 

   〔副町長 蓑外史男君 登壇〕 

○副町長【蓑外史男君】 ただいまの質問の

中の一番大きな要点は、縦割り組織の弊害と

申しますか、そういうのが町民に非常にわか

りにくい、町民のサービスが非常にしにくい、

そういう組織体制になっているんではないか、

こういうことだと思います。私も実際の実感

としては同じような実感をしておりますし、

多くの町民がそういうものを感じているとい

うこともお聞きしています。 

 そういう意味では、いろいろ職員に意識改

革を求めてこれまで来ております。町長を含

めて一体となって、町民への対応を一元化で

やっていこうと、こういうように声かけてや

っていきます。 

 幸いといいますか、最近は１階の町民福祉

部の中では１カ所の窓口、１人の人間が全部

対応するという、これはなかなかできないん

ですが、１カ所の窓口でお座りいただいたま

まであらゆる課が順番に来ながら１人のお仕

事ができるというか、そういうような体制に

仕上がってきていると思います。 

 これを今、私は職員の意識改革の中で求め

てきておりますが、最近、町の中でもいろい

ろ部署横断でこなさなきゃいけないという課

題が出てまいりました。そういうプロジェク

トチーム的な取り組みも進んでおります。 
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 さらに、今おっしゃったように、これを組

織としてどういう組織をつくるかということ

も全くこれからの大きな課題であるというふ

うな認識をしておりますし、可能なものだっ

たら、ぜひそういう方向に進めていきたいな

という思いをしています。 

○議長【北川進君】 八田議員。 

○12番【八田外茂男君】 そういう面で同じ

問題意識を持っておいでるというのはわかり

ます。 

 今、まちづくり基本条例、策定委員会が一

生懸命議論されております。まずそういう面

では、やっぱりその議論を見ていますと、こ

れ完成したときに、そこからがスタートです

よね。これをスタートしたときに町の行政組

織では本当に対応できるのかな。それはやっ

ぱり不安を感じます。だからそれを考えます

と、やっぱり町民が参画しやすい町の体制を

つくるべきや、それが本当の基本条例にのっ

とったまちづくりやと思うんです。 

 それに、先ほどからの質問の中でもしまし

たとおりに北部開発及び海岸条例、これはや

っぱり横断的なプロジェクトですよね、庁内。

当然、消防の災害救助の面から観光の面まで

すべてが入ったプロジェクトです。そんなこ

とを考えますと、やっぱりそういう編成を少

しでも考えて、そういうのがすぐ対応できる。

時間をかけて、先ほどの海岸条例じゃないで

すけど、４年もそこらもたっても、６年たっ

ても何も進まない。それじゃやっぱりだめな

んですよ。問題が起きたらすぐ行動ができる

体制というのは、今のその縦割りじゃやっぱ

り限界があるんじゃないのかなと。 

 だから職員の皆さんも、当然やっぱりそう

いう面で本当に切りかえをしてほしい。目線

を国、県に向けるんじゃなくて、町民の目線

で組織のあり方をもう一度考えてほしい。ぜ

ひともそういう思いがありますので、その思

いがあるのか。また、あったならその決意を

お聞かせいただいて、私の質問を終わらさせ

ていただきます。 

 お願いいたします。 

○議長【北川進君】 蓑副町長。 

   〔副町長 蓑外史男君 登壇〕 

○副町長【蓑外史男君】 今、議員のお話に

ありましたとおり、目下、まちづくり基本条

例というものをまちづくり町民会議の中で進

めております。この中では、前回やったばか

りなんですが、執行機関としての町組織の役

割と責務であるとか、あるいは町職員の責務

について論議されています。ここでは町民の

本当の期待がもっともっと明確になってくる

んだろうというふうに思います。 

 それにこたえるための組織のあり方という

ことは絶対に外すことができないものの一つ

であるというふうに認識しております。それ

もまちづくり基本条例が完成するのは、もう

１年後ぐらいにはそれに向かって今進めてい

るわけですから、そういうことを考えなきゃ

いけないという時期も本当に迫ってきている

というふうに認識をしております。 

 先ほどのように、ある課題を部署横断的に

取り組まなきゃいけないというのは、もうど

んどんどんどんそういう課題が多くなってき

ていますので、そういう意味では、現在はそ

のために新しい組織をつくるというよりもプ

ロジェクトチームのようなものをつくって運

営していこうと。このプロジェクトチームと

いうのは県の中にもたくさんあるんですよ。 

 私は、金沢市のほうはちょっとまだ勉強し

ていませんが、県の中でもありますが、なか

なか思うようにいっていないと。何が障害か

というのは、いろいろ障害の原因が浮き彫り

になっていますんで、内灘町がやるときはそ

ういう障害をなくするためにどうするかとい

うことを考えていかなきゃいけないというふ

うに思っています。 

 ポイントとしては、もう１回真剣に職員全

体がプロジェクトに入ったときにプロジェク

トマネジメント、今の縦割りマネジメントで
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はなくて横割りのマネジメントというか、そ

こで何を目的にどういうようなことを進めて

いくと本来の目標が達成できるのか、目的が

達成できるのか、こんな考え方の中でメンバ

ー全員がその目的に合わせて本当にチームワ

ークをつくって進めていくという、こういう

ような考え方をしっかり持ちながら進めると

いうことの必要性があると思います。 

 ぜひそういうことを含めて進めていきたい

というふうに思います。 

○12番【八田外茂男君】 ありがとうござい

ます。 

○議長【北川進君】 以上で通告による質問

は終わりました。 

 これより通告に関連する質問を行います。 

 質問は通告の趣旨に沿うもの、補足するも

のに限り、１人１問のみで５分以内とし、再

質問は認めませんので、ご注意願います。 

 発言は挙手の上、通告による質問した議員

の名前、質問の内容を述べた後、関連質問を

行ってください。また、１分前に呼び鈴で合

図をいたしますので、ご容赦願います。 

 それでは、質問ございますか。 

 中川議員。 

   〔13番 中川達君 登壇〕 

○13番【中川達君】 皆さん、どうも大変ご

苦労さまでございます。 

 水口議員さん並びに清水議員さんの入札に

ついての質問がございました。そういった中

で、先ほど水口議員さんの入札の経緯等々を

聞かさせていただきました。 

 聞いておりますと、非常に町内の業者さん、

そしてまたそれぞれの職務にかかわる業者さ

ん、非常に厳しい状況が続いているような落

札価格というものを聞かさせていただきまし

た。やはり今、こういう社会情勢の中でござ

いますので、それぞれの企業さんがもう最後

の存続をかけて一生懸命入札行為に応じてい

ると思っております。そういった中で、行政

としてかなりの入札の差金が生じているんで

はないかと、このように私は認識をいたして

おります。 

 この差金の扱いについて、やはりその事業

事業の中で、その差金の事業をさらに追加と

して、何とか企業活性のために、あるいは企

業のもう一つの活力のためにという形で使っ

ているのか。あるいはまた、その差金を一度

行政のほうへ返して、また違った行為として、

事業として使っているのか、そういったこと

をちょっとお尋ねしたいと、こう思っており

ますし、できれば差金そのものがどのような

形で金額がどのような形というものが、金額

がわかれば一番ありがたいんですけど、今す

ぐの話ですからそういったことはよろしいで

すけれども、やはり何とか活力をはぐくむよ

うな、そういった使い方をしているのかなと、

こう思っております。 

 そしてもう一点は、やはり私どもの町の落

札率30％というのが今、町内の企業あるいは

企業にとっては非常に重しになっております。

金沢市あるいは県におかれましては、最低制

限を若干底上げして景気回復というものも、

あるいは企業の活力というものも今支えてお

る状況でございます。 

 内灘町も若干は上げていると思いますけれ

ども、やはり県の状況、金沢市の状況等もか

んがみて、いま一度検討する余地があるのか

ないのか、そこを尋ねて、ひとつ適切なるご

理解をお願いいたしたいと思っておりますの

で、よろしくお願いを申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長【北川進君】 高木部長。 

 〔まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【高木和彦君】 ただ

いまの関連質問の最初のご質問にお答えした

いと思います。 

 入札差金についての取り扱いですが、入札

差金が出た場合は、原則的にはその工事なり

事業の目的が達成されたということで不用額

は減額するというのが原則です。 
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 ただし、同じ費目の中で緊急に修繕等が発

生した場合は財政当局と相談して執行する場

合もあります。 

 以上であります。 

○議長【北川進君】 出川総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 入札に関する答

弁でもお話はさせていただきました。 

 本年度の入札の平均落札率は、現在のとこ

ろ83.64％でございます。そして工事によって

違いがありますけれども、一番低い工事の場

合は最低の70％、そういう状況であります。 

 我々こういう状況を踏まえまして、工事の

品質の確保、これはもちろんでございますけ

れども、従業員の処遇の確保、こういうこと

も踏まえましてさらなる適正な競争による入

札が行われるよう、来年度に向けて入札制度

を改善していきたい。現在そういうふうに取

り組んでいます。よろしくお願いします。 

○議長【北川進君】 他に質問ありませんか。 

 八田議員。 

   〔12番 八田外茂男君 登壇〕 

○12番【八田外茂男君】 夷藤議員のリサイ

クルの補助金についてちょっと関連質問をさ

せていただきます。 

 町民の皆さんが努力されてリサイクルされ

ておる。それを要は業者に売却されているわ

けですよね、広域事務組合におきまして。売

却益が出ております。これがやっぱりその商

品といいますか、リサイクルされた商品のラ

ンクづけをされて、河北郡市で出されたごみ

に対してはＡランクの最高の評価をいただい

て、そして年間、たしか2,400万ほど河北郡市

として還付を受けているはずです。 

 だから、こういうものを町民にある程度Ｐ

Ｒしながら、奨励金という形で各地区にリサ

イクルを推進することによってそういう奨励

金がふえますよというぐらいの、やっぱり気

持ちを持たせるというのはすごい大事なんで

はないかなという考え方もあると思うんです。

そういう考え方を含めて、リサイクルのあり

方についてやっぱり議論をしていただきたい

なという思いがあります。 

 その辺について、そういう考えがないのか

ちょっとお尋ねをお願いしたいと。お願いし

ます。 

○議長【北川進君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 八田議員の

再質問についてお答えいたします。 

 広域事務組合のリサイクル奨励金につきま

しては、各町会からどれだけリサイクルした

とか、そういう量が全くわからないわけでご

ざいます。町全体での量でございます。しか

し、内灘町が多分一番多いんじゃないかなと

思っております。詳しい数字はわかりません

けれども。 

 先ほど夷藤議員にもご答弁いたしましたが、

今後の交付金の助成について、それも含めて

検討したいと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長【北川進君】 あと質問ありませんか。 

 これにて一般質問を終了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【北川進君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 お諮りいたします。明11日から15日までの

５日間は、議案調査及び議案委員会審査のた

め休会といたしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【北川進君】 ご異議なしと認めます。

よって、明11日から15日までの５日間は休会

とすることに決定いたしました。 

 なお、来る16日は午後１時から本会議を開

き、各常任委員長の報告を求め、質疑、討論

及び採決を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 大変ご苦労さまでございました。 

 －72－



 －73－

           午後０時09分散会 
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